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間
の
準
備
が
で
き
た
ら
休
み
時
間
に
し
ま
す

ね
。
で
き
た
二
人
組
は
手
を
挙
げ
て
、
休
み

時
間
で
す
」
と
い
う
の
を
た
ま
に
し
て
い
て
、

隣
を
見
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

⑦
　
と
て
も
遅
い
子
が
い
る
場
合
は
し
な
い
。

⑧
　「
隣
が
で
き
た
？
↓
班
が
で
き
た
？
↓
仲

間
の
班
が
で
き
た
？
」
の
声
掛
け
の
変
化

は
、
数
か
月
か
け
て
追
加
し
て
い
く
。

⑨
　
授
業
の
準
備
な
ど
、
す
ぐ
に
で
き
る
簡
単

な
こ
と
で
使
う
。

⑩
　
優
し
い
声
掛
け
を
し
て
い
る
子
を
取
り
上

げ
て
褒
め
る
。

大
事
な
考
え
方

3「
こ
の
技
だ
け
で
、
協
力
を
高
め
よ
う
と
は
思

わ
な
い
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
隣
を
助
け
て
い
る
子
を
見
付
け
て
、
後
で
取

り
上
げ
て
褒
め
る
や
り
方
な
ど
が
王
道
で
あ
る

（
全
体
の
前
で
す
る
か
、
通
信
で
紹
介
す
る
か
、

名
前
を
出
さ
ず
に
褒
め
る
か
は
、
学
年
や
状
況

に
よ
っ
て
変
え
る
）。

実
践
後

4　
子
供
た
ち
が
友
達
に
声
を
か
け
た
り
、
助
け

た
り
す
る
の
が
常
態
化
し
て
き
た
。

微差力
教師の

隣
や
班
が
で
き
て
い
る
こ
と
も

評
価
し
よ
う

自
分
以
外
を
意
識
で
き
る
指
示
を
扱
い
、
声
掛
け
や
協
力
を
少
し
増
や
し
て
み
よ
う
。

大
阪
府
箕
面
市
立
西
南
小
学
校

山や
ま

本も
と

東は
る

矢や

本
ア
イ
デ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

1①
　
隣
や
班
の
フ
ォ
ロ
ー
が
当
た
り
前
に
な
る
。

②
　
助
け
た
り
、
声
掛
け
し
た
り
が
習
慣
に
な
る
。

前
提
条
件

2①
　
六
月
以
降
の
二
年
生
以
上

②
　
ク
ラ
ス
の
仲
が
よ
い
。

③
　
全
員
が
で
き
て
い
る
時
に
こ
の
技
を
使
う

（
仲
間
と
の
成
功
体
験
づ
く
り
、
班
の
仲
を

良
く
す
る
た
め
に
使
う
）。

④
　
た
ま
に
使
う
。
決
し
て
毎
回
使
わ
な
い
。

⑤
　
毎
回
使
う
と
、
で
き
て
い
な
い
と
き
に
子

供
た
ち
同
士
で
責
め
る
状
況
を
生
み
だ
す
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
。

⑥
　
授
業
終
了
三
分
前
に
「
隣
の
人
も
次
の
時
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１　

ア
ナ
ロ
グ
で
「
書
く
」
練
習
を
す
る

　

中
一
数
学
、「
方
程
式
」
の
単
元
で
あ
る
。

　

方
程
式
の
計
算
で
は
、
解
き
方
の
習
熟
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
式
の
書
き
方
も
指
導
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、「
＝
（
イ
コ
ー
ル
）」
は
必
ず
左

側
に
書
い
て
そ
ろ
え
て
き
た
が
、
こ
の
単
元
で

初
め
て
、
真
ん
中
で
「
＝
」
を
そ
ろ
え
て
書
く

と
い
う
経
験
を
す
る
。
ノ
ー
ト
に
書
く
と
き
に

も
「
真
ん
中
イ
コ
ー
ル
」
と
指
示
し
て
書
か

せ
、
途
中
で
「
隣
と
確
認
」
等
、
正
し
い
式
の

書
き
方
を
し
て
い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
い

る
。

　

ま
た
、「
移
項
す
る
と
き
に
は
符
号
が
変
わ

る
」
と
い
う
こ
と
の
意
識
付
け
の
た
め
、
最
初

は
必
ず
「
移
項
マ
ー
ク
（
〇
や
□
で
囲
み
、
矢

印
で
つ
な
ぐ
）」
を
書
か
せ
る
よ
う
指
導
。
生

徒
が
板
書
す
る
際
に
も
移
項
マ
ー
ク
を
書
く
よ

う
に
指
示
し
、「
＝
」
が
真
ん
中
で
そ
ろ
っ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
ノ
ー
ト
に
繰
り
返
し
書
か
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
習
熟
さ
せ
た
い
分
野
で
あ
る
。

　

黒
板
に
書
か
せ
る
と
き
に
も
、
黒
板
全
体
を

ゆ
っ
た
り
と
使
っ
て
式
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ

う
に
し
、
全
員
が
正
し
く
式
を
書
け
る
よ
う
に

指
導
を
重
ね
て
い
る
。

２　

デ
ジ
タ
ル
の
活
用

　

中
学
三
年
「

＝
ａ

」
の
単
元
に
お
い

て
、「Geogebra

」
と
い
う
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を

用
い
て
グ
ラ
フ
を
か
か
せ
た
。

　

比
例
定
数
ａ
の
値
を
好
き
に
設
定
さ
せ
、
グ

板書術・
ノート術

超凄腕

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
立
指
扇
中
学
校

星ほ
し
 の野
優ゆ

う
 こ子

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

中
学
数
学
の
指
導

ア
ナ
ロ
グ
で
書
か
せ
る
分
野
と
、
デ
ジ
タ
ル
で
進
め
る
分
野
を
見
極
め
る
。
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ラ
フ
を
多
く
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
フ
の

特
徴
や
、
ａ
の
値
に
よ
る
グ
ラ
フ
の
変
化
を
そ

れ
ぞ
れ
に
読
み
取
っ
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
は
ノ
ー
ト
に
手
作
業
で
何
度
も
グ

ラ
フ
を
か
か
せ
て
い
た
が
、
手
で
か
く
と
ど
う

し
て
も
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
自
分
で
き

れ
い
な
放
物
線
の
グ
ラ
フ
を
か
け
る
よ
う
に
な

る
技
能
も
身
に
付
け
さ
せ
た
い
が
、
優
先
順
位

は
低
い
と
判
断
し
た
。

　

手
作
業
に
よ
る
グ
ラ
フ
の
練
習
は
減
ら
し
、

デ
ジ
タ
ル
の
作
業
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
な
い
授
業
時
間
で
も
、
生
徒
が
多
く
の
グ
ラ

フ
に
触
れ
、
自
ら
そ
の
特
徴
を
見
い
だ
し
て
い

く
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

上
写
真
は
や
ん
ち
ゃ
な
男
子
が
黙
々
と
作
成

し
た
グ
ラ
フ
の
画
像
だ
。
全
部
で
二
〇
本
近
く

の
グ
ラ
フ
を
表
示
し
、
放
物
線
が
美
し
く
並
ん

だ
画
面
を
見
て
「
す
げ
ー
、
す
げ
ー
」
と
喜
ん

で
い
た
。
そ
の
画
面
を
黒
板
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
提
示
。
教
室
か
ら
も
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
グ
ラ
フ
を
見
て
気
付
い
た
共
通

点
・
相
違
点
等
を
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に
記
入

さ
せ
、
情
報
共
有
を
行
っ
た
。

「
グ
ラ
フ
が
す
べ
て
原
点
を
通
っ
て
い
る
」

「
比
例
定
数
の
絶
対
値
が
大
き
い
ほ
ど
グ
ラ
フ

が
狭
く
な
る
」「
比
例
定
数
の
符
号
が
反
対
に

な
る
と

軸
を
軸
と
し
て
線
対
称
」
な
ど
、
こ

ち
ら
が
説
明
し
な
く
と
も
、
グ
ラ
フ
の
特
徴
を

生
徒
が
全
て
発
見
し
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、「

＝
ａ

の
後
ろ
に
＋
ｂ
を
付

け
る
と
、
グ
ラ
フ
が
上
に
動
く
」
等
、
中
三
で

学
ぶ
べ
き
内
容
を
超
え
た
意
見
も
生
徒
か
ら
発

見
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ノ
ー
ト
に
手
作
業
で
か

い
て
い
た
だ
け
で
は
絶
対
に
発
見
で
き
な
い
性

質
で
あ
る
。

　

黒
板
に
映
し
出
し
た
画
面
で
実
際
に
動
か
し

て
み
る
。

＝
２

の
グ
ラ
フ
を
見
せ
た
後
、

式
の
最
後
に
「
＋
３
」
を
加
え
て
エ
ン
タ
ー
キ

ー
を
押
す
と
、
そ
の
瞬
間
に
グ
ラ
フ
が
パ
ッ
と

上
に
動
く
。
こ
こ
で
も
生
徒
の
歓
声
が
上
が
っ

た
。
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
を
有
効
に
組
み
合

わ
せ
、
指
導
を
重
ね
た
い
。



大成功の
絵画工作
授業

4

魔
法
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
で
空
を
飛
ん
だ
お
話

小
人
や
動
物
の
描
写
は
、
存
分
に
描
け
る
よ
う
し
っ
か
り
援
助
し
よ
う
。

酒
井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

Ａ　
四
つ
切
り
画
用
紙
に
ク
レ
パ
ス
で
大
小
の

シ
ャ
ボ
ン
玉
を
描
き
、
蛍
光
オ
レ
ン
ジ
と
蛍

光
ピ
ン
ク
で
薄
く
彩
色
す
る
。
水
で
し
っ
か

り
と
薄
め
て
彩
色
す
る
こ
と
。
特
に
ピ
ン
ク

は
か
す
か
に
見
え
る
程
度
に
。
下
に
空
色
（
セ

ル
リ
ア
ン
ブ
ル
ー
）
で
雪
山
を
描
い
て
お
く
。

Ｂ　

一
番
大
き

な
シ
ャ
ボ
ン

玉
の
中
に
楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
小
人
さ
ん
を
描

く
。
こ
の
試
作
品
は
ダ
ン
ス
を
し
た
り
猫
さ

ん
と
遊
ん
だ
り
し
て
い
る
。

　
　

こ
こ
は
た
っ
ぷ
り
と
時
間
を
と
っ
て
他
の

試
作
品
を
見
せ
な
が
ら
、
小
人
と
猫
た
ち
の

多
様
な
場
面
を
引
き
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　

そ
の
た
め
に
は
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
一
つ
一
つ
の

中
身
を
描
く

た
め
の
画
用

紙
の
位
置
を

描
き
や
す
い

距
離
に
し
て

描
か
せ
る
こ

と
（
後
述
）。

Ｄ　

右
下
の
猫

が
吹
く
シ
ャ

ボ
ン
玉
が
魔

法
の
力
で
左
へ
流
れ
て
い
く
構
図
に
し
て
み

た
。
子
供
た
ち
の
好
み
で
、
こ
の
よ
う
な
構

図
に
す
る
の
も
良
い
。

Ｅ　
下
の
街
並
み
か
ら
立
ち
昇
る
気
流
に
乗
っ

Ｃ�　雪山から登る上昇気流のような
流れは技術的に面倒なように思え
るが、意外に大丈夫である。教師
が練習しておいて画用紙をくるく
ると回しながら描かせると良い
（後述）。

Ｂ Ａ

Ｃ

Ｄ
Ｅ
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て
昇
っ
て
い
く
構
図
も
動
的
で
美
し
い
。
こ

れ
ら
の
絵
は
ぜ
ひ
拡
大
し
て
見
て
ほ
し
い
。

Ｆ　
色
相
の
強
い
色
を
控
え
、
明
る
い
色
を
多

用
す
る
よ
う
に
し
た
。
清
潔
な
画
風
に
な
る
。

Ｉ　
猫
た
ち
は
、
毛
並
み
を
一
色
で
描
い
て
も

い
い
が
、
ブ
チ
模
様
や
縞
模
様
を
つ
け
る
と

ガ
ラ
リ
と
生
命
感
が
高
ま
る
。
お
勧
め
で
あ

る
。

　

絵
を
描
く
と
き
は
、
描
く
人
と
画
用
紙

の
距
離
は
、
遠
い
ほ
う
が
い
い
。
少
な
く

と
も
五
〇
セ
ン
チ
以
上
は
必
要
で
あ
る
。

対
象
物
の
細
部
に
と
ら
わ
れ
ず
に
大
き
く

と
ら
え
て
表
現
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
時
に
は
三
〇
セ
ン
チ
以
内
に

目
を
近
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ

る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
特
に
そ
の
よ
う
な

場
合
が
多
い
。
例
え
ば
小
人
さ
ん
や
動
物

た
ち
が
小
さ
い
の
に
、
そ
の
中
に
目
鼻
を

描
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ぐ
っ
と
目
を
近
づ

け
て
描
か
な
い
と
表
情
の
変
化
な
ど
は
全

く
描
け
な
く
な
る
。

　

画
用
紙
が
四
つ
切
り
の
場
合
は
特
に
注

意
を
要
す
る
。
腕
を
伸
ば
し
き
っ
て
も
届

か
な
い
距
離
で
描
か
せ
る
の
は
Ｎ
Ｇ
。

　

彩
色
の
場
合
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
画

用
紙
を
く
る
く
る
と
回
し
て
、
適
正
な
距

離
を
保
つ
よ
う
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

細部はポスカの使用も良い。
Ｇ�　どの作品にも言えることであるが、動物の絵のポイント
になるのは、やはり目玉である。目玉は大きめにしっかり
と描くこと。

Ｈ�　描いているうちに、私は無意識の中で猫が犬に
変身してしまっていた。子供たちもそのようなこ
とがよくある。この場面は、子供たちの発想を大
切にしてたっぷりと自由に。

ＦＧ

ＨＩ
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注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　川村　護
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　木村重夫

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　湯本雅行
55　西城慶太
55　藤原　司
56　小島庸平

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　松尾大輝
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　江副隆秀

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　白鳥友樹
58　原田朋哉
59　櫻井愛梨
60　渡辺喜男
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　上田浩人
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　高山佳己
66　板倉弘幸
67　林　健広

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　堀田和秀

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　安江　愛

社会貢献活動への 
取り組み

77　堂前貴美子

40 理科 記録カードを仲間分けして明かりが
つくつなぎ方を探す � 山内英嗣

41 理科 向山実践の追試と１人１台端末を
組み合わせた自由試行 � 山内英嗣

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 自分を守る力を身に付ける授業プラン
� 　賀本岳陽

43 英語 Lesson8:What would you like?
� 吉川たえ

44
オンライ

ン
Jamboard終了でも大丈夫。子供たちは新しいオンライン
ホワイトボードを使いこなす � 塩谷直大

45 情報活用 他者参照が可能なツールで「情報の分類」
スキルを身に付けさせる � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 英語 海外の学校との交流にチャレンジして
みませんか？ � 白鳥友樹

47
高校
理科

地球温暖化の授業
� 上田浩人

中学校（高校）でのTOSS実践

４・８・１月号特別企画！ 
あの高段者の国語・算数授業

28 算数 粘土と百玉そろばんを使って 
大きな数を認識する � 手塚美和

30 国語 詩はんたいことば」 
（はらだなおとも）� 井戸砂織

32 算数 個別最適で「説明する授業」を 
発展的に授業化する� 小嶋悠紀

34 国語 「手紙」� 長谷川博之

36 国語 情報処理スキルへの挑戦� 椿原正和

38 国語 「既習事項を用いて説明文を 
図解させる」授業展開例 � 谷　和樹

１
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２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「発問を考えるための修業」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

12

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

教師の「創意工夫」で躍動する教室

1　教師の微差力　山本東矢

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　星野優子

4　大成功の絵画工作授業 　酒井臣吾

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第53回　A　向山洋一

No.565

C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

14　創意工夫から新たな実践が生まれる	 向山行雄
〈教師自身が「探究力」を発揮しよう〉 	
16　サクラなし、ガヤなし、「笑育」で勝負 	 長谷川博之
17　討論のジレンマを解決した「ICT活用 複線型」で実施する向山型討論 	 小嶋悠紀
18　本当に必要かどうかは子供の事実が教えてくれる 	 太田政男
〈隣の教室と違っていいことvsそろえたいこと〉 	
19　「自由な風土」で教師の仕事は楽しくなる	 許　鍾萬
20　違っていいことTop3とそろえたいことTop3	 松島博昭
21　管理職の視点から考えるそれぞれ３つの視点	 並木孝樹
〈創意工夫を阻害している学校の変な常識〉 	
22　挨拶させなくていい。まずは活動させる 	 林　健広
23　�形式的なめあてではなく、子供の学力を伸ばすためのめあてとは何かを、
　　議論してほしい	 松﨑　力
24　教師が本来やるべき工夫ができない「導入・展開・終末の工夫」 	 木村重夫
25　本時の目標のためなら授業時間は延びてもいい？	 溝端達也
〈働き方改革へのささやかな工夫〉 	
26　Googleドキュメントのコメント機能で、学級経営交流会を改善する 	 塩谷直大
27　職員室にモニターを設置して情報共有をする 	 安江　愛

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　「生成AI」を授業の中で使い倒そう⑹� 谷　和樹
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トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス y 3 i 6 9 2
（ワイ・さん・アイ・ろく・きゅう・に）

共通パスワード
※有効期間： 2023年12月15日～

2024年3月14日

発問を考えるための修業

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL1

子供の心に響く語り

すべての子供の学力を保障する

教育 1
2024

January
No.565

教育技術研究所

特集 パンデミックに
立ち向かう学校
―Covid19からの教訓―

令和6年1月15日発行（毎月1回15日発行）第565号

―Covid19からの教訓―

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる言語療法” …… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

小学1年　国語　「〇〇〇〇〇」　算数「〇〇〇〇〇」
小学2年　国語　「〇〇〇〇〇」　算数「〇〇〇〇〇」
小学3年　国語　「〇〇〇〇〇」　算数「〇〇〇〇〇」
小学4年　国語　「〇〇〇〇〇」　算数「〇〇〇〇〇」
小学5年　国語　「〇〇〇〇〇」　算数「〇〇〇〇〇」
小学6年　国語　「〇〇〇〇〇」　算数「〇〇〇〇〇」

一目でわかる

中学校の授業実践
●● 「〇〇〇〇〇」
●● 「〇〇〇〇〇」

永久
保存版！

４・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

いつか、子供たちが
安心して水泳できる日のために！
いつか、子供たちが
安心して水泳できる日のために！
明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！安心して水泳できる日のために！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

研究授業の取り組み方②
第53回

そ
こ
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
て
お
か
な
い
と
ぐ

ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
し
た
授
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
教
科
の
ど
の
単
元
で
あ
ろ
う
と
、
日

本
中
を
探
せ
ば
、
た
く
さ
ん
の
人
が
研
究
授
業

を
し
て
い
ま
す
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の

他
で
調
べ
る
こ
と
は
重
要
で
す
。
十
く
ら
い
の

授
業
案
を
調
べ
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
中

で
、
自
分
の
考
え
に
近
い
も
の
を
探
し
ま
す
。

　
め
ぼ
し
い
も
の
が
見
付
か
っ
た
ら
、
自
分
の

学
校
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
形
に
近
い
指
導

案
を
吟
味
し
ま
す
。
そ
の
上
で
自
分
な
ら
ど
う

す
る
か
を
考
え
て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

付
け
加
え
て
い
き
ま
す
。

　
自
分
な
り
の
も
の
を
付
け
加
え
ず
に
そ
の
ま

ま
行
っ
て
も
、
き
ち
ん
と
調
べ
て
い
る
の
で
す

か
ら
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
点
数
を

付
け
れ
ば
五
五
点
く
ら
い
で
す
。
自
分
な
り
に

様
々
な
ね
ら
い
を
考
え
、き
ち
ん
と
重
点
を
絞
っ

て
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
次
に
大
事
な
の
は
発
問
の
系
列
で
す
。

　
ど
の
発
問
を
最
初
に
し
て
、
次
に
ど
の
発
問

を
し
て
、
最
後
に
ど
う
い
う
形
で
ま
と
め
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
基
本
的
な
授

業
の
四
五
分
間
の
流
れ
を
組
み
立
て
、
教
材
と

格
闘
し
な
が
ら
、
指
導
案
を
ど
れ
だ
け
読
ま
せ

る
か
、
ど
ん
な
発
問
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

を
具
体
化
し
て
い
く
の
で
す
。

　
研
究
授
業
に
つ
い
て
、
指
導
案
の
作
り
方
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
十
二
月
号
で
は
研
究
授
業
の
取
り
組
み
方
に

つ
い
て
、
単
元
の
ど
こ
を
や
る
の
か
と
い
う
お

話
ま
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
、
指
導
案
の
作
り
方
な
ど
を
詳
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
研
究
授
業
を
調
べ
、
学
校
の
研

究
テ
ー
マ
に
近
い
も
の
を
吟
味
し
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
付
け
加
え
ま
す
。

　
授
業
す
る
場
面
を
決
め
る
と
き
に
は
、
重
点

を
明
確
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
ま
ず
、
そ
の
場
面
を
授
業
化
す
る
に
あ
た
っ

て
、
自
分
の
学
校
の
研
究
の
中
で
、
ど
こ
を
重

点
に
す
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
授
業

全
体
の
組
み
立
て
を
重
点
に
す
る
。
討
論
の
授

業
を
行
う
場
合
は
、
討
論
の
や
り
方
を
重
点
に

す
る
。あ
る
い
は
、ノ
ー
ト
の
取
り
方
を
重
点
に

す
る
。
研
究
に
よ
っ
て
重
点
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

「
生
成
Ａ
Ｉ
」
を
授
業
の
中
で
使
い
倒
そ
う
⑹

C
h
a
t
G
P
T
の
苦
手
な
こ
と
と
得
意
な
こ
と
を
授
業
し
、
子
供
た
ち
に
体
感
さ
せ
よ
う
。

生
成
Ａ
Ｉ
は
非
常
に
便
利
な
道
具
だ
が
、
単
に
情
報
や
答
え
を
求
め
る
た
め
だ
け
に
使
っ
て
も
意
味
が
な
い
。

ど
ん
な
内
容
を
生
成
さ
せ
る
の
か
、
そ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示
・
命
令
）
を
こ
そ
、
子
供

た
ち
に
考
え
さ
せ
た
い
。
そ
れ
は
人
間
し
か
で
き
な
い
思
考
で
あ
る
。

が
五
画
の
別
の
漢
字
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
田
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
口
に
あ
と
二
画
付
け

足
し
て
で
き
る
五
画
の
漢
字
を
、
日
本

の
常
用
漢
字
の
中
か
ら
す
べ
て
探
し
て

く
だ
さ
い
。

C
h
a
t
G
P
T
は
や
は
り
間
違
え
た
。

　

間
違
え
た
の
で
、
何
度
か
や
り
取
り
し
て

教
え
た
が
、
や
は
り
難
し
か
っ
た
。

　

口
に
二
画
付
け
加
え
て
で
き
る
漢
字
は
、

常
用
漢
字
の
範
囲
で
は
二
七
個
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
、
漢
字
辞
典
や
Ｗ
ｅ
ｂ
で
調
べ
て
答

え
が
確
定
す
る
も
の
を
、
わ
ざ
わ
ざ
C
h
a
t

G
P
T
に
答
え
さ
せ
る
意
味
は
あ
ま
り
な
い
。

　

し
か
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
そ
の
も
の
の
性
質
を

学
ぶ
た
め
の
試
み
と
し
て
は
お
も
し
ろ
い
。

す
と
で
き
る
漢
字
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
日
、
中
で
す
。

　

で
は
、
口
と
い
う
漢
字
に
二
画
付
け

足
す
と
で
き
る
漢
字
が
あ
り
ま
す
。
す

べ
て
示
し
て
下
さ
い
。

C
h
a
t
G
P
T
は
正
し
く
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

何
度
か
や
り
取
り
し
た
が
結
局
難
し
か
っ

た
よ
う
だ
。
そ
う
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
。

C
h
a
t
G
P
T
は
、
こ
う
い
う
検
索
は

得
意
で
は
な
い
の
だ
。

　

私
も
辻
氏
の
追
試
を
や
っ
て
み
た
。
私
は

プ
ロ
ン
プ
ト
を
次
の
よ
う
に
し
た
。

　

口
と
い
う
漢
字
の
画
数
は
三
画
で
す
。

　

こ
れ
に
あ
と
二
画
付
け
足
す
と
画
数

一
　「
口
に
二
画
」
を
C
h
a
t
G
P
T
に

命
令
す
る

口
と
い
う
漢
字
に
二
画
付
け
足
し
て
別

の
漢
字
を
つ
く
る

と
い
う
授
業
が
あ
る
。
原
実
践
は
向
山
洋
一

氏
で
あ
る
。
有
名
な
授
業
だ
。

　

こ
の
課
題
を
C
h
a
t
G
P
T
に
や
ら
せ

た
報
告
を
見
た
。
愛
知
の
辻
先
生
で
あ
る
。

お
も
し
ろ
い
発
想
だ
と
思
っ
た
。

　

氏
の
プ
ロ
ン
プ
ト
は
次
で
あ
る
。

　

漢
字
を
探
し
て
示
し
ま
す
。
口
と
い

う
三
画
の
漢
字
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
口
と
い
う
漢
字
に
一
画
付
け
足

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

１　

口
＋
誠
＝
口
誠

言
葉
に
一
貫
性
が
あ
り
、
真
実
を
話

す
こ
と
。

２　

口
＋
疾
＝
口
疾

話
す
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
、
ま
た

は
疾
走
す
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
話
す

こ
と
。

３　

口
＋
恋
＝
口
恋

話
す
こ
と
、
ま
た
は
言
葉
に
対
す
る

深
い
愛
情
や
情
熱
。

４　

口
＋
密
＝
口
密

他
人
に
は
話
さ
な
い
秘
密
の
話
や
、

内
密
に
話
す
こ
と
。

５　

口
＋
静
＝
口
静

　

静
か
に
、
穏
や
か
に
話
す
こ
と
。

６　

口
＋
義
＝
口
義

言
葉
の
上
で
の
義
理
堅
さ
、
ま
た
は

言
葉
に
お
け
る
正
義
感
。

７　

口
＋
楽
＝
口
楽

話
す
こ
と
に
よ
る
楽
し
み
や
、
会
話

を
楽
し
む
こ
と
。

　

数
秒
で
で
き
た
。
こ
う
し
た
創
作
を
自
分

が
や
ろ
う
と
思
っ
た
ら
何
分
か
か
る
だ
ろ
う

か
。

何
度
か
や
り
取
り
し
て
教
え
た
が
、
難
し
い

よ
う
だ
っ
た
の
で
、
私
は
プ
ロ
ン
プ
ト
を
次

の
よ
う
に
変
え
た
。

　

今
度
は
、
口
に
別
の
漢
字
を
く
っ
つ

け
て
、
本
当
は
存
在
し
な
い
熟
語
を
創

り
出
そ
う
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
次

の
よ
う
に
し
ま
す
。

口
＋
黙
＝
口
黙

意
味
：
い
つ
も
黙
っ
て
い
る
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
も
の
を
、
他
に
考
え
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

C
h
a
t
G
P
T
は
ど
の
よ
う
に
回
答
す

る
だ
ろ
う
か
。
そ
う
な
の
だ
。
こ
う
い
う
作

業
は
、
C
h
a
t
G
P
T
の
最
も
得
意
と
す

る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
C
h
a
t
G
P
T

は
瞬
く
間
に
、
次
の
七
つ
を
出
力
し
た
。
内

容
も
実
に
お
も
し
ろ
い
。

　

お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
で
す
ね
！　

口
を
利
用
し
て
、
実
在
し
な
い
熟
語
を
考

え
る
試
み
を
い
く
つ
か
試
み
て
み
ま
す
。

子
供
た
ち
に
も
や
ら
せ
て
み
る
と
い
い
。

　

規
約
上
、
子
供
は
C
h
a
t
G
P
T
を
使

え
な
い
か
ら
、
教
師
が
操
作
し
た
も
の
を
見

せ
て
あ
げ
る
よ
う
に
す
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

C
h
a
t
G
P
T
の
回
答
を
予
想
さ
せ
た

う
え
で
、
命
令
し
、

　

や
っ
ぱ
り
間
違
え
た
ね
。

と
子
供
た
ち
と
確
認
す
る
授
業
な
ら
、
意
味

が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
全
く
同
じ
命
令
で
も
、
命
令

す
る
た
び
に
C
h
a
t
G
P
T
は
違
う
回
答

を
出
力
す
る
。
み
な
さ
ん
も
ご
自
身
の
環
境

で
試
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
　
で
は
、
何
が
得
意
な
の
か

　

で
は
、
C
h
a
t
G
P
T
は
何
が
得
意
な

の
か
。

　

得
意
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
何
と

い
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
う
の
は
、
そ
の

「
生
成
力
」
で
あ
る
。「
生
成
Ａ
Ｉ
」
と
い
う

だ
け
あ
る
。

　

口
に
二
画
付
け
足
し
て
で
き
る
漢
字
を
、
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躍動する教室

「創意工夫」で

教師の

創意工夫から
新たな実践が
生まれる

創意工夫を
阻害している
学校の変な常識

隣の教室と
違っていいことvs
そろえたいこと

働き方改革への
ささやかな工夫

教師自身が
「探究力」を
発揮しよう



　

教
師
の 

創
意
工
夫

創
意
工
夫 

で 

躍
動
す
る
教
室

特集

13   2024. 1

１　

い
ま
だ
一
律
で
形
式
的
な
指
導
が
あ
る

聞
い
た
話
で
す
。
真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
あ
る
県
で
は
、
校
長
や
指
導
主
事
か
ら

次
の
よ
う
な
指
導
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

１　

全
ク
ラ
ス
を
参
観
し
た
後
、

　

「
め
あ
て
を
板
書
し
た
ク
ラ
ス
」

　

「
板
書
し
て
い
な
い
ク
ラ
ス
」

　

�

を
一
覧
に
し
て
発
表
し
、
め
あ
て
を
板

書
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

２�　

教
室
前
面
に
「
学
校
の
教
育
目
標
」

を
全
ク
ラ
ス
掲
示
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

３�　

研
究
授
業
で
、
授
業
者
が
考
え
た
指

導
案
で
は
な
く
学
年
や
研
究
部
で
考
え

た
指
導
案
で
授
業
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

い
ず
れ
も
、
理
由
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
の
目
的
で
あ
る
「
教
室

で
子
供
た
ち
に
良
い
授
業
を
す
る
」
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
右
の
よ
う
な
「
形
式
」
だ
け
が

目
的
化
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら

問
題
で
す
。
若
い
教
師
の
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
た

創
意
工
夫
が
発
揮
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

２　

変
化
の
時
代
に
対
応
す
る
力
と
は

「
主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
」
が
大
切
だ

と
子
供
た
ち
に
は
指
導
し
て
い
る
の
で
は
な
い

で
す
か
？

先
行
き
が
不
透
明
で
激
変
し
て
い
く
社
会
の

中
で
、
自
ら
問
い
を
も
ち
、
変
化
に
対
応
し
て

い
く
力
が
必
要
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

そ
れ
を
子
供
た
ち
に
指
導
す
る
教
師
自
身
が

変
化
を
お
そ
れ
、
横
並
び
の
統
一
を
進
め
、
外

部
か
ら
の
批
判
を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
な
ら

本
末
転
倒
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

も
ち
ろ
ん
、
学
校
は
意
図
的
、
計
画
的
、
組

織
的
に
教
育
を
進
め
る
装
置
で
す
。
全
部
を
自

由
に
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
共
通
理
解

し
て
、
み
ん
な
で
同
じ
こ
と
を
同
じ
よ
う
に
指

導
す
る
場
面
も
大
切
で
す
。

し
か
し
、「
め
あ
て
の
板
書
」「
教
室
の
掲

示
」「
研
究
授
業
の
指
導
案
」「
使
用
す
る
教
材

教
具
」「
学
級
通
信
の
内
容
」
な
ど
が
す
べ
て

一
律
で
は
、
ど
こ
に
も
創
意
工
夫
の
生
ま
れ
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

３　

教
師
の
創
意
工
夫
で
躍
動
す
る
教
室
を

未
来
を
創
っ
て
い
く
の
は
子
供
た
ち
で
す
。

そ
の
子
供
た
ち
を
指
導
す
る
教
師
た
ち
が
老

い
た
感
覚
ば
か
り
で
は
未
来
は
萎し

ぼ

み
ま
す
。

と
が
っ
た
感
覚

と
俗
に
言
い
ま
す
。

感
性
が
鋭
敏
で
個
性
的
、
他
者
と
は
違
う
感

じ
、
流
行
の
先
端
を
求
め
突
出
し
た
感
じ
、
ギ

リ
ギ
リ
の
線
を
突
い
て
い
て
や
や
過
激
な
感
じ

…
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
言
い
ま
す
。

教
師
が
今
こ
そ
、「
と
が
る
」
時
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
「
デ
タ
ラ
メ
」
で
良
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
定
の
教
育

的
な
秩
序
と
教
師
の
倫
理
観
の
も
と
、
し
か
し

伸
び
伸
び
と
変
化
さ
せ
て
い
く
部
分
が
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
と
が
っ
た
授
業
提
案
、
と

が
っ
た
教
室
経
営
、
と
が
っ
た
働
き
方
改
革

等
々
を
発
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）
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１　

子
供
を
「
あ
っ
と
言
わ
せ
た
い
」

　

二
〇
代
の
Ａ
教
諭
は
社
会
科
の
日
本
国
土
の
単

元
で
、「
夜
の
日
本
列
島
」
の
光
景
か
ら
、
人
口

密
度
を
捉
え
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
制
作
に
ひ
と

夏
か
け
た
巨
大
な
日
本
列
島
模
型
。

そ
こ
に
、
数
十
万
人
ご
と
に
一
つ
の
豆
電
球
を

配
線
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
相
撲
出
場
の
Ａ
教
諭

は
得
意
の
力ち

か
ら

業わ
ざ

を
創
意
工
夫
と
強
く
思
い
込
ん
だ
。

　

暗
い
教
室
で
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
。
夜
の
日

本
列
島
が
出
現
す
る
。
東
京
や
大
阪
は
煌こ

う

々こ
う

と
輝

く
。
子
供
は
「
あ
っ
と
」
驚
く
。
興
味
を
抱
く
、

し
か
し
、
そ
の
後
が
続
か
な
い
。
せ
っ
か
く
の

「
ひ
と
夏
の
経
験
」
が
霧
散
し
た
。

地
頭
の
い
い
三
〇
代
前
半
の
女
性
Ｂ
教
諭
は
、

時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
読
ん
だ
。
運
輸
の
単
元
で
、

で
き
た
ば
か
り
の
ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
で
教
室
に
段

ボ
ー
ル
を
運
ば
せ
た
。
子
供
の
注
目
す
る
な
か
、

箱
か
ら
取
り
出
し
た
の
は
、
生
き
た
金
魚
。
子
供

は
「
あ
っ
と
」
驚
い
た
。
ど
う
し
て
生
き
た
金
魚

を
、
遠
く
の
町
か
ら
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の
か
追

究
し
た
。

Ａ
も
Ｂ
も
社
会
科
研
究
会
仲
間
。
後
年
、
ど
ち

ら
も
校
長
と
な
り
、
社
会
科
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
し
た
。

私
た
ち
の
修
業
時
代
、
寝
て
も
起
き
て
も
、
い

い
実
践
を
す
る
た
め
の
「
ネ
タ
集
め
」
を
し
て
い

た
。
そ
れ
が
「
創
意
工
夫
」
だ
と
堅
く
信
じ
て
い

た
。
旅
に
出
て
も
「
ネ
タ
」
の
話
。
酒
の
席
で
も
、

「
ネ
タ
」
の
話
。

２　

創
意
工
夫
は
失
敗
と
隣
り
合
わ
せ

　

そ
も
そ
も
が
、「
あ
っ
と
言
わ
せ
た
い
」
た
め

の
ネ
タ
づ
く
り
。
私
も
若
い
時
代
に
、
ず
い
ぶ
ん

と
空
振
り
三
振
が
あ
っ
た
。

　

二
九
歳
の
五
年
社
会
工
業
単
元
。
工
業
製
品
の

仕
組
み
に
迫
る
た
め
に
機
会
部
品
に
注
目
。
分
解

し
て
も
い
い
工
業
製
品
を
持
参
さ
せ
る
。
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
自
転
車
、
時
計
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
製

品
が
集
ま
っ
た
。
五
年
生
四
学
級
の
廊
下
は
、
工

業
製
品
と
工
業
油
の
に
お
い
。
さ
な
が
ら
町
工
場

の
様
相
を
呈
し
た
。

　

二
週
間
ほ
ど
か
か
り
、
分
解
し
て
部
品
を
比
べ

た
。
工
業
製
品
に
興
味
を
抱
い
た
が
、
さ
ほ
ど
の

追
究
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

何
よ
り
も
、
大
量
の
ご
み
の
始
末
に
苦
労
し
た
。

敬愛大学教育学部特任教授 全国連合小学校長会顧問 向
むこう

山
やま

行
ゆき

雄
お

創意工夫から新たな実践が生まれる
「子供をあっと言わせたい」という素朴な教師の情熱。そこから創意工夫を目指す教師修
業が始まる。しかし、高度情報社会では、教師の創意工夫にも一定の困難さが伴う。教師
が惚れただけの教材から、子供のフィルターを通した教材へ昇華する。この努力を経て、
初めて「新たな実践」が始まる。
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結
局
、
教
頭
の
助
力
を
得
て
、
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分

の
金
属
ご
み
を
廃
棄
し
た
。

　

迷
惑
を
か
け
た
実
践
も
あ
っ
た
。
四
年
運
動
会

種
目
。
マ
ン
ネ
リ
種
目
を
変
え
た
い
。
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
練
習
後
の
居
酒
屋
で
「
ネ
タ
」
の
話
。「
そ

う
だ
、
子
供
が
協
力
し
て
、
重
た
い
荷
物
を
運
ぶ

種
目
を
取
り
入
れ
よ
う
。
き
っ
と
観
衆
も
喜
ぶ
」

と
私
の
ア
イ
デ
ィ
ア
。
題
し
て
「
一
ト
ン
引
っ
越

し
ゲ
ー
ム
」。
後
輩
の
教
師
た
ち
が
「
お
も
し
ろ

い
！　

お
も
し
ろ
い
！
」「
今
ま
で
に
な
い
種
目
」

「
会
場
も
喜
ぶ
」
と
は
や
す
。
私
は
三
四
歳
の
教

務
主
任
。
学
校
内
の
「
ア
ニ
キ
」
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
。
子
供

が
一
ト
ン
を
運
ぶ
の
に
苦
労
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

準
備
や
片
付
け
を
す
る
教
師
た
ち
も
一
ト
ン
を
運

ぶ
。
運
動
会
当
日
、
必
死
の
子
供
に
喝
采
が
あ
っ

た
が
、
額
に
汗
し
て
運
ぶ
大
人
に
も
大
声
援
が

あ
っ
た
。
運
動
会
後
の
飲
み
会
で
、
準
備
係
の
教

職
員
に
酌
を
し
て
回
っ
た
。

「
一
ト
ン
引
っ
越
し
ゲ
ー
ム
」
は
、
た
っ
た
一
回

だ
け
の
四
年
種
目
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
記
載
さ

れ
た
。
再
び
の
日
は
な
か
っ
た
。

３　

新
た
な
実
践
を
生
み
出
す
創
意
工
夫

「
躍
動
す
る
教
室
」
は
、
子
供
が
喜
ぶ
。
愉
快
な

学
校
生
活
を
送
れ
る
。

「
工
業
製
品
の
分
解
」
の
授
業
か
ら
四
年
後
。

ビ
ー
ル
の
大
び
ん
を
二
八
三
本
、
教
室
に
持
ち
込

ん
だ
五
年
社
会
工
業
単
元
の
実
践
。
教
室
の
後
ろ

に
は
一
四
台
の
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
が
並
ぶ
。
ま
さ
に

居
酒
屋
。

　

学
校
近
く
に
工
場
の
あ
る
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
び

ん
と
、
一
番
売
れ
て
い
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
形
が
違

う
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
刻
印
が
あ
る
の
に
、
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
の
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て
あ
る
。「
は
て

な
？
」
の
追
究
か
ら
、
全
一
四
時
間
の
実
践
、

「
ビ
ー
ル
び
ん
の
旅
」
の
実
践
が
生
ま
れ
た
。
初
発

の
発
問
か
ら
、
最
終
一
四
時
間
目
ま
で
、
す
べ
て

の
発
言
を
逐
語
記
録
に
起
こ
し
て
実
践
を
分
析
し
た
。

　

私
は
こ
こ
か
ら
、
社
会
科
教
師
と
し
て
、
多
少

は
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
科
論
文
を
書

き
、
社
会
科
教
科
書
の
執
筆
者
や
、
講
師
を
務
め

る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

「
ネ
タ
」
探
し
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
私
が
、
子

供
の
思
考
の
筋
道
を
視
座
と
す
る
、
創
意
工
夫
の

授
業
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

江
戸
日
本
橋
か
ら
品
川
宿
ま
で
歩
い
た
り
、
江

戸
の
古
地
図
を
大
量
に
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
た
り
し

た
六
年
「
大
江
戸
見
聞
録
」
等
、
そ
の
後
も
「
力

業
」
の
学
習
を
続
け
た
。
そ
こ
に
、
個
の
学
習
の

成
立
を
加
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
授
業
過
程
、
教

材
提
示
、
学
習
活
動
発
問
、
作
品
作
り
な
ど
を
工

夫
し
た
。

　

子
供
か
ら
「
は
て
な
？
」
が
生
ま
れ
、
息
の
長

い
追
究
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
創
意
工
夫
」
は
、
時
代
の
ト
レ
ン
ド
を
読
む
、

高
感
度
の
セ
ン
ス
か
ら
生
ま
れ
る
。

　

ス
マ
ホ
を
片
手
に
S
N
S
に
興
じ
る
生
活
。
生

成
Ａ
Ｉ
で
、
簡
単
に
情
報
が
入
手
で
き
る
時
代
。

モ
ノ
に
あ
ふ
れ
、「
知
へ
の
興
味
」
を
惹じ

ゃ
っ

起き

し
に

く
い
環
境
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
様
相
で
、
教
師
の
創
意
工
夫

を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
深
い
教
材
研
究
が
必

須
だ
。
教
師
が
惚
れ
た
だ
け
の
教
材
で
は
、
不
完

全
だ
。
子
供
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
い
け
る

と
思
う
ま
で
、
授
業
を
創
意
工
夫
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
こ
か
ら
、「
新
た
な
実
践
」
が
始
ま

る
の
で
あ
る
。
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二
〇
二
三
年
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
「
笑
育
」
の
授
業

を
提
案
し
た
。

ね
ら
い
は
二
点
で
あ
る
。

教
科
書
教
材
を
使
っ
た
「
楽
し
い
授
業
」
が
で
き
な
い

新
卒
教
師
に
も
、「
ザ
・
楽
し
い
授
業
」
を
経
験
さ
せ
た

い
。
児
童
生
徒
が
言
葉
で
伝
え
合
う
面
白
さ
、
楽
し
さ
を

実
感
し
、
意
欲
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
る
国
語
授
業
を
提
案

す
る
。

七
月
に
参
加
し
た
公
的
研
修
で
の
こ
と
だ
。
同
じ
グ

ル
ー
プ
に
な
っ
た
新
卒
二
年
目
の
女
性
教
師
が
言
っ
た
。

「
発
表
者
の
授
業
が
ひ
と
つ
の
理
想
の
形
で
あ
る
こ
と
は

分
か
り
ま
す
が
、
勤
務
校
は
そ
う
い
う
状
況
に
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
も
そ
も
生
徒
に
話
を
聞
か
せ
る
こ
と
自
体
が
難
し

い
で
す
」

そ
ん
な
彼
女
に
、「
楽
し
い
授
業
が
大
事
だ
よ
」
と
言

う
の
は
簡
単
だ
。
し
か
し
、
言
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
新
卒
二
年
目
の
教
師
が
、
中
学
校
の
抽
象
的
な

教
科
書
教
材
を
使
っ
て
「
楽
し
い
授
業
」
を
す
る
と
い
う

の
は
、
非
常
に
高
い
壁
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
良
い

「
指
導
案
」（
発
問
・
指
示
）
が
あ
っ
て
も
、
た
い
そ
う
難

し
い
の
だ
。
そ
こ
で
私
は
考
え
た
。
こ
の
女
性
教
師
で
も

「
生
徒
が
楽
し
み
、
笑
い
が
起
き
、
思
わ
ず
取
り
組
ん
で

し
ま
う
よ
う
な
授
業
を
創
ろ
う
」
と
。
こ
れ
ま
で
も
意
図

的
に
そ
う
い
う
授
業
を
創
っ
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
今
回

は
、
こ
の
ね
ら
い
に
い
っ
そ
う
寄
せ
て
い
こ
う
と
考
え
た

の
だ
。

尋
常
小
学
校
の
国
語
教
科
書
に
始
ま
り
、
笑
い
で
育
つ

力
を
明
確
に
し
、
実
際
に
創
ら
せ
た
。
子
役
（
サ
ク
ラ
）

等
を
い
っ
さ
い
置
か
ず
、
そ
の
場
の
対
応
で
勝
負
し
た
。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

サクラなし、ガヤなし、「笑育」で勝負
「まだできない子」のみならず、「まだできない教師」にも優しく、易しい授業を提案する
のが我が使命である。「子供たちのできないことをできるようにするために。そして、教育
に苦悩する教師の成長に資するために」、実践を続けていく。

教師自身が「探究力」を発揮しよう
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NPO法人TOSS理事
（株）RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS

発達支援コンサルタント 小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

討論のジレンマを解決した
「ICT活用　複線型」で実施する向山型討論
どの子も意見を交わし学びを深める、協働と個別最適を往復する「討論のあり方」の一提案。

討
論
実
践
を
初
任
か
ら
行
っ
て
き
て
、
ず
っ
と
ジ
レ
ン

マ
を
抱
え
て
い
た
。

「
話
せ
て
い
な
い
子
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
深
い
学
び
な

の
か
」

「
自
分
の
話
し
た
い
相
手
に
話
し
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
話

せ
な
い
子
は
、
討
論
で
学
ん
で
い
る
と
言
え
る
の
か
？
」

「
自
分
の
意
見
を
再
度
ま
と
め
た
い
子
は
、
討
論
に
置
い

て
い
か
れ
な
い
の
か
」

そ
の
よ
う
な
思
い
を
抱
え
た
ま
ま
、
二
〇
二
二
年
十
月

よ
り
、「
向
山
型
で
貫
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
探
究
型
授
業
」
を
実
践

し
続
け
た
。
当
時
は
ま
だ
、
そ
の
授
業
の
可
能
性
や
重
要

性
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
で
さ
え
気
付
け
て
い
な
か
っ
た
。

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
相
互
参
照
に
よ
る
タ
イ
ム
ラ
グ
を
打

ち
消
す
意
見
の
確
認
」

「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
意
見
の
瞬
間
的
な
俯ふ

瞰か
ん

速
度
」

「
個
別
最
適
と
協
働
的
な
学
び
を
自
由
に
往
復
す
る
複
線

型
」

「
深
い
学
び
へ
と
連
続
し
て
導
く
シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク

ル
」

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
ジ
レ
ン
マ
を
解

決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

ま
ず
最
初
に
当
た
っ
た
壁
は
、「
授
業
時
間
」
と
の
戦

い
で
あ
っ
た
。
四
五
分
間
の
中
に
全
て
を
入
れ
込
む
に
は

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。
こ
れ
は
、「
反
転
学
習
」
を
組
み

込
む
こ
と
で
解
決
が
で
き
た
。

次
に
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
把
握
」
で
あ
っ
た
。

討
論
は
あ
る
意
味
で
、
数
の
理
論
と
意
見
の
移
動
に

よ
っ
て
盛
り
上
が
り
が
決
ま
る
。

そ
れ
ら
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
にGoogle

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
共
有
し
、
対
立
構

造
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
ら
に
「
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
の
把
握
」
で
あ
る
。
こ
れ

が
最
も
難
し
か
っ
た
。
討
論
で
は
、
意
見
表
明
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
明
確
に
で
き
る
。
し
か
し
、
発
言
し

な
い
子
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
教
師
は
ノ
ー
ト
で
把
握
で
き

て
も
、
子
供
た
ち
同
士
で
の
把
握
は
難
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
を
解
決
し
た
の
は
「
チ
ャ
ッ
ト
機
能
」
で
あ
る
。

特
にPadlet

は
意
見
の
対
立
構
造
を
明
確
に
し
な
が
ら
、

子
供
た
ち
の
意
見
を
全
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
で
、
意
見
を
確
認
す
る
時
間

を
丸
ご
と
削
除
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ま
た
、
個
別
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
外
れ
る
こ
と
な
く
討

論
を
進
め
る
た
め
に
は
「
同
じ
意
見
同
士
の
確
認
の
時

間
」
が
重
要
で
あ
る
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
の
は
工
夫
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、

四
五
分
間
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
今
ま
で
以
上
に
討
論
に

参
加
す
る
子
供
が
多
く
な
り
、
学
び
も
深
い
も
の
と
な
っ

て
い
っ
た
。

教師自身が「探究力」を発揮しよう
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表
現
運
動
の
授
業
を
公
開
し
た
。
大
学
教
授
を
講
師
と

し
て
招
き
、
県
内
各
地
か
ら
も
参
加
者
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
一
般
的
に
「
や
る
べ
き
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

板
書
は
ゼ
ロ
。
掲
示
物
も
一
切
作
ら
な
か
っ
た
。

授
業
の
め
あ
て
も
書
か
ず
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
準
備
し

な
か
っ
た
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
代
わ
り
を
果
た
し
た
の
が
I
C
T
機
器
だ
っ
た
。

①
　
必
要
な
情
報
は
子
供
の
端
末
の
中
に
あ
る
。

子
供
た
ち
は
、
自
分
の
端
末
か
ら
い
つ
で
も
必
要
な
情

報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

シ
ン
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
ル
、
構
成
表
、
家
で
考
え
て
き

た
ア
イ
デ
ィ
ア
、
表
現
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
た
め

に
見
付
け
て
き
た
動
画
な
ど
、
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
、
子
供
た
ち
は
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
。

②
　
子
供
た
ち
が
課
題
の
設
定
を
し
て
い
る
。

め
あ
て
は
な
い
が
、
子
供
た
ち
自
身
が
設
定
し
た
課
題

は
あ
っ
た
。Jam

board

に
は
、
こ
の
一
時
間
で
「
ど
ん

な
様
子
を
表
し
た
い
の
か
」
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
決
め
て
書

い
て
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
教
師
が
め
あ
て
を
書
か
ず
と
も
、

何
を
す
べ
き
か
を
子
供
た
ち
は
分
か
っ
て
い
た
。

五
校
時
の
研
究
授
業
を
終
え
、
六
校
時
は
研
究
協
議

だ
っ
た
。
私
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
モ
ニ
タ
ー
に
映
し
出
し

た
。

「
こ
の
下
に
あ
る
黄
色
い
付
箋
が
、
子
供
た
ち
が
書
い
た

今
日
の
振
り
返
り
で
す
ね
」

「
え
！
　
も
う
振
り
返
り
を
し
た
ん
で
す
か
？
」

「
は
い
。
今
、
教
室
で
各
自
振
り
返
り
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
あ
、
今
、
こ
の
子
も
書
き
終
わ
り
ま
し
た
ね
」

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
付
箋
が
付
け
加
わ
っ
た
り
、
動
い
て

い
っ
た
り
す
る
様
子
を
見
て
、
皆
驚
い
て
い
た
。

し
か
し
、
参
加
者
が
一
番
驚
い
て
い
た
の
は
「
子
供
の

事
実
」
で
あ
る
。
六
年
生
の
子
供
た
ち
が
一
人
残
ら
ず
伸

び
伸
び
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
、
質
問
が
続
い
た
。

「
ど
う
や
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
？
」

指
名
な
し
発
表
、
日
記
、
学
級
通
信
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
一
つ
一
つ
の
積
み
重
ね
に
つ
い
て
話
し
た
。
参
加
者
の

求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
場
で
学
級
通
信
や
日
記
な
ど
を
画

面
に
映
し
出
し
、
取
り
組
み
の
一
端
を
話
し
た
。

板
書
も
め
あ
て
も
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
、
一
切
話
題
に
上

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
子
供
た

ち
の
姿
が
証
明
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

島根県川本町立川本小学校 太
おお

田
た

政
まさ

男
お

本当に必要かどうかは
子供の事実が
教えてくれる
板書、めあて、ワークシート。本当に必要なら使え
ばよい。必要ないならやめればよい。大事なのは、
子供にとって必要な選択をすることだ。

教師自身が「探究力」を発揮しよう
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兵庫県姫路市立英賀保小学校 許
ほ

鍾
じょん

萬
まん

「自由な風土」で教師の仕事は楽しくなる
基本的に「何もそろえない」。原則として自由。だから、日々の授業や学級経営にワクワク
感が生まれる。「足並みをそろえる」ことで教師の仕事から楽しさが失われる。

　
　

そ
ろ
え
な
い
こ
と
１　
「
形
式
」

四
年
生
二
ク
ラ
ス
。
私
は
三
〇
代
半
ば
、
隣
の
ク
ラ
ス

の
Ｎ
先
生
は
三
〇
代
前
半
。
四
月
の
は
じ
め
に
話
し
合
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
の
研
究
通
信
を
引
用
す
る
。

社
会
科
研
究
通
信
①

◇
Ｎ
先
生
と
年
度
は
じ
め
に
話
し
合
っ
た
こ
と
の

ひ
と
つ
に
、「
お
互
い
に
、
や
り
た
い
こ
と
を
ど

ん
ど
ん
や
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

何
か
の
ご
縁
で
一
年
間
、
同
じ
学
年
を
組
む
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
。
共
に
研
究
し
た
こ
と
、
実
践
し

た
こ
と
を
形
に
の
こ
す
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

◇
研
究
通
信
と
い
っ
て
も
何
も
難
し
い
こ
と
ば
か

り
書
く
の
で
は
な
く
、
授
業
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
、
学
年
の
打
ち
合
わ
せ
で
話
し
た
こ
と
、
普
段

の
授
業
の
記
録
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
の
せ

て
い
け
れ
ば
と
思
う
。
内
容
も
自
由
。
発
行
も
自

由
。
形
式
も
自
由
。
書
き
た
い
と
き
に
、
書
き
た

い
人
が
、
書
き
た
い
こ
と
を
書
く
。
そ
ん
な
通
信

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

基
本
的
に
自
由
で
あ
る
。
授
業
も
学
級
経
営
も
、
そ
れ

ぞ
れ
に
工
夫
し
、
情
報
を
シ
ェ
ア
し
た
。

　
　

そ
ろ
え
な
い
こ
と
２　
「
掲
示
物
」

教
室
の
背
面
黒
板
は
子
供
た
ち
に
開
放
し
て
い
た
。
係

活
動
の
掲
示
物
を
自
由
に
貼
ら
せ
て
い
た
。
四
月
当
初
、

「
〇
〇
コ
ン
ク
ー
ル
と
か
、
行
事
の
た
め
に
描
か
せ
る
絵

を
掲
示
す
る
と
か
、
す
ご
く
嫌
な
の
で
す
」
と
Ｎ
先
生
が

相
談
に
来
た
。
大
賛
成
で
あ
る
。
放
課
後
、
ふ
ら
っ
と
教

室
に
立
ち
寄
り
お
た
が
い
の
掲
示
物
を
見
せ
合
っ
た
。

　
　

そ
ろ
え
な
い
こ
と
３　
「
足
並
み
」

一
年
間
「
学
年
会
」
を
し
な
か
っ
た
。
必
要
な
こ
と
は

職
員
会
議
中
に
決
め
て
い
た
。
教
室
に
あ
が
る
ま
で
、
歩

き
な
が
ら
打
合
せ
は
済
ま
せ
て
い
た
。「
足
並
み
を
そ
ろ

え
な
さ
い
」
と
管
理
職
に
は
言
わ
れ
た
が
、
何
も
困
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
　

そ
ろ
え
た
い
こ
と

①
「
テ
ス
ト
の
実
施
日
」。
こ
れ
は
そ
ろ
え
た
。
双
子
が

い
た
か
ら
だ
。
進
度
は
と
き
ど
き
話
題
に
し
て
極
端
に
遅

れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
②
「
授
業
時
間
を
延
ば
さ
な
い
」。

力
の
あ
る
先
生
だ
っ
た
の
で
話
し
合
わ
な
く
て
も
授
業
時

間
は
ほ
ぼ
延
び
て
い
な
か
っ
た
。
③
「
遅
く
ま
で
学
校
に

残
ら
な
い
」。
二
人
と
も
、
二
歳
の
娘
が
い
た
。
夕
方
五

時
過
ぎ
に
は
帰
途
に
つ
い
て
い
た
。
大
事
な
こ
と
だ
。

隣の教室と違っていいこと vs そろえたいこと
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１　

目
標
と
ル
ー
ル
は
徹
底
し
て
共
通
理
解

そ
ろ
え
た
い
こ
と
Ｔ
ｏ
ｐ
３
は
、【
学
年
目
標
・
ル
ー

ル
・
時
間
】
で
あ
る
。

　

学
年
目
標
を
そ
ろ
え
る
と
は
、
学
年
ス
タ
ッ
フ
が
目
標

を
共
通
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
月
か
ら
走
り

な
が
ら
共
に
考
え
て
い
く
。
目
標
は
、
学
年
の
実
態
に
応

じ
て
そ
の
時
々
で
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
挨
拶

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
学
年
の
課
題
だ
と
す
る
。
そ
の

時
の
目
標
は
、「
自
分
か
ら
進
ん
で
挨
拶
で
き
る
よ
う
に

す
る
」
と
な
る
。
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
ど
の
ク
ラ
ス

も
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
具
体
的
な
指
導
方
法
は
各

ク
ラ
ス
が
工
夫
す
れ
ば
良
い
が
、
指
導
の
根
底
と
な
る
目

標
の
共
有
は
、
組
織
と
し
て
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
く
上

で
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
毎
週
の

学
年
会
で
私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
各
ク
ラ
ス

の
実
態
」
と
「
学
年
の
実
態
」
の
情
報
共
有
で
あ
る
。
こ

の
情
報
を
も
と
に
、
次
の
目
標
を
共
通
理
解
し
て
い
く
。

次
に
、
そ
ろ
え
る
べ
き
こ
と
と
し
て
「
ル
ー
ル
」
が
あ

る
。
学
校
に
あ
る
き
ま
り
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
ペ
ン
が
禁
止
と
な
っ
て
い
る

の
に
、
自
分
の
ク
ラ
ス
だ
け
ペ
ン
を
使
わ
せ
る
な
ど
は
絶

対
に
や
っ
て
は
い
け
な
い
。
も
し
、
ペ
ン
を
使
用
さ
せ
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
ル
ー
ル
を
変
え
る
提
案
を
し
、
共
通
理

解
し
た
上
で
使
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、「
時
間
」
で
あ
る
。「
〇
〇
時
に
体
育
館
で
学

年
集
会
を
し
ま
す
」
と
い
う
と
き
に
、
一
分
で
も
遅
れ
な

い
よ
う
に
す
る
。
一
ク
ラ
ス
が
遅
れ
る
と
学
年
に
多
大
な

迷
惑
を
か
け
る
。
こ
の
三
つ
は
、
そ
ろ
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

２　

子
供
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
は
統
一
し
な
い

　

で
は
、
学
年
で
そ
ろ
え
な
い
の
は
何
か
。
そ
れ
は
、

【
１　

掲
示
物　

２　

学
級
イ
ベ
ン
ト　

３　

板
書
】

で
あ
る
。
三
つ
と
も
、
教
師
主
導
で
は
な
く
、
子
供
主
導

で
生
み
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ど
の
ク
ラ
ス

も
個
性
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
そ
の
方
が
教
育
効
果
も
高

い
と
考
え
る
。
掲
示
物
は
、
子
供
の
実
態
や
子
供
自
身
が

必
要
だ
と
思
っ
て
様
々
に
作
る
か
ら
こ
そ
、
教
室
に
い
ろ

ど
り
が
生
ま
れ
る
。
学
級
イ
ベ
ン
ト
も
、
学
年
で
統
一
し

て
や
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ク
ラ
ス
の
実
態
に

よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
変
わ
っ
て
当
然
で
あ
る
。
授

業
の
板
書
も
子
供
た
ち
の
意
見
に
よ
っ
て
埋
ま
る
。
よ
っ

て
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
同
じ
に
な
ら
な
く
て
当
然
で
あ
る
。

良
い
と
思
っ
た
ら
、
他
の
ク
ラ
ス
の
ま
ね
を
す
れ
ば
よ
い
。

良
い
も
の
は
広
ま
る
。
無
理
強
い
は
し
な
い
。
教
師
・
子

供
の
「
や
り
た
い
」
を
大
切
に
す
る
か
ら
こ
そ
、
学
校
が

躍
動
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

群馬県太田市立沢野小学校 松
まつ

島
しま

博
ひろ

昭
あき

違っていいことTop3 と 
そろえたいことTop3
目標とルールはそろえ、具体的な指導方法は各クラスの創造性に委ねる。

隣の教室と違っていいこと vs そろえたいこと
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千葉県公立小学校 並
なみ

木
き

孝
たか

樹
き

管理職の視点から考える
それぞれ３つの視点
「学校・学年で統一して」と学級での取り組みを制限する事例を聞く。違うからいい、そろ
えるからいいこともある。

違
っ
て
い
い
こ
と
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
。

①
　
授
業
の
様
々
な
行
為

②
　
給
食
や
掃
除
の
ル
ー
ル

③
　
朝
の
会
・
帰
り
の
会

　

①
は
枠
組
み
が
大
き
す
ぎ
る
の
だ
が
、
端
的
に
言
え
ば

「
形
式
的
な
行
為
」
を
排
除
す
る
こ
と
で
あ
る
。
毎
回
の

よ
う
に
板
書
さ
れ
る
形
式
的
な
「
学
習
問
題
」
が
第
一
に

あ
げ
ら
れ
る
。
時
に
は
「
〜
を
し
よ
う
」
と
い
う
学
習
問

題
が
あ
る
。
こ
れ
は
問
題
で
は
な
い
。
問
い
に
な
っ
て
い

な
い
。
問
い
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
ま
と
め
方
に

苦
慮
す
る
。
問
い
に
正
対
し
て
い
な
い
ま
と
め
が
行
わ
れ

る
。
形
式
的
と
い
え
ば
授
業
の
挨
拶
も
同
じ
く
で
あ
る
。

小
学
校
で
は
朝
、
全
員
で
挨
拶
を
す
る
。
以
降
授
業
す
る

先
生
は
ほ
ぼ
担
任
で
あ
る
。
教
科
担
任
制
も
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
が
、「
こ
ん
に
ち
は
、
授
業
を
始
め
ま
す
」
で

も
授
業
は
す
ぐ
に
で
き
る
。

　

②
は
学
級
で
の
様
々
な
ル
ー
ル
で
あ
る
。
給
食
や
掃
除

が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
特
に
給
食
は
、
早
く
準
備
が
で
き

て
時
間
ど
お
り
に
終
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
い
る
。
本
校
で
は
一
〇
分
以
内
を
目

指
し
て
工
夫
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
る
。

　

③
朝
の
会
・
帰
り
の
会
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
い
い
が
、

早
く
帰
す
こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。
余
分
な
活
動
は
、
ほ

ぼ
な
い
ほ
う
が
早
い
。

そ
ろ
え
た
い
こ
と
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
は
次
で
あ
る
。

⑴
　
教
え
て
褒
め
る
の
原
則

⑵
　
挨
拶
・
返
事
・
後
始
末

⑶
　
教
科
書
を
教
え
る

　

⑴
は
学
校
経
営
の
中
核
を
な
す
。
毎
月
職
員
会
議
で

「
教
え
て
褒
め
る
」
の
具
体
例
を
あ
げ
て
伝
え
て
い
る
。

例
え
ば
音
読
指
導
に
つ
い
て
範
読
↓
追
い
読
み
↓
交
代
読

み
（
数
種
類
）
を
さ
せ
る
た
め
の
指
示
内
容
を
明
記
し
て

い
る
。
全
て
に
お
い
て
「
教
え
て
褒
め
る
」
を
す
る
た
め

に
ど
う
工
夫
す
る
の
か
が
教
師
の
仕
事
で
あ
る
。

　

⑵
は
学
校
の
重
点
目
標
に
し
て
い
る
。
こ
の
項
目
は
森

信
三
が
提
唱
し
た
し
つ
け
の
三
原
則
で
あ
る
。
挨
拶
は
子

供
に
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
教
師
か
ら
し
て
身
に
付
け
さ

せ
た
い
。
返
事
に
つ
い
て
は
、
す
る
ま
で
名
前
を
呼
び
続

け
る
こ
と
を
自
分
の
経
験
か
ら
も
伝
え
て
い
る
。
後
始
末

は
「
い
す
・
靴
」
で
あ
る
。
特
別
教
室
に
行
っ
て
教
室
を

空
け
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、「
い
す
が
全
員
き
ち
ん

と
入
っ
て
い
た
ら
一
〇
〇
点
」
を
前
面
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
に
書
い
て
い
く
。
子
供
た
ち
も
先
生
も
喜
ん
で
い
る
。

　

⑶
は
教
科
書
を
丁
寧
に
扱
っ
て
指
導
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
共
有
し
た
い
。
こ
れ
も
職
員
会
議
で
伝
え
て
い
る
。

特
に
算
数
の
教
科
書
の
組
み
立
て
は
重
要
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
。
先
人
の
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

隣の教室と違っていいこと vs そろえたいこと
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運
動
会
、
ダ
ン
ス
の
練
習
。

朝
、
一
時
間
目
。
約
束
ど
お
り
の

時
刻
に
、
運
動
場
に
出
て
い
る
ク
ラ

ス
も
あ
れ
ば
、
出
て
い
な
い
ク
ラ
ス

も
あ
っ
た
。
予
想
ど
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
が
自
然
だ
。

　

私
が
し
た
こ
と
は
以
下
で
あ
る
（
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
動
画
が
見
ら
れ
ま
す
）。

「
全
員
、
起
立
」

「
踊
り
ま
す
」

ダ
ン
ス
の
曲
を
か
け
る
。

　

四
年
生
は
、
昨
年
度
、
踊
っ
た
。
だ
か
ら
、
踊
れ
る
。

三
年
生
は
、
ま
だ
踊
れ
な
い
。
そ
こ
で
、「
分
か
ら
な
い

人
は
、
ま
ね
を
し
て
も
い
い
か
ら
ね
」
と
マ
イ
ク
で
指
示

を
し
た
。
三
年
生
は
、
四
年
生
の
ま
ね
を
し
な
が
ら
、
踊

り
始
め
た
。

　

曲
を
か
け
て
い
る
と
、
ま
だ
運
動
場
に
出
て
い
な
い
ク

ラ
ス
が
、
ど
ん
ど
ん
と
運
動
場
に
出
て
き
た
。
ゆ
っ
く
り

歩
い
て
い
た
子
も
、
あ
わ
て
て
自
分
の
列
に
並
ぶ
。
踊
る
。

　

私
は
、
マ
イ
ク
を
持
ち
、
に
こ
に
こ
す
る
。

「
う
ま
い
ね
ぇ
」「
さ
す
が
、
四
年
生
だ
」

「
三
年
生
も
、
初
め
て
と
は
思
え
な
い
よ
」

　

子
供
た
ち
は
褒
め
ら
れ
て
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。
自
然

と
ダ
ン
ス
の
動
き
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

五
分
後
。
ど
の
ク
ラ
ス
も
運
動
場
に
出
て
い
た
。
ど
の

子
も
踊
っ
て
い
た
。

「
林
先
生
、
遅
れ
て
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
若
い
Ａ
先
生
が

言
う
。「
少
し
も
気
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
朝
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」
と
笑
顔
で
返
す
。

　

も
し
仮
に
、
私
が
、
授
業
開
始
の
挨
拶
を
す
る
た
め
に

全
員
が
そ
ろ
う
の
を
待
っ
て
い
た
ら
ど
う
な
る
か
？

　

遅
れ
た
先
生
は
、
さ
ら
に
恐
縮
す
る
だ
ろ
う
。
待
っ
て

い
た
子
供
た
ち
は
騒
ぎ
出
す
だ
ろ
う
。
す
る
と
、「
静
か

に
し
な
さ
い
！
」
と
説
教
す
る
こ
と
に
な
る
。

説
教
か
ら
始
ま
る
の
は
、
最
低
最
悪
の
授
業
で
あ
る
。

挨
拶
を
さ
せ
ず
に
、
教
師
は
子
供
を
活
動
さ
せ
、
褒
め
れ

ば
い
い
の
で
あ
る
。

　

長
い
休
み
時
間
の
後
の
授
業
。
校
庭
に
遊
び
に
行
き
、

授
業
に
遅
れ
て
く
る
子
も
い
る
。
向
山
洋
一
氏
は
、
そ
の

よ
う
な
子
供
た
ち
に
次
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
。

「
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
子
は
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

「
お
か
え
り
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
き
た
か
い
…
」

　

そ
の
子
た
ち
は
、「
次
は
向
山
先
生
の
算
数
だ
か
ら
急

ご
う
」
と
言
い
始
め
た
そ
う
だ
。

　

再
度
、
書
く
。
説
教
か
ら
始
ま
る
の
は
最
低
最
悪
の
授

業
で
あ
る
。
す
ぐ
に
活
動
さ
せ
、
褒
め
る
の
で
あ
る
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

挨拶させなくていい。
まずは活動させる
運動会ダンス練習。すでに並んでいる子、まだ並んで
いない子に、どんな指示をするか。

創意工夫を阻害している学校の変な常識
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関西外国語大学教授 松
まつ

﨑
ざき

力
つとむ

形式的なめあてではなく、
子供の学力を伸ばすためのめあてとは
何かを、議論してほしい
単にめあてを書けば学力が向上するという言説を信じるのではなく、学習した内容をどう
すれば定着できるかという視点で考え、どのようなめあてならそれが達成できるかをぜひ
議論していただきたい。

め
あ
て
を
板
書
す
る
こ
と
の
功
罪
を
考
え
る
。

ま
ず
「
罪
」
で
あ
る
。
学
力
テ
ス
ト
で
好
成
績
を
あ
げ

た
県
に
視
察
に
行
く
と
、
多
く
の
場
所
で
め
あ
て
を
板
書

し
て
い
た
。
だ
か
ら
、「
め
あ
て
を
板
書
す
れ
ば
、
学
力

が
上
が
る
」
と
い
う
言
説
を
ま
こ
と
し
や
か
に
信
じ
、
風

潮
と
し
て
「
め
あ
て
を
書
け
ば
、
授
業
に
ま
と
ま
り
が
出

る
」
や
「
め
あ
て
を
書
く
こ
と
で
、
学
力
を
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
る
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
節
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
め
あ
て
を
子
供
と
つ
く
る
と
い
う
こ
と
を
実
践

し
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、
一
時
間
で
身
に
付
け
る
べ
き

資
質
・
能
力
を
子
供
が
判
断
で
き
る
わ
け
が
な
い
。「
子

供
と
一
緒
に
つ
く
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
免
罪
符
に
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
は
、「
何
の
た
め
に
、
め
あ
て
を
書

く
の
か
」
等
の
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
わ

ゆ
る
形
式
的
な
め
あ
て
の
強
要
と
な
っ
て
い
る
。

次
は
、「
功
」
で
あ
る
が
、
め
あ
て
に
は
授
業
の
中
で

身
に
付
け
さ
せ
た
い
能
力
や
、
達
成
し
た
姿
が
描
か
れ
る

（
は
ず
で
あ
る
）。
そ
の
能
力
や
姿
を
子
供
に
伝
え
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
が
、
め
あ
て
で
あ
る
。

た
だ
し
、
功
を
成
し
得
る
た
め
に
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

的
な
活
用
方
法
が
必
須
と
な
る
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
は
、

二
つ
の
活
用
法
が
あ
る
。
一
つ
は
、
教
師
が
評
価
を
す
る

際
に
活
用
す
る
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
テ
ス
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
ス
ト
は
評
価
が
難
し
い
。

英
語
の
や
り
取
り
を
評
価
す
る
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

や
り
取
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を
評
価
す
る

の
で
正
答
数
が
限
り
な
い
。
そ
こ
で
、
望
ま
し
い
行
為
を

評
価
規
準
と
し
、
レ
ベ
ル
差
を
設
け
る
こ
と
で
評
価
す
る
。

も
う
一
つ
は
、
子
供
が
自
分
の
学
習
の
ゴ
ー
ル
と
し
て

捉
え
る
活
用
法
で
あ
る
。
評
価
規
準
の
最
高
レ
ベ
ル
が
記

さ
れ
て
い
れ
ば
、
子
供
は
そ
の
姿
を
目
標
に
練
習
を
繰
り

返
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
は
、
努
力
の
方
向
性

が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
め
あ
て
も
こ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
と
同
じ
よ
う
に
、
一
時
間
で
ど
の
よ
う
な
姿
を
目
指
す

の
か
、
子
供
に
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
姿
で
提
示
で
き
る

内
容
に
し
た
い
。
そ
れ
は
果
た
し
て
、
ど
の
よ
う
な
姿
で

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
職
員
会
議
等
で
議
論
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
ま
と
め
や
振
り
返
り
の
学
習
活
動
も
強
要
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
こ
で
も
め
あ
て
を
活
用
し
た
い
。

振
り
返
り
の
際
に
、
め
あ
て
で
掲
げ
た
内
容
が
達
成
で
き

る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
そ
の
た
め
、
私
は
「
〜
が
で
き

る
」
と
い
う
形
の
め
あ
て
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

議
論
の
話
題
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

形
式
的
な
め
あ
て
で
は
な
く
、
子
供
の
学
力
を
高
め
る
た

め
の
め
あ
て
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

創意工夫を阻害している学校の変な常識
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異
動
し
た
学
校
の
五
年
生
は
、「
算
数
が
嫌
い
」
と
言

う
子
が
多
か
っ
た
。
前
の
年
の
ノ
ー
ト
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
。

「
め
あ
て
」
が
書
か
れ
、「
振
り
返
り
」
の
感
想
が
書
か

れ
て
い
た
。「
自
分
だ
け
で
解
く
時
間
」（
自
力
解
決
）
を

よ
く
さ
せ
ら
れ
た
と
言
う
。
し
ば
し
ば
休
み
時
間
も
授
業

が
延
長
し
た
。
プ
リ
ン
ト
や
計
算
ド
リ
ル
の
宿
題
が
山
の

よ
う
に
出
さ
れ
た
。
テ
ス
ト
の
点
は
悪
か
っ
た
。

　

私
は
教
科
書
を
テ
ン
ポ
よ
く
教
え
た
。
基
本
型
ど
お
り

書
か
せ
た
。
め
あ
て
の
板
書
な
し
。
振
り
返
り
な
し
。

「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
で
終
了
。

一
〇
〇
点
が
続
出
し
た
。

　

私
は
冗
談
で
言
っ
た
。「
去
年
の
よ
う
な
、
め
あ
て
や

振
り
返
り
を
書
く
算
数
の
勉
強
を
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

子
供
た
ち
は
叫
ん
だ
。「
や
だ
や
だ
！
」「
い
や
で

す
！
」

　

あ
る
県
の
教
育
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
発
信
し
て

い
る
「
よ
い
授
業
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
は
、「
導
入
・
展

開
・
終
末
」
の
工
夫
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
る
。
学
ぶ

べ
き
点
も
多
い
が
、
気
に
な
る
点
も
あ
る
。

【
導
入
の
工
夫
】
授
業
の
冒
頭
に
お
い
て
、
本
時
の

課
題
（
ね
ら
い
、
め
あ
て
）
を
明
確
に
示
し
（
板
書

等
）、
学
習
の
見
通
し
を
も
た
せ
て
い
る
。

　

毎
時
間
、
ね
ら
い
や
め
あ
て
を
板
書
す
る
。
子
供
は

ノ
ー
ト
に
写
す
。
こ
う
し
た
形
式
的
な
導
入
が
、
授
業
を

ワ
ン
パ
タ
ー
ン
化
さ
せ
る
。
教
師
が
最
も
工
夫
す
べ
き

「
つ
か
み
」「
巻
き
込
み
」
の
工
夫
が
で
き
な
い
。

【
展
開
の
工
夫
】
自
力
解
決
の
時
間
を
保
障
し
、
児

童
生
徒
に
自
分
の
考
え
を
も
た
せ
て
い
る
。

問
題
を
解
く
「
知
識
」「
技
能
」「
見
通
し
」
を
与
え
ず

に
、「
自
力
解
決
」
と
い
う
名
の
「
子
供
ま
か
せ
」
に
す

る
教
師
が
い
る
。
特
に
下
位
の
子
に
と
っ
て
は
苦
痛
な
時

間
だ
。
教
科
書
に
あ
る
「
基
本
型
」
を
き
ち
ん
と
教
え
て
、

「
問
題
を
解
決
す
る
技
」
を
も
た
せ
る
べ
き
だ
。

導
入
・
展
開
・
終
末
ま
で
を
ぎ
っ
し
り
書
い
た
「
構
造

的
板
書
」。
そ
の
弊
害
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
の
少
な

い
子
に
と
っ
て
情
報
量
が
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
る
こ
と
だ
。

【
終
末
の
工
夫
】
自
分
の
言
葉
で
本
時
の
ね
ら
い
に

即
し
た
学
習
の
ま
と
め
を
書
か
せ
た
り
、
発
表
さ
せ

た
り
し
て
い
る
。

終
末
は
、
教
科
書
に
示
さ
れ
た
学
習
内
容
を
全
員
が
習

得
し
た
か
を
確
認
す
れ
ば
よ
い
。『
ス
キ
ル
』
で
「
一
〇

〇
点
！　

が
ん
ば
っ
た
ね
！
」
で
終
わ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

子
供
の
「
や
っ
た
ー
！
」
の
歓
声
が
「
ま
と
め
」
で
あ
る
。

東京都日本文化大学・講師 木
き

村
むら

重
しげ

夫
お

教師が本来やるべき工夫
ができない
「導入・展開・終末の工夫」
めあてや振り返りを毎時間書かされ、教科書が終わら
ず、宿題が山のように出され、学力が付かなかった算
数を子供たちは嫌った。

創意工夫を阻害している学校の変な常識

補助計算と検算
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兵庫県明石市立大久保小学校 溝
みぞ

端
はた

達
たつ

也
や

本時の目標のためなら授業時間は
延びてもいい？
「子供たちの討論が止まりませんでした」と笑顔で10分間の授業延長を誇らしげに語る附
属小教官～時間意識の欠落する附属小研究会

　

某
附
属
小
学
校
研
究
会
に
参
加
し
た
。
授
業
時
間
は
、

終
了
時
刻
よ
り
も
一
〇
分
間
延
び
た
。
授
業
後
の
分
科
会

で
授
業
者
が
こ
う
言
っ
た
。

子
供
た
ち
の
討
論
が
白
熱
し
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
の
授
業
者
は
授
業
時

間
が
延
び
た
こ
と
を
詫
び

る
こ
と
も
な
く
、
自
信

満
々
に
そ
う
言
っ
た
。

「
俺
の
授
業
は
ど
う

だ
！
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

だ
っ
た
。

そ
し
て
、
笑
顔
だ
っ
た
。

　

私
は
、
若
い
頃
、
向
山
洋
一
氏
か
ら

授
業
時
間
を
い
か
な
る
時
も
延
ば
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ
う
学
ん
だ
。

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
で
は
、
授
業
時
間
に
関
し
て

は
次
の
よ
う
な
定
め
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

指
定
さ
れ
た
授
業
時
間
の
二
％
以
上
オ
ー
バ
ー
し

た
ら
評
定
外
と
す
る
。

評
定
外
と
は
、
審
査
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
例
え
ば
、
五
分
の
場
合
は
六
秒
以
上
、
七
分
の
場

合
は
八
秒
以
上
、
一
〇
分
の
場
合
は
一
二
秒
以
上
。
評
定

さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

先
の
附
属
小
学
校
授
業
者
の
場
合
、
四
五
分
間
な
の
で

五
四
秒
以
上
は
評
定
外
。
分
科
会
で
検
討
の
場
に
は
値
し

な
い
の
で
あ
る
。

　

前
記
に
示
し
た
附
属
授
業
者
だ
け
で
な
く
、
教
師
は
平

気
で
授
業
時
間
を
延
長
す
る
。

　

ど
う
し
て
も
や
む
を
負
え
な
い
理
由
で
延
長
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
分
は
必
ず
次
の
休
み
時
刻
に
加
算
し
て
あ
げ

る
べ
き
で
あ
る
。

　

私
は
現
在
、
初
任
者
の
先
生
を
中
心
に
八
人
を
指
導
す

る
立
場
に
あ
る
。

「
子
供
た
ち
に
時
間
意
識
を
求
め
る
な
ら
ば
、
教
師
が
時

間
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
子
供
た
ち
は
や
ら
な
い
」
と
話
を

し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
初
任
者
た
ち
の
授
業
で
は
ほ
と
ん

ど
授
業
時
間
が
延
び
る
こ
と
は
な
い
。
私
が
後
ろ
で
見
て

い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
よ
く
や
っ
て
い
る
。

学
校
の
教
育
課
程
は
、
意
図
的
計
画
的
に
構
成
さ
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
最
も
大
切
な
の
は
時
間
で
あ
る
。
与
え

ら
れ
た
時
間
内
で
そ
の
教
科
の
内
容
を
教
え
て
、
全
員
に

習
熟
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
た

め
に
指
導
法
の
工
夫
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

創意工夫を阻害している学校の変な常識
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１　

口
頭
だ
け
の
学
級
経
営
交
流
会

　

学
級
経
営
交
流
会
は
、
自
分
が
作
成
し
た
経
営
案
に
他

の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
え
る
貴
重
な
場
だ
。
し

か
し
、
口
頭
の
み
の
交
流
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
状
況
が

発
生
し
や
す
い
。

　

ど
ん
な
助
言
を
も
ら
え
た
の
か
後
か
ら
振
り
返

り
に
く
い
。
ま
た
発
言
し
た
人
だ
け
の
助
言
し
か
明

ら
か
に
な
ら
な
い
。

２　

G
oogle

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
学
級
経
営
案

　

担
当
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ワ
ー
ド
で
作
成
し
て
い
た

学
級
経
営
案
をGoogle

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
作
成
す
る
よ
う

に
し
た
。
手
順
は
次
の
通
り
だ
。

①
　
学
級
経
営
案
用
の
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
作
成

②
　
教
員
を
生
徒
役
で
登
録

③
　
経
営
案
の
書
式
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
作
成

④
　
書
式
を
「
各
生
徒
に
コ
ピ
ー
を
作
成
」
で
配
付

⑤
　
各
担
任
は
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
書
式
で
学
級
経
営
案
を

作
成
す
る

　

交
流
会
の
際
に
は
、
全
員
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
リ
ン
ク

を
共
有
し
、
閲
覧
し
な
が
ら
助
言
し
合
う
。
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
に
は
コ
メ
ン
ト
や
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
教
員
に
は
、
交
流
会
の
前
や
最
中
に
助
言
を
書
き

込
ん
だ
り
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
た
。
助
言
が
コ
メ
ン
ト
に
残
る
の
で
後
か
ら
振
り

返
る
こ
と
も
で
き
る
。
発
言
し
た
人
以
外
の
助
言
も
コ
メ

ン
ト
に
残
る
の
で
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
助
言
を
学
級
経

営
に
反
映
で
き
る
。
職
員
の
間
で
も
好
評
で
あ
っ
た
。

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

Googleドキュメントのコメント機能で、
学級経営交流会を改善する
新年度、どの学校でも学級経営案を作成する。担当から学級経営案の書式が提案される。
書式はワードなどのワープロソフトで作成されることが多いだろう。この書式をGoogleド
キュメントにすると、学級経営交流会などで、多くの先生たちから助言をもらえるようにな
る。

働き方改革へのささやかな工夫
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京都府京都市立深草小学校 安
やす

江
え

愛
あい

職員室にモニターを設置して
情報共有をする
職員打合せをやめるとみんな幸せ。

１　

退
勤
時
刻
三
〇
分
前
は
追
い
込
み
時
間

　

定
時
退
勤
を
目
指
し
て
い
る
先
生
に
と
っ
て
、
退
勤
時

刻
三
〇
分
前
は
貴
重
な
時
間
だ
。
定
時
が
迫
っ
て
く
る
の

で
、
仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
は
必
然
的
に
上
が
る
。
明
日
の
準

備
や
、
や
っ
て
お
き
た
い
仕
事
を
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で

終
わ
ら
せ
て
い
く
。
そ
ん
な
時
間
に
職
員
室
に
集
め
ら
れ
、

ダ
ラ
ダ
ラ
と
情
報
共
有
を
さ
れ
た
ら
、
定
時
退
勤
が
難
し

く
な
る
。
ど
う
し
て
も
必
要
な
場
合
を
除
き
、
職
員
打
合

せ
は
や
め
た
い
。

　

朝
の
打
合
せ
も
、
で
き
れ
ば
や
め
た
い
。
本
校
で
は
朝

読
書
を
し
て
い
る
。
そ
の
時
間
に
担
任
が
職
員
室
に
い
る

の
は
よ
く
な
い
。
担
任
と
一
緒
に
シ
ー
ン
と
読
書
を
し
て

こ
そ
意
味
が
あ
る
。
落
ち
着
い
た
朝
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
。

朝
の
打
合
せ
が
あ
る
と
、
読
書
の
後
の
朝
の
会
ま
で
に
間

に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
子
供
た
ち
を
安
定
さ
せ
る
に

は
、
毎
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ン
が
崩
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
本
校
で
は
、
新
し
い
教
職
員
を
迎
え
る
時
や
、

見
送
る
時
以
外
は
、
で
き
る
限
り
打
合
せ
を
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
教
職
員
も
子
供
た
ち
も
幸

せ
で
あ
る
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
日
々
の
情
報
共
有
を
し
て
い
る
か
。

２　

大
型
モ
ニ
タ
ー
で
情
報
共
有

職
員
室
内
に
大
型
モ
ニ
タ
ー

を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
ワ
イ

ヤ
レ
ス
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
の
送
信
機
と

受
信
機
を
取
り
付
け
た
。

教
務
主
任
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
毎
日
作
成
す
る
。
ス
ラ
イ

ド
一
枚
に
つ
き
、
連
絡
事
項
を

一
項
目
表
示
す
る
。
全
部
で
い

く
つ
の
連
絡
事
項
が
あ
る
か
は
、

右
下
の
分
数
の
分
母
を
見
れ
ば

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
自
動

再
生
機
能
で
流
し
て
お
く
だ
け

で
よ
い
。
一
枚
の
表
示
時
間
は

五
秒
に
し
て
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
職
員
打
合
せ
で

伝
え
て
い
た
連
絡
事
項
も
、
こ
の
モ
ニ
タ
ー
に
書
い
て
お

く
だ
け
で
全
教
職
員
に
伝
わ
る
。
前
日
の
夜
に
作
成
し
て

お
き
、
朝
一
番
で
用
務
員
さ
ん
が
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
始
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
教
職

員
は
、
出
勤
し
て
か
ら
、
ま
ず
モ
ニ
タ
ー
を
見
る
習
慣
が

身
に
付
い
て
い
る
。

働き方改革へのささやかな工夫
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可
能
な
ら
油
粘
土
よ
り
も
、
上
段

の
写
真
の
よ
う
な
、
手
が
ベ
ト
ベ
ト

し
な
い
シ
リ
コ
ン
パ
テ
タ
イ
プ
の
粘

土
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

　

左
の
写
真
の
よ
う
に
、
粘
土
を
朝

顔
の
種
の
上
に
置
き
、
指
で
つ
ぶ
し

て
い
く
。

　

触
覚
を
含
め
た
五
感
を
使
っ
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
よ
り
効
果

が
高
ま
る
。

　

ボ
ス
ト
ン
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ス

ク
ー
ル
で
学
ん
だ
方
法
で
あ
る
。

Ｔ
：
種
の
上
に
粘
土
を
丸
め
て
置
き

ま
す
。

Ｔ
：
数
え
た
粘
土
を
こ
う
や
っ
て
つ

ぶ
し
ま
す
。

Ｔ
：
一
緒
に
数
え
て
ね
。

　

同
様
の
問
題
を
ラ
ン
ダ
ム
に
出
し

て
い
く
。

⑶　
百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
位
取
り

　

百
玉
そ
ろ
ば
ん
を
九
〇
度
回
転
さ

せ
る
。
玉
が
落
ち
な
い
よ
う
に
ク

リ
ッ
プ
で
止
め
る
。
下
半
分
は
、
見

え
な
い
よ
う
に
画
用
紙
で
隠
す
。
位

を
書
い
た
黒
板
の
前
に
置
く
。

Ｔ
：
10
は
い
く
つ
？

Ｃ
：
三
つ
。

Ｔ
：（
３
を
板
書
）
十
の
く
ら
い
の

数
字
は
３
。
は
い
。

Ｃ
：
十
の
く
ら
い
の
数
字
は
３
。

Ｔ
：
１
は
い
く
つ
？

Ｃ
：
八
つ
。

Ｔ
：（
８
を
板
書
）
一
の
く
ら
い
の

数
字
は
８
。
は
い
。

Ｃ
：
一
の
く
ら
い
の
数
字
は
８
。

粘
土
を
つ
ぶ
し
て
数
え
る

　

教
科
書
の
朝
顔
の
種
の
写
真
を
拡

大
印
刷
し
た
用
紙
を
配
付
す
る
。

　

そ
し
て
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
に

粘
土
を
用
意
さ
せ
る
。

２

導
入
は
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん
で

　

導
入
は
百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
入
る
。

百
玉
そ
ろ
ば
ん
で
数
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
か
ら
、
具
体
物
（
粘
土
）
の

操
作
を
行
う
。

⑴　
10
と
び

Ｔ
：
10
と
び
。

Ｃ
：
10
、
20
、
30
…
。

⑵　
10
が
◯
つ
で
◯
◯

Ｔ
：
い
く
つ
？

Ｃ
：
20
。

Ｔ
：
10
が
二
つ
で
20
。

Ｃ
：
10
が
二
つ
で
20
。

Ｔ
：
10
が
三
つ
で
30
。

Ｃ
：
10
が
三
つ
で
30
。

１

粘土と百玉そろばんを使っ
て大きな数を認識する
粘土を使うことで、数え間違い
をしやすい大きな数も正確に数
えようとする。

教育出版・１年・P142-143

1年
Mathematics
算数

静岡県静岡市立清水有度第二小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県公立小学校

TOSS授業技量検定八段
手塚美和の算数授業
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Ｃ
：
１
、
２
、
３
、
４
…
。

10
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
る

Ｔ
：
あ
れ
っ
、
い
く
つ
か
分
か
ら
な
く

な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
ど
う
し
た
ら
、
数

え
た
数
が
分
か
ら
な
く
な
ら
な
い
の

か
な
？

Ｃ
：
前
に
、
一
〇
個
の
ま
と
ま
り
を

作
っ
た
よ
。

３

Ｔ
：
そ
う
だ
ね
。
一
〇
個
の
ま
と
ま
り

を
作
り
な
が
ら
数
え
ま
す
。

Ｔ
：
一
緒
に
数
え
て
ね
。

Ｃ
：
１
、
２
、
３
、
４
…
10
。

Ｔ
：
一
〇
個
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
ぐ

る
っ
と
囲
ん
で
、「
10
」
と
書
き
ま
す
。

Ｔ
：
み
ん
な
も
、
朝
顔
の
種
の
上
に
粘

土
を
置
い
て
、
数
え
ま
し
ょ
う
。

　

子
供
た
ち
は
、
一
つ
ず
つ
粘
土
の
玉

を
つ
ぶ
し
な
が
ら
、
数
を
数
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
特
に
低
位
の
子
に
有
効

な
方
法
で
あ
る
。

Ｔ
：
10
の
ま
と
ま
り
は
い
く
つ
？

Ｃ
：
三
つ
。

Ｔ
：（
３
を
板
書
）
十
の
く
ら
い
の
数

字
は
３
。
は
い
。

Ｃ
：
十
の
く
ら
い
の
数
字
は
３
。

Ｔ
：
１
は
い
く
つ
？

Ｃ
：
八
つ
。

Ｔ
：（
８
を
板
書
）
一
の
く
ら
い
の
数

字
は
８
。
は
い
。

Ｃ
：
一
の
く
ら
い
の
数
字
は
８
。

Ｔ
：
全
部
で
い
く
つ
で
す
か
？

Ｃ
：
全
部
で
38
で
す
。

Ｔ
：
す
ご
い
な
あ
。
大
き
な
数
が
よ
く

数
え
ら
れ
た
ね
。

粘
土
を
使
わ
な
い
で
数
え
る

Ｔ
：
男
の
子
の
朝
顔
の
種
も
数
え
ま
す
。

今
度
は
、
粘
土
を
使
わ
な
い
で
数
え

ま
す
。

Ｔ
：
粘
土
を
使
わ
な
い
で
、
数
え
た
こ

と
が
分
か
ら
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
？

Ｃ
：
前
に
、
鉛
筆
で
印
を
付
け
な
が
ら

数
え
た
よ
。

Ｔ
：
そ
う
だ
っ
た
ね
。
よ
く
覚
え
て
い

た
ね
。

Ｔ
：
数
え
た
朝
顔
の
種
に
こ
う
や
っ
て

印
を
付
け
た
ね
。
よ
く
見
え
る
よ
う

４

に
一
つ
ず
つ
て
い
ね
い
に
書
き
ま
す
。

Ｔ
：
最
初
の
一
〇
個
を
数
え
た
ら
、
先

生
に
も
っ
て
き
ま
す
。

Ｔ
：
10
の
ま
と
ま
り
は
い
く
つ
？

Ｃ
：
四
つ
。

Ｔ
：
み
ん
な
も
、
同
じ
よ
う
に
ノ
ー
ト

に
書
き
ま
す
。

Ｃ
：
十
の
く
ら
い
の
数
字
は
４
。

Ｔ
：
１
は
い
く
つ
？

Ｃ
：
何
も
な
い
。

Ｃ
：
０
。

Ｔ
：（
０
を
板
書
）
一
の
く
ら
い
の
数

字
は
０
。
は
い
。

Ｃ
：
一
の
く
ら
い
の
数
字
は
０
。

Ｔ
：
全
部
で
い
く
つ
で
す
か
？

Ｃ
：
全
部
で
40
で
す
。

　
　
　
　

◆　

◆　

◆

　

本
実
践
で
は
「
粘
土
を
つ
ぶ
し
て
数

え
る
」
と
い
う
手
法
を
加
え
る
こ
と
で
、

数
を
認
識
し
や
す
く
し
た
。

　

児
童
は
つ
ぶ
す
感
触
が
楽
し
く
て
、

ゆ
っ
く
り
と
数
え
て
い
た
。

〈
参
考
〉「
算
数
」
授
業
の
新
法
則
（
学

芸
み
ら
い
社
）

国
算 4・8・1月号特別企画！ 手塚美和の算数授業
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次
々
に
言
わ
せ
て
い
く
。
褒
め
る
。

板
書

み
ん
な

せ
い
か
い

指
示
４  

み
ん
な　
せ
い
か
い

　
三
つ
と
も
正
解
と
言
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。
題
か
ら
最
後
ま
で
、

読
ん
だ
ら
座
り
ま
す
。

他
の
形
容
詞
を
考
え
る

発
問
２  

「
う
れ
し
い
」
の
よ
う
に

最
後
に
「
い
」
が
つ
く
様
子
を
表

す
言
葉
を
「
形
容
詞
」
と
言
い
ま

す
。
ど
ん
な
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す

か
。

「
大
き
い
」「
明
る
い
」「
楽
し
い
」

一
、
二
連
を
自
分
で
作
る

説
明
２  「
大
き
い
」
で
、詩
を
作
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
は
？
（
い

き
お
お
）、
こ
こ
は
？
（
大
き
く

４５

板
書

「
う
れ
し
い
」
の

は
ん
た
い
こ
と
ば

（　
　
　
　
　
　

）

「
う
れ
し
く
な
い
」

「
か
な
し
い
」

「
い
し
れ
う
」が
何
か
を
考
え
る

指
示
１  

こ
こ
（「
う
れ
し
く
な
い
」

の
前
）
に
、
も
う
一
つ
、
書
き
ま

す
か
ら
、
ど
う
い
う
こ
と
か
分

か
っ
た
ら
、
黙
っ
て
立
ち
ま
す
。

２

板
書

「
い
し
れ
う
」

　

気
付
い
た
子
が
、次
々
と
立
つ
。「
う

れ
し
い
を
反
対
か
ら
書
い
て
い
ま
す
」

指
示
２  

逆
か
ら
書
い
て
い
る
の
で

す
ね
。
こ
こ
ま
で
を
読
み
ま
す
。

三
連
を
自
分
で
作
る

説
明
１  

（
板
書
し
た
詩
を
指
し
な

が
ら
）
詩
の
こ
の
よ
う
な
か
た
ま

り
の
こ
と
を
「
連
」
と
言
い
ま

す
。
こ
こ
が
一
連
、
こ
こ
が
二
連
。

こ
の
詩
は
、
三
連
ま
で
あ
り
ま
す
。

板
書

み
ん
な

指
示
３  

□
に
何
が
入
る
か
考
え
ま

す
。

「
う
れ
し
い
」「
楽
し
い
」「
よ
ろ
こ
ぶ
」

「
友
だ
ち
」「
お
も
し
ろ
い
」

３

「
う
れ
し
い
」
の
反
対
こ
と
ば

を
考
え
る

板
書

は
ん
た
い
こ
と
ば

は
ら
だ　

な
お
と
も

「
う
れ
し
い
」
の

は
ん
た
い
こ
と
ば

発
問
１  

「
う
れ
し
い
」
の
反
対
こ

と
ば
は
、
何
で
す
か
。

　

三
年
生
に
授
業
し
た
。「
さ
い
て

い
」「
わ
る
い
」「
う
れ
し
く
な
い
」「
か

な
し
い
」「
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
た
」

な
ど
が
出
た
。

１

愛知県豊田市立中山小学校

井
い

戸
ど

砂
さ

織
おり

詩「はんたいことば」
（はらだなおとも）
１つに、「モデリング」と「変
化のある繰り返し」で、詩を楽
しむ授業をする。もう１つは、
本当に「みんな　せいかい」か
思考する授業をする。

光村図書・２年下・P79

2年
Japanese
国語

TOSS授業技量検定八段
井戸砂織の国語授業
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な
い
）、
こ
こ
は
？
（
小
さ
い
）
そ

う
！

　
　
三
連
は
、
こ
の
ま
ま
。

板
書

は
ん
た
い
こ
と
ば

〇
〇　

〇
〇

「
大
き
い
」
の

は
ん
た
い
こ
と
ば

「
い
き
お
お
」

「
大
き
く
な
い
」

「
小
さ
い
」

み
ん
な

せ
い
か
い

指
示
５  

み
ん
な
も
「
う
れ
し
い
」
を

変
え
て
、
ノ
ー
ト
に
詩
を
完
成
さ
せ

ま
す
。
少
し
難
し
い
な
と
い
う
人

は
、
こ
の
「
大
き
い
」
の
詩
を
写
し

ま
す
。
完
成
し
た
ら
、
先
生
の
と
こ

ろ
に
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
き
ま
す
。

三
連
を
自
分
で
作
る

説
明
３  

次
は
、
一
連
と
二
連
は
変
え

ま
せ
ん
。
三
連
だ
け
を
自
分
で
作
り

ま
す
。
一
行
や
三
行
で
も
良
い
で

す
。
す
ぐ
思
い
つ
く
人
。

　
（「
み
ん
な　
う
れ
し
い
」）
そ
の
よ

う
に
作
っ
て
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

「
み
ん
な　

さ
い
こ
う
」「
み
ん
な　

わ
ら
う
」「
き
み
も　

せ
い
か
い　

ぼ

く
も　

せ
い
か
い
」
な
ど
が
出
た
。

一
〜
三
連
を
自
分
で
作
る

発
問
３  

最
初
は
、
一
、
二
連
を
変
え

ま
し
た
。
次
は
、
三
連
だ
け
を
変
え

ま
し
た
。
最
後
は
、
何
と
言
う
と
思

い
ま
す
か
。（「
全
部
変
え
る
」）

　

全
部
作
る
が
、
難
し
い
子
は
、
一
連
、

二
連
の
み
を
自
分
で
作
れ
ば
良
い
。

　

三
年
生
が
作
っ
た
詩
で
あ
る
。

は
ん
た
い
こ
と
ば

〇
〇　

〇
〇

６７

「
お
お
い
」
の

は
ん
た
い
こ
と
ば

「
い
お
お
」

「
お
お
く
な
い
」

「
少
な
い
」

世
界
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
い
る
。

ぼ
く
は
そ
の
中
の
一
人
。

は
ん
た
い
こ
と
ば

〇
〇　
　

〇
〇

「
し
ぜ
ん
」
の

は
ん
た
い
こ
と
ば

「
ん
ぜ
し
」

「
木
が
少
な
い
」

「
人
工
」

し
ぜ
ん
は

太
陽
の
光
、
音
で
つ
つ
ま
れ
て
い
る

本
当
に「
み
ん
な
せ
い
か
い
」か
？

　

二
時
間
目
に
は
、
こ
う
授
業
す
る
。

発
問
１  

三
連
に
、「
み
ん
な　
せ
い

か
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
本
当

に
み
ん
な
正
解
で
す
か
。

Ａ　

正
解

Ｂ　

正
解
で
は
な
い

指
示
１  

自
分
の
考
え
と
理
由
を
言
い

ま
す
。

発
問
２  

二
連
。
三
つ
の
う
ち
、
反
対

言
葉
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
と
し

た
ら
、ど
れ
で
す
か
（
挙
手
で
確
認
）。

　
「
い
し
れ
う
」
が
違
う
と
い
う
人
。

立
っ
て
、
理
由
を
言
い
ま
す
。

　
（
同
様
に
他
も
言
わ
せ
る
）

指
示
２  

「
う
れ
し
い
」
の
反
対
言
葉

は
、「
か
な
し
い
」
以
外
に
も
あ
り

ま
す
。
探
し
て
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な

さ
い
。

発
問
３  

題
名
と
一
連
の
「
は
ん
た
い

こ
と
ば
」、
こ
こ
を
変
え
れ
ば
、「
み

ん
な
せ
い
か
い
」
と
言
え
ま
す
。
ど

う
変
え
ま
す
か
。

　

伴
一
孝
氏
の
代
案
か
ら
組
み
立
て
た
。

８

国
算 4・8・1月号特別企画！ 井戸砂織の国語授業
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小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

個別最適で
「説明する授業」を
発展的に授業化する
向山型算数で学び方を身に付ける

3年

な
い
」

「
評
定
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　

私
も
若
い
時
に
こ
の
発
問
の
難
し

さ
を
痛
感
し
て
い
る
の
で
、
と
て
も

よ
く
分
か
る
。

　

こ
の
発
問
の
指
導
展
開
で
最
も
迷

う
の
は
、

「
発
問
↓
学
習
↓
評
定
」
の
中
の

「
評
定
」
な
の
で
あ
る
。

「
先
生
が
一
目
で
見
て
分
か
る
」

と
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
が
、

教
師
の
側
で
明
確
な
基
準
を
も
ち
づ

ら
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
的
な
観
点
か

ら
も
、
評
定
基
準
が
子
供
に
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
こ
の
発
問
の
授
業
の
時
に
、

観
点
を
大
体
三
〜
四
つ
用
意
し
て
子

供
に
提
示
し
て
い
た
。

①
　
説
明
が
少
な
い

　

ま
ず
は
「
一
目
で
見
て
」
な
の
で
、

文
字
に
よ
る
説
明
が
極
力
少
な
い
形

が
望
ま
れ
る
。
文
字
に
よ
る
説
明
が

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
単
元
は
、「
す

で
に
三
年
の
後
半
に
差
し
掛
か
っ
て

い
る
」
時
期
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
な
展
開
は
、
学
級
崩

壊
寸
前
の
ク
ラ
ス
、
学
級
と
し
て
の

成
長
が
著
し
く
困
難
な
学
級
で
あ
れ

ば
、
教
師
主
導
で
や
っ
た
ほ
う
が
良

い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
私
が
こ
の
ペ
ー
ジ
を
授

業
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
向
山
型
算
数

の
あ
の
発
問
を
す
る
。

「
先
生
が
一
目
で
見
て
分
か
る
よ
う

に
し
て
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

で
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
用
い
た
ク
ラ
ウ
ド
上
で
学
習
さ
せ

る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
、
何
回
も
こ
の

よ
う
な
発
問
の
授
業
を
子
供
た
ち
が

く
ぐ
り
抜
け
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
発
問
に
つ
い
て
、
若
い
先
生

か
ら
質
問
を
受
け
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。

「
こ
の
発
問
で
授
業
が
う
ま
く
い
か

　

三
年
算
数
で
は
、「
ま
と
ま
り
を

考
え
て
」
と
い
う
単
元
が
多
く
の
教

科
書
で
登
場
す
る
。

　

次
の
よ
う
な
問
題
で
あ
る
。

「
お
誕
生
会
を
開
く
の
で
、
ゆ
う
き

く
ん
は
買
い
物
を
し
ま
し
た
。
１
本

60
円
の
お
茶
を
５
本
と
、
１
個
20
円

の
チ
ョ
コ
を
５
個
買
い
ま
し
た
。
代

金
は
全
部
で
い
く
ら
で
し
ょ
う
」

と
い
う
も
の
だ
。

　

下
の
よ
う
な
場
面
が
、
教
科
書
に

は
載
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
教
科
書
の
パ
ー
ツ
で
は
、

逐
一
、
教
師
の
指
示
と
発
問
に
よ
っ

て
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

　

そ
の
場
合
、
赤
鉛
筆
で
ま
と
ま
り

を
付
け
て
、
数
字
や
式
を
書
き
込
む
。

　

そ
の
上
で
、
さ
と
し
と
み
ち
よ
の

そ
れ
ぞ
れ
が
立
式
し
た
と
こ
ろ
と
関

連
付
け
て
、
説
明
を
さ
せ
る
の
が
定

石
と
な
る
だ
ろ
う
。

TOSS授業技量検定八段
小嶋悠紀の算数授業
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Jam
board

ペ
ー
ジ
を
、
さ
と
し

だ
け
で
一
つ
つ
く
る
。
そ
の
評
定
が

終
わ
っ
た
ら
、
み
ち
よ
の
ペ
ー
ジ
に

取
り
掛
か
る
と
い
う
構
成
に
な
る
。

　

評
定
基
準
は
、

①　

説
明
が
少
な
い
（
二
五
点
）

②　

順
番
が
分
か
る
（
二
五
点
）

③　

式
と
絵
の
関
係
が
図
示
さ
れ
て

い
る
（
二
五
点
）

④　

色
が
シ
ン
プ
ル
（
二
五
点
）

と
な
る
。

　

特
に
絵
と
式
と
の
関
連
性
が
図
示

さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
ペ
ー
ジ

は
意
味
が
な
い
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

ま
た
こ
の
ペ
ー
ジ
を
一
人
で
作
業

を
さ
せ
て
も
い
い
が
、

「
協
働
的
な
学
び
」

を
推
進
す
る
ペ
ー
ジ
と
し
て
も
授
業

が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
上
で
の
「
先

生
が
一
目
で
見
て
分
か
る
よ
う
に
」

の
授
業
は
子
供
が
か
な
り
熱
中
す
る
。

　

ぜ
ひ
何
回
も
や
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ウ
ド
ア
プ
リ
を
用
い

る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
を
二
五
点
項
目

と
す
る
。

　

実
際
に
小
嶋
のJm

anoard

の
画

面
を
見
て
み
よ
う
。

　

評
点
を
明
確
に
す
る
だ
け
で
、
こ

こ
ま
で
シ
ン
プ
ル
に
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
説
明
が
多
い
の

で
、
そ
の
分
、
減
点
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
評
定
も
ア
プ
リ
上
で
行
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
子
供
へ
の
評

定
も
タ
イ
ム
ラ
グ
を
生
じ
さ
せ
る
こ

と
な
く
行
え
る
。
ま
た
、
子
供
も
即

座
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
返
し
て
も

ら
え
る
の
で
、
修
正
も
早
く
な
る
。

　

さ
ら
に
は
、「
相
互
参
照
」
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
学
習
が
得
意
で
な
い

子
供
も
い
る
。

　

そ
の
子
た
ち
は
、
他
の
子
の
学
習

を
相
互
に
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ
る
。

　

さ
て
今
回
の
単
元
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
な
画
面
構
成
に
す
る
だ
ろ
う
。

主
体
の
場
合
、
減
点
を
す
る
。

②
　
順
番
が
分
か
る

　

式
の
説
明
の
場
合
、
順
番
が
重
要

な
要
素
に
な
る
。
ど
の
よ
う
な
順
番

で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
数
字

で
明
示
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

③
　
図
示
さ
れ
て
い
る

　

こ
れ
も
か
な
り
重
要
で
あ
る
。

　

矢
印
な
ど
を
用
い
て
、
絵
や
式
の

ど
の
部
分
が
関
連
し
て
い
る
か
を
示

さ
な
く
て
は
「
一
目
で
見
て
」
と
い

う
条
件
は
突
破
で
き
な
い
、

　

加
え
てJam

board

な
ど
の
ク
ラ

ウ
ド
上
の
ア
プ
リ
を
使
う
場
合
、
次

の
条
件
も
付
け
加
え
る
、

④
　
色
が
シ
ン
プ
ル
に
な
っ
て
い
る

　

ア
プ
リ
は
便
利
な
分
、
色
な
ど
を

多
く
使
っ
て
し
ま
う
子
供
が
い
る
。

そ
こ
を
抑
え
る
た
め
に
、
こ
の
条
件

を
付
け
加
え
る
。

　

①
〜
③
は
ノ
ー
ト
で
作
業
さ
せ
る

場
合
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
三
〇
点

で
構
成
し
、
ノ
ー
ト
や
文
字
の
綺
麗

さ
な
ど
で
「
一
〇
点
」
を
四
つ
め
の

評
点
項
目
に
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
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す
。
何
で
し
ょ
う
。

発
問
２  

手
紙
と
川
は
、
ど
ん
な
関

係
だ
と
考
え
ま
す
か
。

　

発
問
１
は
あ
り
得
る
。
隠
す
と
い

う
行
為
を
形
式
的
に
禁
止
し
て
も
意

味
が
な
い
。
隠
し
た
ほ
う
が
学
び
が

深
く
な
る
な
ら
ば
、
隠
す
が
よ
い
。

　

た
だ
し
、
こ
の
教
材
で
あ
れ
ば
、

手
紙
は
明
示
し
て
お
い
た
ほ
う
が
よ

い
だ
ろ
う
。

　

も
っ
と
他
に
考
え
さ
せ
る
べ

き
事
柄
が
あ
り
、
本
道
か
ら
外

れ
る
発
問
は
子
供
た
ち
に
と
っ

て
ノ
イ
ズ
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

発
問
２
は
難
問
で
あ
る
。
子
供
た

ち
か
ら
ど
ん
な
解
が
出
さ
れ
る
と
予

想
し
て
問
う
の
か
。
解
が
出
な
か
っ

た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
逆

に
多
様
な
解
が
出
た
場
合
、
ど
う
さ

ば
く
の
か
。
そ
の
よ
う
な
オ
プ
シ
ョ

ン
を
考
え
て
臨
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

二
人
め
は
福
井
県
、
村
上
睦
氏
だ
。

発
問
１  

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

発
問
７  

川
の
果
た
し
た
役
割
と
は

な
ん
で
す
か
？

　

子
供
相
手
の
授
業
で
も
す
っ
と
流

れ
る
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
突
っ

込
み
ど
こ
ろ
が
い
く
つ
か
あ
る
。

　

ま
ず
、
発
問
３
が
難
し
い
。「
誰
」

と
聞
く
な
ら
ば
、
子
供
た
ち
が
擬
人

法
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

発
問
２
と
３
の
間
が
切
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
か
ら
、
問
う
な
ら
ば
４

の
あ
と
が
よ
い
。
そ
の
ほ
う
が
、
子

供
た
ち
は
手
紙
の
種
類
に
焦
点
化
し

て
思
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
発
問
５
で
あ
る
が
、
字
義
ど

お
り
に
読
め
ば
「
じ
ぶ
ん
の
果
た
し

た
役
割
」
を
思
い
返
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
６
の
よ
う
に
選
択

肢
を
出
さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
。

　

狭
め
る
前
に
、
土
俵
を
限
定

し
た
上
で
い
ろ
い
ろ
出
さ
せ
て

み
た
い
の
で
あ
る
。

　

問
う
な
ら
ば
５
の
あ
と
に
６
で
あ

ろ
う
。

　

発
問
７
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
難

解
だ
。
普
通
一
般
の
川
の
役
割
を
答

え
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
詩
に
あ
る

「
川
」
の
「
役
割
」
を
答
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち

の
思
考
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
時
、

ど
の
よ
う
な
指
導
言
で
学
び
を
促
す

の
か
。
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

反
応
を
予
想
し
対
応
案
を
練
る

　

今
回
は
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
他

の
方
々
に
も
尋
ね
て
み
た
。

　

一
人
め
は
宮
城
県
、
中
村
友
紀
氏

で
あ
る
。

発
問
１  
（
手
紙
の
部
分
を
す
べ
て

□
に
し
て
）
同
じ
言
葉
が
入
り
ま

２

順
番
を
整
え
、
無
駄
を
省
く

　

東
京
書
籍
四
年
、「
手
紙
」。
我
が

志
士
舞
サ
ー
ク
ル
の
新
井
亮
氏
が
授

業
し
た
。

発
問
１  

題
名
は
何
で
す
か
。

発
問
２  

手
紙
は
い
く
つ
出
て
き
ま

す
か
。

発
問
３  

誰
が
送
り
届
け
て
い
ま
す

か
。

発
問
４  

手
紙
は
三
つ
だ
け
で
す
か
。

ど
ん
な
手
紙
が
あ
り
そ
う
で
す
か
。

発
問
５  

川
は
何
を
思
い
返
し
て
い

ま
す
か
。

発
問
６  

そ
れ
は
「
反
省
」
で
す
か

「
満
足
感
」
で
す
か
。

１

「手紙」
小学生と中高生が同じ解を出す必
要はない。発達段階に応じて自分
の思いを自分の言葉で表現できれ
ばそれでよい。

4年

埼玉県吉見町立吉見中学校

長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

東京書籍・４年・P70

Japanese
国語
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発
問
２  
対
に
な
る
言
葉
は
ど
れ
で
す

か
。

発
問
３  
「
自
分
の
果
た
し
た
役
割
」

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。

発
問
４  

題
名
は
「
手
紙
」
で
す
が

「
川
」
で
は
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

ど
ち
ら
が
良
い
で
す
か
。

発
問
５  

「
川
」
の
他
に
「
役
割
」
を

果
た
し
て
い
る
存
在
は
あ
り
ま
す

か
。

　

発
問
２
が
良
い
。
子
供
た
ち
は
例
え

ば
「
お
く
り
と
ど
け
」
と
「
受
け
取

り
」、「
は
な
び
ら
」
と
「
落
葉
」
等
を

挙
げ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
パ
ー
ツ
を
ど

う
締
め
く
く
り
、
次
に
ど
う
つ
な
ぐ
の

か
が
重
要
に
な
ろ
う
。

　

発
問
５
で
は
間
接
的
に
問
う
て
主
題

に
迫
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
推

察
す
る
。
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
混
乱

が
予
想
さ
れ
る
。
詩
の
内
容
に
沿
う
形

で
「
役
割
」
を
限
定
し
て
か
ら
問
わ
な

い
と
、
し
っ
ち
ゃ
か
め
っ
ち
ゃ
か
に
な

る
恐
れ
が
あ
る
と
思
う
が
、
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

「
人
は
」
に
変
え
て
書
か
せ
る

　

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

志
士
舞
の
山
田
賢
氏
が
例
会
で
授
業
し

た
。

発
問
１  

題
名
は
何
で
す
か
？（
手
紙
）

発
問
２  

何
種
類
の
手
紙
が
出
て
き
ま

す
か
？
（
三
種
類
）

発
問
３  

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
は
何
で
す

か
？
（
は
な
び
ら
の
手
紙

←

春
落
葉

の
手
紙
↓
秋
粉
雪
の
手
紙

←

冬
）

発
問
４  
な
い
季
節
は
何
で
す
か
？

（
夏
）

発
問
５  

夏
の
手
紙
が
な
い
理
由
を
予

想
し
ま
す
。（
夏
に
は
落
ち
る
も
の

が
な
い
か
ら
）

発
問
６  

夏
の
手
紙
が
あ
る
と
し
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
手
紙
が
あ
り
ま
す
か
。

指
示
１  

「
お
く
り
と
ど
け
た
あ
と
」

に
線
を
引
き
ま
す
。

発
問
７  

川
は
、
手
紙
を
ど
こ
に
お
く

り
と
ど
け
る
の
で
す
か
。

指
示
２  

「
粉
雪
の
手
紙
」
に
線
を
引

き
ま
す
。

発
問
８  

川
は
、
粉
雪
の
手
紙
を
お
く

３

り
と
ど
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

発
問
９  

こ
の
詩
の
主
題
は
何
で
す
か
。

　

発
問
２
、
３
、
４
、
５
、
６
の
流
れ

は
私
が
よ
く
行
う
指
導
で
あ
る
。
こ
の

詩
を
ひ
と
目
見
て
、
夏
が
な
い
こ
と
に

気
付
け
た
ら
、
力
が
あ
る
。

　

な
ぜ
な
い
の
か
も
大
事
だ
が
、
夏
な

ら
ば
ど
う
な
る
か
と
問
い
、
作
ら
せ
た

ら
お
も
し
ろ
い
の
だ
。

　

私
は
次
に
何
を
す
る
か
。

　

川
は
「
手
紙
」
を
実
際
に
受
け
取
る

か
と
確
認
す
る
。
こ
れ
は
比
喩
で
あ
る
。

次
い
で
、
送
り
届
け
る
か
と
も
確
認
す

る
。
こ
れ
も
比
喩
で
あ
る
。

　

川
が
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
の
だ
ね
、

と
整
理
す
る
。

　

川
を
擬
人
化
し
、
わ
ざ
わ
ざ

「
受
け
取
り
」
や
「
お
く
り
と
ど

け
」
と
い
う
行
為
を
さ
せ
た
の
は

な
ぜ
か
。

　

そ
こ
に
主
題
を
感
じ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ひ
と
つ
の
解
釈
と
し
て
、
こ
れ
は

「
人
」
を
暗
示
し
て
い
る
。

　

倒
置
部
分
を
直
す
。

　
川
は

　
粉
雪
の
手
紙
を

　
ま
い
に
ち
ま
い
に
ち

　
受
け
取
り
な
が
ら

　
じ
ぶ
ん
の
果
た
し
た
役
割
を

　
そ
っ
と
思
い
か
え
し
て
い
る

「
人
は
」
に
変
え
て
書
か
せ
る
。

　

人
な
ら
ば
、
毎
日
毎
日
、
何
を

受
け
取
っ
て
い
る
か
。

「
そ
っ
と
」
思
い
か
え
す
、
自
分

の
「
役
割
」
と
は
何
か
。

　

川
の
よ
う
に
、
意
図
す
る
こ
と
な
く
、

自
然
の
ま
ま
に
生
き
な
が
ら
、
受
け
取

り
、
送
り
届
け
て
い
る
も
の
。
そ
れ
を

考
え
さ
せ
た
い
。

国
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教授法創造研究所

椿
つばき

原
はら

正
まさ

和
かず

情報処理スキルへの
挑戦
全国正答率26.7％問題を解く
成功体験を！

Ｒ５全国学調国語大問１⑷

5年

学
校
の
米
作
り
の
問
題
点
に
つ
い

て
は
、【
川
村
さ
ん
の
文
章
】
の
グ

ラ
フ
と
【
カ
ー
ド
④
】
の
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
分
か
る
こ
と
を
書
く
こ
と
。

■
作
業
①
丸
で
囲
む

「【
川
村
さ
ん
の
文
章
】
の
グ
ラ
フ
」

と
「【
カ
ー
ド
④
】」
を
囲
ま
せ
る
。

該
当
箇
所
も
探
さ
せ
る
。

　

記
述
式
問
題
は
、
作
文
問
題
だ
。

題
名
が
必
要
だ
。
そ
の
題
名
は
設
問

の
中
に
書
い
て
あ
る
。
探
し
て
原
稿

用
紙
の
上
に
視
写
さ
せ
る
。

　

こ
れ
で
何
を
書
く
か
が
確
定
す
る
。

あ
と
は
、「
条
件
」
だ
。

条
件
は
一
つ
も
落
と
さ
な
い

　

条
件
は
三
つ
あ
る
。

　

箇
条
書
き
の
番
号
を
付
け
さ
せ
る
。

　

条
件
①
は
、
次
で
あ
る
。

２

四
つ
の
作
業
で
解
け
る
！

１

　

作
業
①
丸
で
囲
む

　

作
業
②
線
で
結
ぶ

　

丸
で
囲
む
の
は
、「
太
い
文
字
」

だ
。
こ
れ
は
、
資
料
の
タ
イ
ト
ル
だ
。

該
当
箇
所
の
四
角
を
探
し
丸
で
囲
み
、

線
で
結
ぶ
。

　

作
業
③
エ
ア
ー
ラ
イ
ン

　

作
業
④
＋
α
（
題
名
）

TOSS授業技量検定十段
椿原正和の国語授業
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口
頭
作
文
と
い
う
。
作
文
指
導
の
基

本
だ
。

　

条
件
②
は
、【
カ
ー
ド
⑤
】
の
中

に
答
え
が
書
い
て
あ
る
か
ら
、
す
ぐ

に
分
か
る
。

　

最
後
に
、
条
件
①
と
条
件
②
の
答

え
を
合
わ
せ
て
日
本
語
と
し
て
適
切

に
な
る
よ
う
に
「
整
え
さ
せ
る
」
の

で
あ
る
。

　

全
員
の
答
え
に
丸
を
付
け
て
あ
げ

て
授
業
は
終
了
と
な
る
。
解
け
た
と

い
う
自
信
が
大
事
な
の
だ
。

『
椿
原
流
図
解
で
早
わ
か
り
国
語
授

業
①
：
説
明
文
読
解
の
授
業
』

（
椿
原
正
和
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

定
価
：
税
込
２
４
２
０
円
（
本
体
２

２
０
０
円
+
税
）

説
明
文
を
「
頭
括
型
、
尾
括
型
、
双

括
型
」
の
３
タ
イ
プ
に
分
け
て
捉
え

る
と
、
筆
者
の
主
張
が
ス
ラ
ス
ラ
わ
か

る
！　

椿

原
流
図
解

で
早
わ
か

り
の
１
冊
。

供
が
資
料
を
読
み
取
れ
て
い
る
か
を

問
う
て
い
た
の
だ
。

　

こ
れ
が
、
今
年
の
全
国
学
調
の
大

き
な
変
化
だ
。
次
年
度
以
降
も
続
く

と
思
わ
れ
る
。

　

記
述
式
問
題
で
は
、
い
き
な
り
書

か
せ
な
い
。

答
え
の
構
造
を
提
示
！

　

次
の
よ
う
に
指
導
す
る
。

①　

答
え
の
構
造
に
合
わ
せ
て
自
分

で
つ
ぶ
や
か
せ
る
。

②　

で
き
た
子
供
に
発
表
さ
せ
る

（
二
〜
三
名
）。

③　

全
員
に
口
頭
で
発
表
さ
せ
る
。

　

条
件
②
は
、【
カ
ー
ド
⑤
】
か
ら

解
決
策
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

左
の
図
の
枠
で
囲
ん
だ
部
分
が
答
え

に
な
る
。

　

こ
れ
も
先
程
と
同
じ
よ
う
に
答
え

の
構
造
に
合
わ
せ
て
つ
ぶ
や
か
せ
る
。

■
作
業
②
線
で
結
ぶ

■
作
業
③
エ
ア
ー
ラ
イ
ン

　

ペ
ー
ジ
を
ま
た
い
で
い
る
場
合
は

線
で
結
べ
な
い
。
そ
の
時
は
、
両
方

に
記
号
「
Ａ
」
を
書
か
せ
る
。

■
作
業
④
＋
α
（
重
要
語
句
）

「
学
校
の
米
作
り
の
問
題
点
」
と

「
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
分
か
る
こ
と
」
を

丸
で
囲
ま
せ
る
。

　

答
え
方
の
構
造
を
教
え
る
こ
と
が

大
事
だ
。

　

正
答
率
が
低
か
っ
た
の
は
、
こ
こ

で
一
つ
の
資
料
（【
カ
ー
ド
④
】）
か

ら
だ
け
問
題
点
を
探
し
て
書
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

条
件
①
の
中
の
「
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
」
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
の
だ
。
一

つ
で
も
見
逃
す
と
０
点
だ
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
問
題
の
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
は
、「
グ
ラ
フ
」
か
ら
分
か
っ

た
問
題
点
を
書
か
せ
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
こ
れ
ま
で
は
、
本
文
や
資
料
の

中
に
答
え
が
書
い
て
あ
っ
た
。
し
か

し
、
今
年
の
問
題
で
は
、
一
部
答
え

が
書
い
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
子
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で
あ
る
。
各
段
落
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が

確
定
で
き
な
け
れ
ば
図
解
は
で
き
な

い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
の
確
定
が
難
し
そ

う
で
あ
れ
ば
、
教
師
か
ら
指
示
す
る
。

発
問  

第
二
段
落
か
ら
第
五
段

落
で
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は

ど
れ
で
す
か
。

次
の
よ
う
に
な
る
。

二　

文
字

三　

電
波
を
使
っ
た
ラ
ジ
オ

四　

電
波
を
使
っ
た
テ
レ
ビ

五　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

次
に
「
こ
の
文
章
全
体
に
通
じ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
の
確
定
」
で
あ
る
。
第

一
段
落
に

「
思
い
や
考
え
を
伝
え
た
い
。」

「
社
会
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
。」
と
い
う
欲

求
を
も
っ
て
い
ま
す
。

発
問  

「
メ
デ
ィ
ア
と
人
間
社

会
」
を
図
解
し
な
さ
い
。

「
五
六
・
五
七
ペ
ー
ジ
で
学
習
し
た

こ
と
も
思
い
出
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」

と
加
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

班
で
相
談
さ
せ
る
。
で
き
た
班
か

ら
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。

　

持
っ
て
き
た
図
解
を
み
て
、
代
表

的
な
も
の
を
板
書
さ
せ
た
り
、
端
末

で
共
有
さ
せ
た
り
す
る
。

発
問  

ど
の
班
の
図
解
が
良
い

で
す
か
？　

検
討
し
な
さ
い
。

　

ひ
と
し
き
り
討
論
さ
せ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
定
す
る

　

図
解
さ
せ
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド
の
確
定

２

既
習
事
項
を
用
い
て
図
解
さ
せ
る

　

一
八
九
ペ
ー
ジ
。
単
元
名
は
次
で

あ
る
。

筆
者
の
考
え
を
読
み
取
り
、
社

会
と
生
き
方
に
つ
い
て
話
し
合

お
う

　

深
い
テ
ー
マ
だ
が
「
今
後
の
自
分

の
生
き
方
」
に
つ
い
て
と
り
と
め
も

な
く
話
し
合
う
の
で
は
な
い
。
大
切

な
の
は
、

自
分
の
考
え
を
、
叙
述
と
経
験

と
を
結
び
付
け
て
、
論
理
的
に

１

説
明
す
る

こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
語

の
授
業
な
の
だ
。

　

教
科
書
に
は
「
こ
れ
ま
で
の
学

習
」
が
五
六
ペ
ー
ジ
等
に
あ
る
こ
と

が
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

既
習
事
項
を
使
っ
て
本
時
の
学
習
を

展
開
し
た
い
。

　

五
六
・
五
七
ペ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
は
次
で
あ
る
。

「
図
解
」
で
考
え
る
こ
と

　

し
た
が
っ
て
、
私
の
発
問
は
基
本

的
に
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

「既習事項を用いて
説明文を図解させる」
授業展開例
ポイントは「キーワードの確定」と
「段落の構造を読み取らせる」こと。

6年

光村図書・６年・P189-198

Japanese
国語

玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

藤
ふじ

橋
はし

研
けん

東京都福生市立福生第六小学校

TOSS授業技量検定十段
谷和樹の国語授業
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国
算

と
あ
る
。
そ
れ
は
第
六
段
落
に
も
書

か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

文
章
全
体
に
通
じ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は

こ
れ
で
あ
る
。

欲
求各

段
落
の
構
造
を

読
み
取
ら
せ
る

　

二
、
三
、
四
、
五
段
落
は
、
こ
の

「
欲
求
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
受

け
て
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問  

そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
に
お

け
る
欲
求
と
は
、
ど
ん
な
欲

求
で
す
か
。

　

次
の
よ
う
に
な
る
。

二　

遠
く
の
相
手
と
思
い
や
考

え
を
伝
え
合
い
た
い
と
い
う

欲
求

３

三　

情
報
を
早
く
伝
え
た
い
と

い
う
欲
求

四　

情
報
を
あ
り
あ
り
と
伝
え

た
い
、
理
解
し
た
い
と
い
う

欲
求

五　

情
報
を
広
く
発
信
し
た
い

と
い
う
欲
求

　

こ
れ
ら
が
、
各
段
落
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
図
解
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
デ
ィ
ア
の
問
題
点
が

書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
次
の
構
造
で

書
か
れ
て
い
る
。

〜
と
い
う
欲
求
で
そ
の
メ
デ
ィ

ア
を
つ
く
っ
た
と
こ
ろ
〜
と
い

う
問
題
点
が
生
じ
た
。

　

教
師
が
こ
れ
を
全
部
説
明
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
。

　

子
供
た
ち
が
書
い
た
図
解
の
中
か

ら
、
こ
う
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
や
構
造

に
つ
な
が
り
そ
う
な
も
の
を
取
り
上

げ
て
褒
め
る
の
で
あ
る
。

　

最
初
に
書
か
れ
た
図
解
を
評
定
し

て
も
よ
い
。
評
定
基
準
は
も
ち
ろ
ん

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
「
構
造
」
で
あ
る
。

　

そ
の
う
え
で
、

「
再
度
書
き
直
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
」

と
い
う
ふ
う
に
進
め
る
の
だ
。

　

子
供
た
ち
が
最
初
に
描
い
た
図
解

は
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
の
力

を
測
る
も
の
さ
し
と
な
る
。

　

年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て

計
画
的
な
指
導
を
し
て
き
た
か
ど
う

か
が
、
三
学
期
の
授
業
に
あ
ら
わ
れ

る
。

本
文
と
関
連
付
け
て
議
論
さ

せ
る

　

こ
の
単
元
に
は
、「
大
切
な
人
と

深
く
つ
な
が
る
た
め
に
」
の
文
章
も

あ
る
。「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

技
術
が
上
達
す
る
ほ
ど
大
切
な
人
と

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
あ
る

４

が
、
具
体
的
な
技
術
に
つ
い
て
は
記

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
を
議
論
さ
せ

た
い
。
例
え
ば

①　

言
葉
を
交
わ
さ
な
く
て
も

そ
の
場
に
い
る
人
と
深
く
つ

な
が
れ
る
非
言
語
的
な
技
術

②　

自
分
の
意
見
の
良
い
と
こ

ろ
と
相
手
の
意
見
の
良
い
と

こ
ろ
を
取
り
入
れ
る
技
術

③　

時
に
は
妥
協
し
て
相
手
の

言
う
こ
と
を
取
り
入
れ
る
技

術

等
が
考
え
ら
れ
る
。

　

本
文
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
具
体

的
な
技
術
に
つ
い
て
議
論
さ
せ
た
い
。

動画
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次
に
、
明
か
り
が
つ
い
た
記
録

カ
ー
ド
と
、
つ
か
な
か
っ
た
記
録

カ
ー
ド
を
仲
間
分
け
さ
せ
る
。

紙
の
記
録
カ
ー
ド
な
ら
ば
黒
板
に

貼
っ
た
り
、
カ
メ
ラ
ア
プ
リ
で
撮
影

し
て
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

た
り
し
て
共
有
さ
せ
、
学
級
で
仲
間

分
け
す
る
。

そ
の
際
、
児
童
に
は
、
元
の
絵
に

４　

結
果
の
カ
ー
ド
仲
間
分
け

５　

電
気
の
通
り
道
に
気
付
か
せ
る

　
教
科
書
を
活
用
し
て
、「
乾
電
池

と
豆
電
球
を
導
線
で
ど
の
よ
う
に
つ

な
ぐ
と
、
明
か
り
が
つ
く
の
で
し
ょ

う
か
」
と
い
う
問
題
を
追
い
読
み
し

て
確
認
す
る
。

　
個
人
用
に
購
入
し
た
市
販
の
実
験

キ
ッ
ト
を
使
う
場
合
は
記
名
さ
せ
る
。

そ
の
後
、
実
験
器
具
を
確
認
す
る
。

「
先
生
と
同
じ
も
の
を
持
ち
ま
す
」

と
言
っ
て
、
豆
電
球
を
見
せ
な
が
ら
、

児
童
も
持
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

「
付
い
て
言
い
ま
す
。
豆
電
球
」

１　

課
題
の
確
認

２　

実
験
器
具
の
確
認

電
気
の
通
り
道
を
描
き
加
え
さ
せ
る

と
よ
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
電
気
の
通

り
道
が
輪
に
な
っ
て
い
る
場
合
の
み

豆
電
球
に
明
か
り
が
つ
く
こ
と
に
、

自
ら
気
付
く
児
童
が
出
て
く
る
。
そ

の
子
の
発
言
を
中
心
に
話
し
合
い
を

展
開
し
、
乾
電
池
の
＋
極
と
－
極
に

導
線
を
つ
な
ぐ
と
、
豆
電
球
に
明
か

り
が
つ
く
こ
と
を
結
論
付
け
る
。
教

科
書
を
活
用
し
て
「
輪
に
な
っ
て
い

る
電
気
の
通
り
道
を
回
路
と
い
う
」

こ
と
を
お
さ
え
る
。

理科

記録カードを仲間分
けして明かりがつく
つなぎ方を探す

「電気の通り道」の単元で
は、実験結果を仲間分けす
ることで明かりがつくつな
ぎ方を発見させる。

愛知県豊田市立飯野小学校

山
やま

内
うち

英
えい

嗣
じ

大日本図書・３年・P134-135

基礎・基本

Science

と
指
示
し
、
名
称
を
言
わ
せ
る
。

　
同
様
に
、
導
線
、
ソ
ケ
ッ
ト
、
乾

電
池
も
確
認
す
る
。

　
確
認
後
、
実
験
に
必
要
な
い
も
の

は
箱
や
袋
な
ど
に
し
ま
わ
せ
る
。

　
明
か
り
が
つ
く
時
の
つ
な
ぎ
方
を

予
想
し
て
記
録
カ
ー
ド
に
絵
を
描
か

せ
る
。
絵
が
苦
手
な
子
で
も
で
き
る

よ
う
に
、
記
録
カ
ー
ド
に
は
図
（
右

下
）
の
よ
う
に
豆
電
球
と
ソ
ケ
ッ
ト
、

乾
電
池
が
描
か
れ
て
い
て
、
線
で
結

べ
ば
完
成
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

次
に
実
験
さ
せ
、
結
果
を
同
じ
記

録
カ
ー
ド
に
書
か
せ
る
。

３　

予
想
と
実
験
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に
イ
ラ
ス
ト
に
表
現
さ
せ
る
。

描
か
せ
た
イ
ラ
ス
ト
を
も
と
に
、

明
か
り
が
つ
く
と
き
の
電
気
の
通
り

道
を
子
供
た
ち
に
考
え
さ
せ
る
。

右
図
の
①
の
よ
う
に
考
え
た
子
に

説
明
さ
せ
る
。「
＋
極
と
－
極
ま
で

が
輪
に
な
っ
た
時
に
つ
く
の
で
は
な

い
か
」
と
仮
説
を
立
て
、
フ
ィ
ラ
メ

ン
ト
に
も
電
気
が
流
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
か
せ
る
。
そ
の
後
、
明
か
り

が
つ
く
た
め
の
条
件
を
ま
と
め
、

「
輪
に
な
っ
て
い
る
電
気
の
通
り
道

を
回
路
と
い
う
」
こ
と
を
お
さ
え
る
。

た
子
は
、「
あ
っ
！
　
つ
い
た
！
」
と

喜
ん
で
教
え
る
だ
ろ
う
。
他
の
児
童

に
も
情
報
が
自
然
に
伝
播
し
て
い
く
。

ア
プ
リ
を
活
用
し
、
明
か
り
が
つ

い
た
つ
な
ぎ
方
と
つ
か
な
か
っ
た
つ

な
ぎ
方
に
つ
い
て
、
実
験
の
写
真
か

イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
、
結
果
を
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
発
信
さ
せ
る
。

二
時
間
目
は
、
明
か
り
が
つ
い
た

時
の
電
気
の
通
り
道
が
分
か
る
よ
う

２　

つ
な
ぎ
方
を
図
で
表
す

３　

電
気
の
通
り
道
を
検
討
す
る

乾
電
池
一
個
、
導
線
一
本
で
豆

電
球
が
つ
き
ま
す
。
つ
け
た
ら

そ
っ
と
先
生
に
教
え
ま
す
。

と
、
教
師
が
実
験
道
具
を
見
せ
な
が

ら
指
示
す
る
。
向
山
洋
一
氏
の
二
年

「
ま
め
で
ん
き
ゅ
う
」
の
追
試
で
あ

る
（『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一

全
集
25
』
教
育
技
術
研
究
所
）。

安
全
の
た
め
、
ア
ル
カ
リ
乾
電
池

で
は
な
く
マ
ン
ガ
ン
乾
電
池
を
使
う
。

導
線
が
熱
く
な
る
の
で
＋
極
と
－
極

を
直
接
導
線
で
つ
な
い
で
は
い
け
な

い
こ
と
、
熱
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
手
を

１　

導
線
一
本
で
豆
電
球
を
つ
け
る

離
す
こ
と
を
指
導
す
る
。

　
児
童
は
、
一
人
も
し
く
は
小
グ

ル
ー
プ
で
協
力
し
な
が
ら
あ
れ
こ
れ

操
作
す
る
が
、
豆
電
球
は
な
か
な
か

つ
か
な
い
。
初
め
て
明
か
り
が
つ
い

理科
Science

向山実践の追試と１
人１台端末を組み合
わせた自由試行
１人１台端末を活用して、
実験結果をアプリに発信さ
せ、明かりがつく決まりを
見付ける協働的な学びにす
る。

愛知県豊田市立飯野小学校

山
やま

内
うち

英
えい

嗣
じ

大日本図書・３年・P134-135

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び
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す
か
。
理
由
も
あ
わ
せ
て
投
稿
し

な
さ
い
。

指
示
１  

意
見
を
投
稿
で
き
た
ら
、

友
達
の
意
見
に
対
す
る
質
問
や

反
論
を
コ
メ
ン
ト
欄
に
書
き
込

み
ま
し
ょ
う
。

　

時
間
を
十
分
に
と
る
。
意
見
の
交

流
が
進
ん
で
い
な
い
場
面
に
つ
い
て

は
「
〇
番
が
人
気
な
い
な
あ
」
と

言
っ
て
意
見
を
促
せ
ば
よ
い
。
こ
う

し
て
一
つ
の
画
面
の
中
で
四
つ
の
場

面
の
安
全
な
行
動
に
つ
い
て
同
時
進

行
で
議
論
さ
せ
て
い
く
。
そ
の
う
え

で
次
の
よ
う
に
問
い
、
安
全
を
守
る

た
め
の
心
構
え
を
共
有
す
る
。

発
問
４  

危
険
だ
と
分
か
っ
て
い
て

も
危
険
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ

て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

・
少
し
ぐ
ら
い
な
ら
大
丈
夫
と
い
う

気
持
ち
。

発
問
５  

自
分
の
安
全
を
守
る
た
め

に
は
ど
ん
な
心
構
え
が
必
要
で

す
か
。

・
後
先
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
。

情
を
話
し
て
断
れ
ば
よ
か
っ
た
。

・
中
学
生
に
気
付
い
た
時
に
、
そ
の

場
を
離
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　

意
見
を
一
つ
一
つ
認
め
る
。

④
　
教
科
書
の
四
つ
の
場
面
に
つ
い

て
考
え
る

　

教
科
書
に
は
ヒ
デ
キ
の
例
の
ほ
か

に
、「
友
達
の
家
で
ゲ
ー
ム
を
し
て

い
て
帰
り
が
遅
く
な
り
、
慌
て
て
家

に
帰
っ
て
い
た
ら
自
転
車
に
ぶ
つ
か

り
そ
う
に
な
っ
た
場
面
」
な
ど
、
危

険
な
場
面
が
四
つ
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
つ
い
て
効
率

的
に
検
討
す
る
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
共
同
編
集
機
能
を
用
い
る
。
お

す
す
め
は
「padlet

」
で
あ
る
。
友

達
の
投
稿
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る

機
能
が
あ
る
。「
シ
ェ
ル
フ
」
と
い

う
ボ
ー
ド
を
選
び
、
①
〜
④
の
セ
ク

シ
ョ
ン
に
分
け
、
次
の
発
問
・
指
示

で
ど
ん
ど
ん
と
自
分
の
意
見
を
書
き

込
ま
せ
て
い
く
。

発
問
３  

あ
な
た
な
ら
こ
の
よ
う
な

場
面
で
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
ま

　

小
学
校
道
徳
の
学
習
指
導
要
領
解

説
編
に
は
、「
安
全
に
関
す
る
こ
と

と
し
て
は
、
交
通
事
故
及
び
犯
罪
や

自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
や
危

機
管
理
な
ど
が
あ
る
」
と
い
う
記
述

が
あ
る
。
道
徳
の
授
業
で
も
、
児
童

一
人
一
人
が
生
活
を
振
り
返
り
、
見

直
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
母
親
に
頼
ま
れ
た
買

い
物
の
途
中
に
友
達
に
誘
わ
れ
サ
ッ

カ
ー
に
参
加
し
た
ヒ
デ
キ
。
そ
こ
で

１　

児
童
の
危
機
管
理
に
つ
い
て

２　
「
自
分
を
守
る
力
っ
て
」
の
授
業

鉢
合
わ
せ
た
中
学
生
に
お
金
を
貸
し

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
困
っ
て
し
ま
う
。

①
　
教
材
文
の
読
み
聞
か
せ

②
　
状
況
設
定
の
確
認

・
登
場
人
物
や
あ
ら
す
じ
を
確
認
。

③
　
主
発
問

発
問
１  
ヒ
デ
キ
の
行
動
は
何
が
よ

く
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

・
買
い
物
の
途
中
に
サ
ッ
カ
ー
を
し

た
こ
と
。

・
中
学
生
の
視
線
に
気
付
い
た
の
に
、

そ
の
ま
ま
遊
び
続
け
た
こ
と
。

発
問
２  

ヒ
デ
キ
は
ど
の
場
面
で
ど

う
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
す
か
。

・
サ
ッ
カ
ー
に
誘
わ
れ
た
時
に
、
事

自分を守る力を身に
付ける授業プラン
１時間の授業の中で、効率
的に様々な場面における安
全な行動を検討する。そう
することで、自分を守る力
を身に付ける。

6年道徳

兵庫県洲本市立大野小学校

賀
か

本
もと

岳
がく

陽
よう

日本文教出版・６年
Ｐ130-133

「自分を守る力って」
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

　単元のゴール「お店屋さんを開き、買
い物をしよう」

１　単語練習
　 食 べ 物・ 飲 み 物（pizza,　hamburger, 
steak, spaghetti）
　数字（100 ～ 999）
２－１　状況設定①
　日本人の「たえ」が、外国のイタリアンレ
ストランで注文をする。Ａ→店員　Ｂ→たえ

 Ａ: Hello. Welcome. What would you like?
Ｂ: I’d like pizza, salad, and soda.
Ａ: Here you are.
Ｂ: Thank you.

２－２　状況設定②
　状況設定①の続き

Ｂ: How much is the pizza?
Ａ: It’s 780 yen.
Ｂ: How much is the salad?
Ａ: It’s 230 yen.
Ｂ: How much is the soda?
Ａ: It’s 200 yen.
Ｂ: OK. Thank you.
Ａ＆Ｂ： 

　計算で戸惑ってしまう児童がいるため、買
い物の合計金額は出さなくてもよい。
２－３　状況設定③
　状況設定①②を通す。さらに、新出事項と
既習事項とつなげる。この活動で、やり取り
の力をさらに伸ばしていく。

Ｂ: I’d like pizza, salad, and soda.　新出
Ａ: What pizza do you like?　既習
Ｂ: I like margherita.　既習
Ａ: Me too.　既習

３　問答練習　 T→教師　Ｃ→児童

Ｔ: What would you like? 
Ｃ: I’d like pizza.
Ｔ: Here you are.
Ｃ: Thank you.

　問答を交代する。ジェスチャーを入れると、
楽しく覚えることができる。
４　アクティビティ
⑴　ペアで会話練習
　Googleスライドで作
成したメニューを使い
ながら、やり取りを行う。
⑵　グループ同士で会話練習
　ここでは、お客と店員（注文を聞く人・料
理を作る人）に分かれ、やり取りをする。
　活動に慣れてくると、料理の感想やおかわ
りの注文をするなど、楽しいやり取りになる。

Lesson8：What 
would you like?
買い物をするときの表現を、
３ステップで指導する。①買
い物をする②お金を払う③つ
なぐ、３つのステップに分け
ることで、どの子もやり取り
ができるようになる。

埼玉県草加市立小山小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

開隆堂

5年英語



44

Jamboard終了でも
大丈夫。子供たち
は新しいオンライ
ンホワイトボードを
使いこなす
2024年末でJamboardが終
了する。現在のJamboardを
使い慣れていれば、子供たち
は新しいツールでも問題なく
使いこなすことができる。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

一
度
、
共
同
編
集
の
感
覚
を
つ
か
ん

だ
子
供
た
ち
は
、
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
も
、
転
用
し
て

取
り
組
め
る
の
だ
。

　

低
学
年
の
う
ち
か
ら
共
同
編
集
の

感
覚
を
つ
か
ま
せ
て
お
く
こ
と
の
大

切
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。

み
る
と
、
私
の
予
想
ど
お
り
に
な
っ

た
。
付
箋
の
付
け
方
、
ペ
ン
で
の
描

き
込
み
方
、
文
字
の
入
力
の
仕
方
な

ど
、
一
つ
一
つ
を
説
明
し
な
く
て
も

問
題
な
く
操
作
し
て
い
た
。

４　

共
同
編
集
の
感
覚

　

子
供
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

Jam
board

で
の
共
同
編

集
に
慣
れ
て
い
た
。
ミ

ロ
で
の
共
同
編
集
も
、

全
く
混
乱
が
な
か
っ
た
。

１　

M
iro

で
二
年
生
に
授
業
す
る

M
iro

（
ミ
ロ
）
は
オ
ン
ラ
イ
ン

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
一
つ
だ
。

Jam
board

に
代
わ
る
サ
ー
ド
パ
ー

テ
ィ
製
の
ア
プ
リ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。
担
任
し
て
い
る
二
年
生
で

ミ
ロ
を
使
っ
て
授
業
し
て
み
た
。

　

そ
の
際
に
、
次
の
二
点
を
意
識
し

て
授
業
に
臨
ん
だ
。

①　

事
前
に
教
師
が
少
し
操
作
し

て
み
る
こ
と

②　

使
い
方
を
細
か
く
教
え
な
く

て
も
、
子
供
た
ち
は
直
観
的
に

使
い
こ
な
す
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と

２　

教
師
が
操
作
し
て
み
る

　

授
業
前
に
三
〇
分
ほ
ど
ミ
ロ
を
操

作
し
て
み
た
。Jam

board

と
似
て

い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

Jam
board

に
慣
れ
て
い
る

子
供
た
ち
な
ら
、
問
題
な
く

使
い
こ
な
す
だ
ろ
う
と
予
想

し
た
。
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
り

方
や
招
待
の
仕
方
が

Jam
board

と
は
違
う
。
自

分
で
気
付
い
た
こ
と
は
、
校

内
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
資

料
に
ま
と
め
た
（
資
料
参
照
）。

３　

直
観
的
に
使
い
こ
な
す

　

実
際
に
授
業
で
使
わ
せ
て

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編
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ル
ー
プ
に
入
れ
て
お
き
な
さ
い
。

　

子
供
た
ち
は
ミ
ロ
の
ボ
ー
ド
上
で

一
斉
に
分
類
を
始
め
る
。
分
類
で

迷
っ
た
時
は
、
同
じ
ボ
ー
ド
上
で
友

達
が
分
類
し
て
い
る
の
で
、
参
照
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

「
同
じ
付
箋
な
の
に
、
Ａ
君
の
分
け

方
は
私
と
違
う
ね
」
友
達
の
分
類
の

仕
方
か
ら
新
し
い
発
見
を
す
る
子
が

い
た
。
楽
し
い
授
業
に
な
っ
た
。

１　

M
iro

（
ミ
ロ
）
で
共
同
編
集

　

オ
ン
ラ
イ
ン
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の

ミ
ロ
は
、Jam

board

の
代
わ
り
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ツ
ー
ル
の
一

つ
だ
。Jam

board

に
慣
れ
て
い
る

子
供
た
ち
な
ら
ば
、
大
き
な
混
乱
な

く
操
作
で
き
る
。
こ
の
ミ
ロ
を
使
っ

て
、
二
年
生
の
子
供
た
ち
に
「
仲
間

分
け
」
の
授
業
を
行
っ
た
。
情
報
を

分
類
し
、
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
ス
キ

ル
は
、「
情
報
を
整
理
す
る
」
た
め

の
基
本
的
な
技
能
で
あ
る
。

２　

買
っ
た
物
を
分
類

　

事
前
に
ミ
ロ
の
ボ
ー
ド
上
に
「
教

師
が
三
日
間
で
買
っ
た
物
」
を
付
箋

で
列
挙
し
て
お
い
た
。
一
五
枚
の
付

箋
の
セ
ッ
ト
を
学
級
人
数
分
に
コ

ピ
ー
し
て
、
並
べ
て
お
く
。
座
席
表

の
順
番
に
並
べ
て
お
く
と
、
子
供
た

ち
は
自
分
で
ど
れ
が
自
分
の
付
箋

セ
ッ
ト
な
の
か
見
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

指
示　
先
生
が
買
っ
た
物
を
仲
間

分
け
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

指
示　

仲
間
を
ペ
ン
で
囲
ん
で
、

「
○
○
関
係
」
と
名
前
を
付
け
て

お
き
な
さ
い
。

指
示　
分
か
ら
な
い
も
の
は
、「
分

か
ら
な
い
物
関
係
」
と
い
う
グ

Miro（ミロ）で「仲間分け」
を授業した。１つのボード
にクラス全員が入り、共同
編集できるので、他の人
の考えをすぐに参照させる
ことができた。

他者参照が可能なツー
ルで「情報の分類」ス
キルを身に付けさせる

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の
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英 語
授 業 実 践
学 校 の

海外の学校との
交流にチャレンジ
してみませんか？
オーセンティック（本物
の）な言語活動で子供た
ちのやる気を引き出し、
学んだ知識を活用する。

長野県長野市立長野中学校

白
しら

鳥
とり

友
とも

樹
き

　

す
で
に
手
紙
の
書
き
方
や
形
式
を

学
習
し
て
い
た
の
で
、
相
手
の
名
前
、

書
き
出
し
、
結
び
の
言
葉
を
ス
ラ
ス

ラ
と
書
い
て
い
た
。
授
業
で
学
習
し

た
知
識
を
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
場

面
で
活
用
し
て
い
る
姿
だ
と
思
っ
た
。

多
く
の
子
は
一
時
間
の
授
業
で
仕
上

げ
た
が
、「
持
ち
帰
っ
て
書
い
て
き

て
い
い
で
す
か
」
と
い
う
子
も
い
た
。

ま
た
、
Ｂ
子
は
、
日
本
の
折
り
紙
の

こ
と
を
書
き
、
手
紙
と
一
緒
に
折
り

紙
を
送
る
こ
と
を
学
級
に
提
案
し
た
。

リ
ア
ル
な
相
手
が
い
る
か
ら
こ
そ
、

子
供
た
ち
の
心
が
動
き
、
本
物
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
の

だ
と
実
感
し
た
。

　

勤
務
校
は
来

年
、
台
湾
と
の

交
流
が
決
ま
っ

た
。
交
流
を
言

語
活
動
の
軸
に

位
置
付
け
、「
や

る
気
」を
引
き
出

す
授
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

手
紙
に
は
、pen
pal

の
好
き
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
書
い
て
あ
っ
た
。「
ど

ん
な
こ
と
を
書
く
？
」
と
問
う
と
、

「
質
問
に
答
え
た
い
」「
相
手
が
興
味

の
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
自
分
も
伝
え

た
い
」
と
い
う
意
見
が
出
た
。
さ
ら

に
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
の
先

生
か
ら
①
の
よ
う
に
リ
ク
エ
ス
ト
が

あ
っ
た
。
子
供
た
ち
と
や
り
取
り
を

し
な
が
ら
、
手
紙
の
返
事
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
決
め
た
（
②
）。

１　

ボ
ス
ト
ン
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

ス
ク
ー
ル
の
生
徒
と
文
通

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
海
外
視
察
で
交
流
し

て
い
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
の

生
徒
と
、
二
年
間
で
四
回
、
往
復
の

手
紙
の
や
り
取
り
を
し
た
。
生
徒
は

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
、
手
紙
を
書

い
た
相
手
の
こ
と
を
考
え
て
、
英
文

を
書
い
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
二
回

目
に
手
紙
が
届
き
、
そ
の
返
事
を
書

く
実
践
を
紹
介
す
る
。

２

リ
ア
ル
な
相
手
が
い
る
か
ら

書
き
た
い
気
持
ち
が
湧
い
て
く
る

　

国
際
郵
便
で
届
い
た
封
筒
を
子
供

た
ち
の
目
の
前
で
開
き
、
中
を
見
せ

た
。

「
お
ー
！
」
と
歓
声
が
沸
い
た
。
二

度
目
な
の
で
、
文
通
す
る
子
の
名
前

を
覚
え
て
い
て
、
手
紙
を
渡
す
と
、

自
分
か
ら
ど
ん
ど
ん
読
み
始
め
た
。

分
か
ら
な
い
単
語
が
あ
る
と
、
端
末

で
調
べ
る
子
も
い
た
。
実
際
の
手
紙

を
手
に
し
た
子
供
た
ち
か
ら
「
読
み

た
い
」「
書
き
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
英
語
を
使
っ

て
海
外
の
人
と
つ
な
が
る
経
験
が
、

や
る
気
を
引
き
出
す
の
だ
。

３

子
供
と
考
え
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

　

特
別
支
援
学
級
在
籍
の
Ａ
子
へ
の

中

①

②
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「
い
ま
せ
ん
ね
。
な
ぜ
あ
ふ
れ
な
い

の
で
す
か
。
理
由
を
前
後
の
人
で
言

い
合
い
ま
す
」

　

出
な
い
場
合
はGoogle

検
索
や
生

成
Ａ
Ｉ
等
で
調
べ
さ
せ
て
も
良
い
。

「
発
表
し
ま
す
」

　

溶
け
た
氷
の
体
積
と
増
え
た
水
の

体
積
が
同
じ
で
あ
る
た
め
、
あ
ふ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

「
コ
ッ
プ
の
水
は
あ
ふ
れ
な
い
の
に
、

な
ぜ
水
面
上
昇
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
」

　

水
面
に
浮
い
た
氷
で
は
な
く
、
陸

上
に
あ
る
氷
が
溶
け
て
い
る
等
の
意

見
が
出
る
。

「
陸
上
の
氷
と
は
、
ど
こ
の
氷
の
こ

と
で
す
か
」

　

南
極
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
な
ど
の

意
見
が
出
る
。

「
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
調
べ
、
ま

と
め
て
み
ま
し
ょ
う
」

③　

あ
ふ
れ
な
い
。

「
分
布
を
確
認
し
ま
す
」

　

あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
次
の
よ
う
な

分
布
に
な
っ
た
。

①　

あ
ふ
れ
る
。　
　

…
…
一
名

②　

少
し
あ
ふ
れ
る
。
…
…
四
名

③　

あ
ふ
れ
な
い
。
…
…
一
八
名

「
理
由
を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
」

「
理
由
を
発
表
し
ま
す
。
で
は
、
少

な
か
っ
た
①
か
ら
」

　

少
な
い
意
見
か
ら
①
、
②
、
③
の

順
で
発
表
さ
せ
て
い
く
。

「
で
は
、
実
験
で
決
着
を
付
け
ま

し
ょ
う
。
写
真
と
同
じ
よ
う
に
準
備

し
、
や
っ
て
ご
ら
ん
」

　

五
〜
一
〇
分
ほ
ど
か
か
る
。
時
間

を
早
め
た
い
時
は
、
手
で
コ
ッ
プ
を

温
め
さ
せ
る
と
よ
い
。

「
結
果
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
」

　

水
は
あ
ふ
れ
な
い
。

「
念
の
た
め
、
確
認
で
す
。
水
が
あ

ふ
れ
た
と
い
う
人
は
い
ま
す
か
」

「
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
困
る
こ

と
は
何
で
す
か
。口
々
に
言
い
ま
す
」

　

気
温
上
昇
、
異
常
気
象
、
海
面
上

昇
な
ど
が
出
る
。

「
今
、
海
面
上
昇
と
い
う
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
な
ぜ
、
地
球
温
暖
化
が

進
む
と
海
面
上
昇
が
起
き
る
の
で
す

か
。
お
隣
と
相
談
し
ま
す
」

　

数
名
に
発
表
さ
せ
る
。
氷
が
溶
け

て
水
が
増
え
る
か
ら
と
い
う
意
見
が

出
る
。

「
今
の
意
見
に
反
対
の
人
は
い
ま
す

か
」

「
写
真
の
よ
う
に
、
コ
ッ
プ
に
氷
を

入
れ
、
水
を
あ
ふ
れ
る
ギ
リ
ギ
リ
ま

で
注
い
だ
と
し
ま
す
」

「
水
が
溶
け
た
ら
、
コ
ッ
プ
の
水
は

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
ど
れ
か
に
手

を
挙
げ
ま
す
」

①　

あ
ふ
れ
る
。

②　

少
し
あ
ふ
れ
る
。

理 科

地球温暖化の授業
TOSSランドにある楠康司氏
の実践「氷が溶けると水はこ
ぼれるか？」を追試した地球
温暖化の授業である。優れ
た実践を取り入れることで熱
中が生まれる。そこに発達段
階に合わせた発問を追加する
ことで、小学校の実践を中高
版に変えることができる。

北海道浦河高等学校

上
うえ

田
だ

浩
ひろ

人
と

中学校中学校（高校）での（高校）でのTOSS実践TOSS実践

授 業 実 践
高 校 の



問
題
づ
く
り
で
豊
か
な
発
想
や
ユ
ー
モ
ア
を
引
き
出
す

「
５
０
０
円
玉
で
の
買
い
物
問
題
」
は
正
し
い
。
が
、
そ
の
先
の
豊
か
な
広
が
り
を
追
究

す
る
の
が
向
山
学
級
だ
。

算数

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

48

５
０
０

−

25
×
８
の
式
を
使
っ
て
と
く
問

題
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

東
京
の
高
校
数
学
教
師
・
村
瀬
氏
の
分
析
。

「
不
思
議
な
問
題
で
あ
る
。『
５
０
０
円
』
と

は
書
い
て
い
な
い
の
に
、
５
０
０
円
玉
の
イ
ラ

ス
ト
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
教
科
書
会
社
の
親

切
心
で
児
童
に
問
題
を
想
像
し
や
す
い
よ
う
に
、

か
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」

　

こ
の
「
５
０
０
円
玉
イ
ラ
ス
ト
」
に
引
き
ず

ら
れ
た
方
が
多
か
っ
た
。

　

山
口
の
林
氏
。
マ
イ
ナ
ス
二
〇
点
。

　

イ
ラ
ス
ト
に
５
０
０
円
玉
が
あ
る
。
と
な
る

と
、
問
題
文
は
、
買
い
物
の
場
面
と
な
る
。

「
ひ
く
」
な
の
で
、
お
つ
り
と
な
る
。

　

愛
知
の
岩
井
氏
。
マ
イ
ナ
ス
二
〇
点
。

　

イ
ラ
ス
ト
に
五
百
玉
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
お
金
の
問
題
で
あ
る
。
引
き
算
だ
か
ら

お
つ
り
、
買
っ
た
も
の
は
25
×
８
。

　

教
科
書
会
社
が
加
え
た
「
５
０
０
円
玉
イ
ラ

ス
ト
」
に
よ
っ
て
、
問
題
づ
く
り
が
買
い
物
に

限
定
さ
れ
、
広
が
り
に
欠
け
て
し
ま
っ
た
。

　

別
の
解
釈
も
あ
る
。
東
京
の
徳
本
氏
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、「
初
め
に
５
０
０
円
持
っ
て

き
ま
し
た
」
と
す
る
な
ら
ば
、
２
０
０
円
出
し

て
し
ま
え
ば
、
お
釣
り
が
な
く
な
る
の
で
、

ち
ょ
う
ど
よ
く
、
実
際
の
生
活
場
面
に
そ
ぐ
わ

な
く
な
る
。
こ
こ
に
載
っ
て
い
る
５
０
０
円
玉

の
イ
ラ
ス
ト
に
は
、
意
味
が
あ
る
。

「
１
０
０
円
玉
５
個
」
で
な
く
「
５
０
０
円

玉
」
だ
か
ら
こ
そ
「
お
つ
り
」
が
生
じ
る
と
い

う
。
こ
の
分
析
は
プ
ラ
ス
一
〇
点
。

　

向
山
氏
は
初
め
か
ら
「
５
０
０
円
玉
」
を
超

越
し
た
問
題
づ
く
り
を
考
え
て
い
た
。

５
０
０
だ
か
ら
５
０
０
円
で
も
い
い
し
、

５
０
０
人
で
も
い
い
し
５
０
０
億
円
で
も

い
い
ん
で
す
。
５
０
０
kg
で
も
い
い
し
。 

　

問
題
が
で
き
た
子
六
人
に
板
書
さ
せ
た
。

◆
１
個
25
円
の
ア
メ
を
８
個
買
っ
て
５
０

０
円
出
し
ま
し
た
。
お
つ
り
は
い
く
ら
で

す
か
。

◆
１
個
25
円
の
ガ
ム
を
８
個
買
っ
て
５
０

０
円
出
し
ま
し
た
。
お
つ
り
は
い
く
ら
で

す
か
。

　

全
員
に
発
表
さ
せ
た
と
き
、
あ
る
男
の
子
が

ボ
ソ
ッ
と
つ
ぶ
や
い
た
。

  

み
ん
な
同
じ
じ
ゃ
ん
。
つ
ま
ん
ね
え
。

　

み
な
さ
ん
な
ら
、
こ
の
男
の
子
の
発
言
に
ど

う
対
応
し
ま
す
か
？
（
立
た
せ
る
？　

も
う
一

度
言
わ
せ
る
？　

ビ
シ
ッ
と
叱
る
？　

無
視
す

向山型に挑戦！

東京書籍（平成７年度版）
４年上・P76

東
京
都
日
本
文
化
大
学
・
講
師
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

◆
５
０
０
人
の
生
徒
が
25
人
乗
り
８
台
の

バ
ス
に
乗
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
何

人
が
乗
れ
ま
せ
ん
か
。

向
山
氏
﹁
な
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
問
題

だ
﹂

　

応
募
さ
れ
た
方
の
中
で
も
、
ご
自
分
で
買
い

物
以
外
の
問
題
を
つ
く
ら
れ
た
方
が
い
た
。
教

師
が
手
本
を
つ
く
っ
て
み
せ
る
こ
と
は
大
切
だ
。

　

宮
城
県
の
管
野
氏
。
ユ
ニ
ー
ク
な
問
題
だ
。

こ
の
問
題
だ
け
で
プ
ラ
ス
二
〇
点
。

　

五
百
円
か
ら
離
れ
た
問
題
を
作
っ
た
子
を
褒

め
る
。（
中
略
︶
先
生
問
題
で
す
。

「
４
年
生
の
五
百
人
で
遊
園
地
に
行
き
ま
し
た
。

最
後
に
二
十
五
人
乗
り
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
に
乗
り
ま
す
。
閉
店
間
近
の
た
め
、
残
り

八
回
し
か
動
い
て
く
れ
ま
せ
ん
。
何
人
の
人
が

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
れ
ず
に
悲
し
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
か
。」

円
も
ら
い
ま
し
た
。
ニ
シ
ハ
ラ
君
、
親
戚

い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
８
人
も
い
ま
す
。

︵
ワ
ー
︶
１
人
か
ら
25
円
ず
つ
も
ら
い
ま

し
た
︵
笑
︶。
は
い
、
サ
ト
イ
チ
君
は
１

人
の
人
か
ら
５
０
０
円
も
ら
い
ま
し
た
。

ニ
シ
ハ
ラ
君
は
８
人
の
人
か
ら
25
円
ず
つ

も
ら
い
ま
し
た
︵
大
騒
ぎ
︶。
ど
ち
ら
が

ど
れ
だ
け
多
い
で
し
ょ
う
か
。
問
題
に
な

り
ま
す
ね
。

　

子
供
の
豊
か
な
発
想
や
ユ
ー
モ
ア
は
、
教
師

の
発
想
や
ユ
ー
モ
ア
に
規
定
さ
れ
る
。

　

私
た
ち
教
師
が
「
５
０
０
円
玉
の
買
い
物
問

題
」
し
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
け
れ
ば
、
子
供
の

発
想
も
狭
い
も
の
に
終
始
す
る
だ
ろ
う
。

　

子
供
が
「
言
い
た
い
！
」
と
発
表
し
た
。

◆
あ
る
日
、
Ａ
君
が
５
０
０
本
の
木
の
枝

を
集
め
て
い
ま
し
た
。
集
め
終
わ
っ
た

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
枝
を
25
本
ず
つ

分
け
て
か
ら
８
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
さ

て
余
っ
た
の
は
何
本
で
し
ょ
う
。

向
山
氏
﹁
優
秀
な
問
題
だ
な
あ
！
﹂

る
？
︶

　

向
山
氏
は
言
っ
た
。

今
、
先
生
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ

て
く
れ
た
の
誰
だ
っ
け
？　

今
な
ん
て

言
っ
た
？
︵
中
略
︶﹁
つ
ま
ら
な
い
﹂
っ

て
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
先
生
も
そ
う
思
っ

た
の
。
ご
め
ん
ね
。
つ
ま
ら
な
く
て
も

ち
ゃ
ん
と
合
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
い
い
ん

で
す
よ
。

　

向
山
型
算
数
を
追
う
私
た
ち
は
、
向
山
氏
の

対
応
の
「
そ
の
先
」
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
正

答
を
認
め
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
要
求
す
る
の
だ
。

　

向
山
氏
は
た
し
算
、
ひ
き
算
に
つ
い
て
「
語

り
」
を
さ
れ
た
。
た
し
算
と
い
う
の
は
本
当
は

三
つ
あ
る
。
ひ
き
算
は
「
お
つ
り
問
題
」（
求

残
︶
ば
か
り
で
な
く
「
ど
ち
ら
が
多
い
か
比
べ

る
問
題
」（
求
差
︶
も
あ
る
。
そ
し
て
ク
ラ
ス

の
子
供
を
モ
デ
ル
に
し
た
問
題
を
語
っ
て
み
せ

た
。
こ
れ
ぞ
向
山
式
例
示
で
あ
る
。

サ
ト
イ
チ
君
、
親
戚
が
１
人
し
か
い
ま

せ
ん
︵
笑
︶。
そ
れ
で
お
年
玉
を
５
０
０
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教
師
と
子
供
の
「
分
か
り
合
え
な
さ
」
に

橋
を
か
け
る

子
供
の
発
言
の
中
に
、
本
当
に
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

隠
れ
て
い
る
。

　

昼
休
み
が
終
わ
っ
て
も
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
続

け
て
い
る
M
君
に
、
南
先
生
が
声
を
か
け
た
。

そ
れ
を
見
て
い
た
N
君
が
M
君
を
ビ
ン
タ
し
た
。

別
室
に
呼
ん
で
話
を
聞
い
た
。
N
君
は
、「
こ

の
学
校
に
い
ら
れ
な
い
、
帰
ら
せ
て
ほ
し
い
」

と
主
張
し
て
泣
き
な
が
ら
学
校
か
ら
帰
っ
て

い
っ
た
。

一
　
言
い
分
を
聞
く

　

次
の
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
彼
の
言
い
分
を
聞

く
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

①

M
が
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
昼
ご
は

ん
を
食
べ
て
い
た
。

②　

南
先
生
に
言
わ
れ
て
も
ご
は
ん
を
食
べ
な

か
っ
た
。
俺
も
注
意
し
た
け
ど
、
全
く
食
べ

て
く
れ
な
か
っ
た
。

③

M
君
は
南
先
生
に
「
殺
す
」
と
言
っ
た
。

④　

ス
マ
ホ
を
や
め
な
か
っ
た
。

⑤

N
家
で
は
、
食
事
中
に
ス
マ
ホ
を
し
て
は

い
け
な
い
ル
ー
ル
。
マ
ナ
ー
違
反
だ
。
弟
も

言
っ
て
い
た
。

⑥　

だ
か
ら
、
制
裁
を
加
え
た
。

⑦　

も
う
こ
の
街
に
は
い
ら
れ
な
い
。
も
う
終

わ
り
。

⑧　

お
母
さ
ん
に
怒
ら
れ
た
。
学
校
に
行
け
と

言
わ
れ
る
。
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
な
い
。

　

そ
の
日
か
ら
N
君
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
度
も
説
得
し
て

登
校
を
促
し
た
。
し
か
し
、「
M
が
い
る
か
ら
」

と
言
っ
て
登
校
し
な
い
。

二
　
過
去
の
経
験
を
聞
く

　

保
護
者
か
ら
以
下
の
情
報
を
も
ら
っ
た
。

⑴　

家
庭
で
も
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

は
厳
し
く
言
っ
て
い
る
。

⑵　

小
中
学
校
時
代
に
激
し
い
い
じ
め
を
経
験

し
て
い
る
。
友
達
か
ら
責
め
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。

N
君
自
身
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
く

れ
た
。

三
　
彼
の
言
い
分
を
解
釈
す
る

N
君
の
中
に
は
ル
ー
ル
違
反
を
す
る
た
び
に

厳
し
く
責
め
ら
れ
た
経
験
が
あ
り
、「
ル
ー
ル

は
守
る
べ
き
だ
」
と
い
う
固
定
観
念
が
つ
く
ら

れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
N
君
は
何
度
も
「
制
裁
」
と
い
う
言

葉
を
言
っ
て
い
た
。N
君
の
中
で
の
、「
ビ
ン
タ
」

は
「
悪
を
制
す
る
正
義
の
制
裁
」
な
の
で
あ
る
。

四
　
洞
察
し
て
仮
説
を
立
て
る

　

彼
が
怒
っ
て
ビ
ン
タ
を
し
そ
う
に
な
る
瞬
間

が
予
想
で
き
た
。
そ
れ
は
以
下
の
と
お
り
だ
。

１
．
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
犯
す
人
が
い
る
。

２
．
何
度
も
注
意
を
受
け
て
い
る
人
が
い
る
。

３
．
反
抗
的
な
態
度
を
取
る
人
が
い
る
。

　

彼
が
怒
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
ビ
ン
タ
し
て
し
ま
い
そ
う
な
瞬
間
が
見
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
怒
っ
て
し
ま
う
前

に
声
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

怒
ら
な
く
て
も
済
む
よ
う
に
な
っ
た
彼
は
、

再
び
登
校
し
て
き
た
。

N
P
O
法
人
翔
和
学
園
　
松ま

つ

尾お

大だ
い

輝き

翔和学園でのドラマ

松尾 大輝
NPO法人翔和学園
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小こ

嶋じ
ま

悠ゆ
う

紀き

発達障害のある子供をさらに伸ばす！　1年間の支援プラン！

N
P
O
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
理
事

㈱
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

様
々
な
学
級
で
漢
字
指
導
を
た
く

さ
ん
見
て
き
た
。

　

漢
字
が
苦
手
な
子
供
の
相
談
も
た

く
さ
ん
受
け
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
特
別
支
援
的
な
観
点
で

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
で
き
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
前
に
、
い
く
つ
か

ち
ゃ
ん
と
学
習
指
導
が
で
き
て
い
る

か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
。

①
　
漢
字
ス
キ
ル
を
宿
題
に
し
て
い

な
い

　

ま
ず
は
最
低
条
件
で
あ
る
が
、
新

出
漢
字
の
指
導
を
宿
題
に
し
て
い
る

場
合
、
絶
対
に
苦
手
は
克
服
さ
れ
な

い
。

②
　
指
書
き
を
徹
底
し
て
い
る

　

指
書
き
を
徹
底
し
て
い
な
い
場
合
、

発
達
凸
凹
の
子
供
た
ち
は
漢
字
習
得

が
難
し
く
な
る
。

③
　
書
き
順
を
声
に
出
さ
せ
て
い
る

　

書
き
順
を
声
に
出
さ
せ
る
の
は
、

順
序
性
を
保
証
す
る
う
え
で
、
と
て

も
重
要
で
あ
る
。

　

最
低
で
も
こ
の
三
つ
が
保
証
さ
れ

て
い
る
授
業
で
あ
り
、「
あ
か
ね
こ

漢
字
ス
キ
ル
」
を
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
ど

お
り
に
使
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
も
な

お
「
漢
字
の
書
字
に
困
難
が
あ
る
」

と
い
う
場
合
は
、
本
当
の
意
味
で
通

常
の
漢
字
指
導
で
は
習
熟
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
通
常
学
級
で
私
が
よ

く
行
っ
て
い
た
支
援
を
ご
紹
介
す
る
。

●
　
筆
順
の
順
序
性
の
サ
ポ
ー
ト

　

最
初
の
段
階
で
は
、
漢
字
テ
ス
ト

な
ど
は
、

「
先
生
が
赤
鉛
筆
で
書
い
て
い
く
か

ら
、『
そ
の
先
は
書
け
る
よ
』
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で
来
た
ら
ス
ト
ッ
プ
と

言
っ
て
ね
」

と
伝
え
て
、
書
き
順
を
言
い
な
が
ら

書
い
て
い
く
。

　

最
初
は
残
り
の
一
画
や
二
画
を
残

す
だ
け
だ
と
思
う
。
そ
れ
で
も
、

「
こ
こ
か
ら
は
思
い
出
し
た
ん
だ

ね
！　

え
ら
い
ね
」

と
言
っ
て
、
褒
め
る
。

　

こ
の
よ
う
な
支
援
を
続
け
て
い
く

う
ち
に
、

「
残
り
一
〜
二
画
だ
っ
た
の
が
、
五

〜
六
画
に
な
る
」

の
で
あ
る
。

　

最
終
的
に
、

「
最
初
の
一
〜
二
画
を
書
け
ば
思
い

出
せ
る
よ
う
に
な
る
」

子
も
多
い
。
こ
れ
は
「
順
序
性
」
を

「
思
い
出
せ
な
い
」
こ
と
に
原
因
が

「
漢
字
が
苦
手
」
へ
の
支
援
プ
ラ
ン

順
序
性
の
課
題
へ
対
応
す
る
。
無
想
起
課
題
へ
対
応
す
る
。

あ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
支
援
で
も
、
で
き
な

い
子
は
多
い
。

　

そ
れ
は
そ
も
そ
も
「
順
序
性
」
の

よ
う
な
面
に
課
題
が
あ
る
の
で
は
な

く
、「
漢
字
の
形
自
体
が
想
起
し
に

く
い
」
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
思
い
出
せ

な
い
の
に
、
順
序
性
を
支
援
し
て
も

苦
し
い
だ
け
な
の
だ
。

　

そ
こ
で
私
は
、

「
部
首
と
そ
れ
以
外
の
部
分
を
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
組
み
合
わ
せ
る
漢
字
テ

ス
ト
」

を
用
意
し
て
お
く
。

　

漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
の
で
、
と

て
も
簡
単
に
テ
ス
ト
が
で
き
る
。

　

こ
の
場
合
、
筆
順
の
必
要
性
が
な

い
。

　

無
想
起
の
よ
う
な
課
題
が
生
じ
て

い
る
子
供
に
は
、
と
て
も
効
果
の
あ

る
指
導
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

私
が
実
践
を
通
し
て
感
じ
て
い
る
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit



※  『
小
さ
い
と
き
か
ら
考
え
て
き
た
こ
と
』（
黒

柳
徹
子
著
　
新
潮
文
庫
）
よ
り
。
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⑴　
自
己
効
力
感
が
低
下
し
た

子
供
た
ち

適
切
な
理
解
と
支
援
が
な
い
と
、

自
己
効
力
感
の
低
下
、「
ど
う
せ
で

け
へ
ん
ね
ん
」、「
わ
た
し
に
は
わ
か

ら
へ
ん
ね
ん
」
と
い
う
自
己
否
定
感

に
つ
な
が
る
。

⑵　
学
習
性
無
力
感

　

無
力
感
（「
で
け
へ
ん
N
」「
わ
か

ら
ん
N
」「
し
ら
ん
N
」
子
供
の
３

Ｎ
）
を
学
習
す
る
と
、
本
来
、
力
が

あ
る
の
に
、
取
り
組
む
姿
勢
や
意
欲

が
な
く
な
り
、
何
事
に
対
し
て
も
引

い
て
し
ま
う
子
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
。

　

一
人
一
人
に
あ
っ
た
指
導
法
を
研

究
し
、
子
供
の
事
実
を
も
と
に
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
教
育
支
援
教

材
・
教
具
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
が

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
で
は
求
め
ら
れ
る
。

　

算
数
障
害
の
例
を
踏
ま
え
て
説
明

を
す
る
（
安
原
ド
ク
タ
ー
二
〇
二
〇

年
の
Ｌ
Ｄ
の
講
演
よ
り
抜
粋
）。

　

算
数
障
が
い
（
デ
ィ
ス
カ
リ

キ
ュ
ア
）
の
学
習
者
は
、
シ
ン

プ
ル
な
数
の
概
念
を
理
解
す
る

こ
と
の
困
難
や
直
感
的
に
数
を

捉
え
る
力
の
欠
如
が
あ
り
数
的

事
実
と
処
理
手
順
の
学
習
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
た
と
え
、

正
し
い
答
え
を
出
し
、
正
し
い

方
法
を
使
っ
た
と
し
て
も
、
機

械
的
に
答
え
を
出
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
確
信
を
も
っ
た
理

解
を
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
は
、
算

数
障
が
い
だ
と
言
わ
れ
て
お
り※

、

頭
の
回
転
が
速
い
の
に
、「
徹

子
の
部
屋
」
で
計
算
す
る
場
面

が
出
て
く
る
と
、
フ
リ
ー
ズ
し

て
し
ま
う
。

　

学
習
性
無
力
感
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
な
支
援
方
法
が
望
ま
れ
る
。

⑶　
学
習
支
援
の
ヒ
ン
ト
と
し

て

①　
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ

　

小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
。

そ
の
子
に
あ
っ
た
教
材
、
教
具
を
与

え
る
こ
と
（
合
理
的
配
慮
）
で
褒
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

《
間
髪
入
れ
ず
に
褒
め
る
》。

②　
適
切
な
学
習
支
援
法

　

具
体
物
、
半
具
体
物
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

い
よ
う
に
す
る
。
文
章
題
の
内
容
な

ど
は
図
で
示
す
。
ま
た
、
位
取
り
を

色
別
に
明
示
す
る
な
ど
、
分
か
り
や

す
く
し
た
マ
ス
目
に
書
か
せ
る
。
一

回
に
解
く
問
題
の
数
を
少
な
く
す
る

等
の
適
切
な
学
習
支
援
を
行
う
と
、

「
分
か
っ
た
！
」
な
ど
と
い
っ
た
自

信
を
示
す
発
言
が
出
て
く
る
。
柔
ら

か
な
表
情
と
笑
顔
、
笑
い
声
も
出
て

く
る
。
で
き
る
と
思
う
心
（
自
己
効

力
感
）
が
芽
生
え
る
。
人
と
比
べ
る

の
は
な
く
、
少
し
前
の
自
分
と
比
べ

る
（
絶
対
評
価
）
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

医療・療育現場からの発信！

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
に
く
る
子
供
た
ち
と

そ
の
支
援
法

子
供
の
自
己
効
力
感
の
学
習
支
援
を
大
切
に
す
る
た
め
に
。笹さ

さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ
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YCC

も
こ
も
こ
に
く
る
子
ど
も

た
ち
と
そ
の
支
援
法 

  

子
ど
も
の
自
己
効
力
感
の
学
習
支

援
を
大
切
に
す
る
た
め
に 

   
 

(

株)

ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ 

笹
野 
達
哉 

（
さ
さ
の 

た
つ
や
） 

  

【
１
】
自
己
効
力
感
が
低
下
し
た
子

ど
も
達  

適
切
な
理
解
と
支
援
が
な
い
と
、
自

己
効
力
感
の
低
下
「
ど
う
せ
で
け
へ

ん
ね
ん
」
、
「
わ
た
し
に
は
わ
か
ら
へ

ん
ね
ん
」
と
い
う
自
己
否
定
感
に
つ

な
が
る
。  

 

【
２
】
学
習
性
無
力
感  

無
力
感
（
「
で
け
け
ん(N

)

」
「
わ
か

ら
ん(N

)

」「
し
ら
ん(N

)

」
子
ど
も
の

３N

）
を
学
習
し
て
し
ま
う
と
、
本
来
、

力
が
あ
る
の
に
、
取
り
組
む
姿
勢
や

意
欲
が
無
く
な
り
、
何
事
に
対
し
て

も
引
い
て
し
ま
う
子
を
つ
く
っ
て
し

ま
う
。  

一
人
一
人
に
あ
っ
た
指
導
法
を
研

究
し
、
子
ど
も
の
事
実
を
も
と
に
試

行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
教
育
支
援
教

材
・
教
具
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
が

YCC

も
こ
も
こ
で
は
求
め
ら
れ
る
。 

算
数
障
が
い
の
例
を
踏
ま
え
て
説

明
を
す
る
。 

【
安
原
ド
ク
タ
ー
２
０

２
０
年
のLD

の
講
演
よ
り
抜
粋
】 

算
数
障
が
い
（
デ
ィ
ス
カ
リ
キ
ュ
ア
）

の
学
習
者
は
、
シ
ン
プ
ル
な
数
の
概

念
を
理
解
す
る
こ
と
の
困
難
や
直
感

的
に
数
を
捉
え
る
力
の
欠
如
が
あ
り

数
的
事
実
と
処
理
手
順
の
学
習
に
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
た
と
え
、
正
し

い
答
え
を
出
し
、
正
し
い
方
法
を
使 

っ
た
と
し
て
も
、
機
械
的
に
答
え
出

し
て
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
確
信

を
も
っ
た
理
解
を
し
て
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。 

ま
た
、
黒
柳
徹
子
さ
ん
は
、

算
数
障
が
い
だ
と
言
わ
れ
お
り
、
頭

の
回
転
が
速
い
の
に
、
徹
子
の
部
屋

で
計
算
す
る
場
面
が
出
て
く
る
と
、

フ
リ
ー
ズ
し
て
し
ま
う
。 

講
演
の
内
容
か
ら
、
学
習
性
無
力

感
を
作
ら
な
い
よ
う
な
支
援
方
法
が

望
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
３
】
学
習
支
援
の
ヒ
ン
ト
と
し
て  

➀
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ  

小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
。

そ
の
子
に
あ
っ
た
教
材
、
教
具
を
与

え
る
こ
と
（
合
理
的
配
慮
）
で
ほ
め

る
こ
と
が
で
き
る
。「
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
な
ぁ
」
、「
す
ご
い
わ
」
と
《
間

髪
入
れ
ず
に
ほ
め
る
》
。  

②
適
切
な
学
習
支
援
法  

具
体
物
、
半
具
体
物
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

よ
う
に
す
る
。 

文
章
題
の
内
容
な
ど

は
図
で
示
す
、
数
字
だ
け
で
な
く
「
こ

と
ば
の
式
」
で
表
す
よ
う
に
す
る
。

ま
た
、
位
取
り
を
色
別
に
明
示
す
る

な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
し
た
マ
ス
目

に
書
か
せ
る
、
１
回
に
解
く
問
題
の

数
を
少
な
く
す
る
等
の
適
切
な
学
習

支
援
を
行
う
と
、「
分
か
っ
た
！
」
な

ど
と
い
っ
た
自
信
を
示
す
発
言
が
出

て
く
る
。
柔
ら
か
な
表
情
と
笑
顔
、

笑
い
声
も
出
て
く
る
、
で
き
る
と
思

う
心
（
自
己
効
力
感
）
が
芽
生
え
る
、

人
と
比
べ
る
の
は
な
く
、
少
し
前
の

自
分
と
比
べ
る
（
絶
対
評
価
）
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。  
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プロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

新
宿
日
本
語
学
校
：
江え

副ぞ
え

隆た
か

秀ひ
で

　
協
力
：
白し

ら

杉す
ぎ

亮
り
ょ
う

日本語指導
　

日
本
語
指
導
の
初
期
段
階
で
は
、「
月
」「
日
」

「
曜
日
」
な
ど
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

新
宿
日
本
語
学
校
で
は
、
こ
れ
ら
を
歌
詞
に
取

り
入
れ
た
様
々
な
替
え
歌
を
つ
く
り
、
学
生
た

ち
に
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
替
え
歌
に
よ
る
指

導
は
小
学
校
の
外
国
人
児
童
向
け
日
本
語
学
級

で
も
実
践
さ
れ
、「
子
供
た
ち
が
す
ぐ
に
覚
え

た
」
と
好
評
で
あ
る
。

　

以
下
に
概
要
とY

ouT
ube

リ
ン
ク
を
掲
載

し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

１　
「
月
」
の
歌
〜
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う

「
い
ち
が
つ
、
に
が
つ
…
」
と
い
っ
た
月
の
読

み
方
は
、「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
歌
う
と
覚
え
や
す
い
。
特

に
「
し
が
つ
」「
し
ち
が
つ
」「
く
が
つ
」
な
ど

間
違
え
や
す
い
読
み
方
は
、
初
期
に
し
っ
か
り

と
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
児
童
の

場
合
は
、
手
を
た
た
い
た
り
足
を
踏
み
鳴
ら
し

た
り
な
ど
体
の
動
き
も
取
り
入
れ
る
と
よ
い
。

２　
「
日
付
」
の
歌
〜
シ
ャ
ボ
ン
玉

「
つ
い
た
ち
、
ふ
つ
か
」
と
い
っ
た
日
付
の
読

み
方
も
、
初
期
に
覚
え
て
し
ま
っ
た
ほ
う
が
良

い
。
こ
ち
ら
は
、「
シ
ャ
ボ
ン
玉
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
に
乗
せ
て
歌
う
。

　

ち
な
み
に
「
つ
い
た
ち
」
は
「
月
＋
立
つ
」

＝
「
つ
き
た
ち
」（
月
が
立
ち
上
が
る
↓
月
が

始
ま
る
）
か
ら
き
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は

語
源
も
紹
介
す
る
と
よ
い
。

３　
「
曜
日
」
の
歌
〜
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

「
げ
つ
よ
う
び
、
か
よ
う
び
…
」
は
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ー
の
曲
が
適
し
て
い
る
。
単
に
曜
日

だ
け
で
も
良
い
の
だ
が
、
漢
字
の
学
習
も
組
み

合
わ
せ
て
、「
つ
き
（
月
）
と
ひ
（
火
）
と
…
」

と
覚
え
さ
せ
る
と
効
果
的
で
あ
る
。

「
月
」「
日
」「
曜
日
」
の
ど
れ
も
、
歌
の
最
後
に

「
な
ん
が
つ
？
｝「
な
ん
に
ち
？
」「
な
ん
よ
う
び
？
」

と
い
う
問
い
の
形
を
示
し
て
い
る
。
問
い
方
と

セ
ッ
ト
で
覚
え
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

４　

日
本
語
教
材
「
み
る
み
る
に
ほ
ん
ご
」

　

こ
の
度
、
教
育
技
術
研
究
所
か
ら
、
外
国
人

児
童
生
徒
向
け
の
教
材
「
み
る
み
る
に
ほ
ん

ご
」
お
よ
び
江
副
文
法
関
連
書
籍
が
発
売
さ
れ

た
。
前
者
は
江
副
式
日
本
語
教
授
法
を
児
童
生

徒
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
教
材
で
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

大
人
も
子
供
も
「
替
え
歌
」
で

楽
し
く
日
本
語
を
覚
え
ら
れ
る

外
国
人
へ
の
日
本
語
教
育
か
ら
「
ろ
う
教
育
」
に
ま
で
活
用
さ
れ
た
新
し
い

文
法
④

江副 隆秀

学校法人 江副学園
新宿日本語学校 校長



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

◆TOSS教材　お得情報！ 2023年12月15日～ 2024年1月14日　現在

教育技術研究所だけでなく、光村教育図書、正進社、騒人社、学芸みらい社、日本教育新聞社、などの
お得な情報を随時お知らせいたします。（P54，55の上欄の記事と連携しています）

繰り返し練習して覚える！

フラッシュカード 正進社

応募期間：
2023年12月15日（金）～2024年１月14日（日）
アドレス：
https://forms.gle/fGBC3yc2N5d7ndH27

● トークライン読者限定！　下記のフォームよりご応募いた
だいた方から抽選で５名様に、正進社のマスコットキャラ
クターのファイル、ストラップ、コースターをセットにし
てプレゼントいたします‼

教育技術
研究所

毎年恒例！ 日頃の感謝をこめて

歳末感謝祭
2023-2024

キャンペーン期間：
2023年12月８日（金）～2024年１月28日（日）
TOSSオリジナル教材：
https://www.tiotoss.jp/

● 日頃のご愛顧に感謝をこめて、歳末感謝祭2023-2024を
行います！
　 「五色百人一首」などの人気教材や向山洋一のお宝資料な
ど、感謝祭ならではの教材をお得にご提供いたします。
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TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
Ａ
君
を
救
っ
た

「
ア
ン
ガ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
」

付
箋
を
動
か
す
こ
と
で
、
目
に
見
え
な
い
「
成
長
」
を
実
感
で
き
る
。湯ゆ

本も
と

雅ま
さ

行ゆ
き

富
山
県
立
特
別
支
援
学
校
高
等
部

「
俺
、
イ
ラ
イ
ラ
し
な
く
な
っ
た
か

も
し
れ
ん
」

　

前
年
度
、
感
情
に
任
せ
た
暴
言
・

暴
力
が
多
か
っ
た
Ａ
君
を
、
高
等
部

二
年
生
で
担
任
し
た
。
Ａ
君
は
傷
つ

き
体
験
も
多
く
「
ど
う
せ
俺
な
ん

て
」
が
口
癖
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
自
立
活
動
で
高
等
部
用

に
修
正
し
た
、「
ア
ン
ガ
ー
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ッ
ト
」
を

用
い
て
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

練
習
を

行
っ
た
。

　

ま
ず
、

Ａ
君
と

一
緒
に
、

過
去
に

怒
り
を

感
じ
た

場
面
を
付
箋
に
書
き
、
怒
り
の
度
合

い
を
数
値
に
し
た
「
怒
り
の
温
度

計
」
に
貼
っ
て
整
理
し
た
。
そ
の
後
、

怒
り
に
合
わ
せ
た
対
処
法
を
相
談
し

た
り
、
認
知
の
修
正
を
行
っ
た
り
し

た
。

　

面
談
を
重
ね
る
中
で
、
Ａ
君
は
イ

ラ
イ
ラ
を
我
慢
す
る
場
面
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
び
に
多

い
に
褒
め
た
。
す
る
と
、
少
し
ず
つ

「
怒
り
爆
発
」
に
貼
っ
て
あ
っ
た
付

箋
が
減
っ
て
き
た
。

　

付
箋
が
動
く
こ
と
で
、
Ａ
君
は
成

長
を
実
感
し
て
い
っ
た
。

「
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
は
目
に

見
え
な
い
た
め
、
成
長
を
実
感
し
に

く
い
。
し
か
し
、
こ
の
教
材
は
「
付

箋
の
移
動
」
で
成
長
を
実
感
で
き
る
。

クラス全員が熱中するこの教材！



クラス全員が熱中するこの教材！

指示  国語の百人一首と同じように、札を並べなさい。
指示  自分の机の上、札が10枚ありますね。消しゴムを３つ置きなさい。
消しゴムがなければ、鉛筆など、筆記用具を置きなさい。
説明  先生が10枚読みます。読まれた札を取ります。消しゴムを置いた札が多く残った方の
勝ちです。１回、練習します。（１回練習をする）
説明  消しゴムが多く残った人が勝ちです。
残った数が同じなら、じゃんけんをします。勝った方が勝ちです。
本番します。（本番をする）
指示  国語の百人一首と同じように、移動しなさい。（本番→移動を繰り返す）
　このゲームは運要素の強いゲームである。よって、対戦が苦手な子でも、楽しく参加できる。
負けた時の様子を見てみると、皆、笑顔である。「運が悪かったから、負けた」と思えるからだ。

（教育トークライン2023年３月号　千葉雄二氏実践「爆弾ゲーム」修正追試）

対戦が苦手な子でも、楽しく参加できる百人一首
負けても、笑顔になるワクワクドキドキの運ゲーム。

藤
ふじ

原
わら

司
つかさ

広島県三次市立酒河小学校
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リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
が
ク
セ
に
な
る
！

熱
中
必
須
の
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」

重
要
語
句
を
覚
え
る
の
に
最
適
。

西さ
い

城じ
ょ
う

慶け
い

太た

栃
木
県
足
利
市
立
久
野
小
学
校

TOSS教材
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

「
市
役
所
！
」「
警
察
署
！
」「
消
防

署
！
」
社
会
科
の
授
業
の
開
始
、
い

つ
も
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
か
ら
始
め

る
。
す
る
と
、
子
供
の
元
気
な
声
が

教
室
に
響
き
渡
る
。

　

地
図
記
号
や
都
道
府
県
を
覚
え
さ

せ
る
と
き
、
プ
リ
ン
ト
に
何
度
も
書

か
せ
る
だ
け
で
は
苦
痛
を
感
じ
さ
せ

て
し
ま
う
。
正
進
社
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
使
え
ば
、
短
い
時
間
で
、

子
供
た
ち
が
熱
中
し
て
取
り
組
む
。

　

以
下
は
都
道
府
県
フ
ラ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
や
っ
て
み
て
の
、
子
供
た

ち
の
コ
メ
ン
ト
。

「
楽
し
い
。
そ
の
県
の
有
名
な
も
の

も
覚
え
ら
れ
る
」

「
リ
ズ
ム
が
良
い
か
ら
覚
え
や
す
い
」

「
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
っ
て
楽
し
い
」

　

ま
た
、
二
年
前
に
担
任
し
て
い
た

子
供
と
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
話
題

に
な
っ
た
。「
千
葉
県
、
ら
っ
か
せ

い
！　

で
し
ょ
？
」
と
、
今
で
も
覚

え
て
い
る
と
の
こ
と
。「
教
材
の
力
」

を
感
じ
た
。

　

他
に
も
四
字
熟
語
・
割
合
・
歴
史

人
物
・
英
会
話
と
い
っ
た
様
々
な

テ
ー
マ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。
使
っ

て
み
て
ほ
し
い
。

デジタル・トークライン連動！
すぐに使える今月のおすすめレク動画

動画



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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「変化させる側」に回る
講座づくりを支えるTOSSメディア。

東京都三鷹市立羽沢小学校 小
こ

島
じま

庸
よう

平
へい

　11年前、私は新卒で２年生を担任した。その年のGWを過ぎたあたりから、私の指示が通ら
なくなり、次第に授業が成立しなくなっていった。今振り返ると、その原因は、「分からない
授業」だったと思う。その年は、何とか１年間をつなぎとめることができたが、次年度へ向け
て不安が募るばかりであった。
　その年の春、「教え方セミナー」というものが、全国各地で開催されていることを知った。
自分を変えたいと思い、自宅から近い東京の会場だけでなく、関東各地の教え方セミナーにも
数多く参加した。
　それから数年後、自サークルの教え方セミナーの１講座を任せてもらえるようになった。
今では毎年、教え方セミナーの講座をもたせてもらっている。
　その際、講座づくりに活用しているのが「TOSSメディア」である。TOSSメディア内には、『新
版 授業の腕を上げる法則』『新版 子供を動かす法則』（いずれも学芸みらい社）等、４月から
の学級経営に役立つ本を閲覧することができる。これらの本を基本文献にし、資料づくりや講
座づくりを行っている。書かれていることを意識するだけで、授業が変わる教師の必読書だと
思う。
　かつては、「教えてもらう」ばかりだったが、今では「伝える側」に身を置き、これまでの
学びをさらに深めることができている。東京大学准教授中原淳氏は著書の中で「大人の学び」
として、教えられる側から教える側に回ることを勧めている。「どんなに教え手が、学び手と
ともに知識をつくり
出すとしても、教え
手はある程度、場を
維持する責任があり
ます。そのためには、
あなた自身が『学び
続けること』が求め
られます。」（『「学び」
の教科書』かんき出
版）
　教えられる側から
伝える側に回る時、
TOSSメディアが大
きな武器になる。

【今月のコンテンツ】
TOSSメディア
「授業の腕を上げる法則」
「子供を動かす法則」
「学級を組織する法則」

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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視
点
を
与
え
る
こ
と
で
、
学
ぶ
こ
と

が
焦
点
化
さ
れ
る
。
最
初
は
、「
ス

ラ
ス
ラ
と
話
せ
た
か
」「
や
り
取
り

の
つ
な
げ
方
を
工
夫
し
た
こ
と
」
に

つ
い
て
投
稿
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
現
に
注
目
さ
せ
た

い
場
合
は
、
左
上
の
投
稿
画
面
の
よ

う
に
、
注
目
さ
せ
た
い
こ
と
を
指
示

し
て
か
ら
、
投
稿
さ
せ
る
。
こ
の
振

り
返
り
を
共
有
す
る
こ
と
で
、「
こ

の
人
の
録
画
を
見
て
み
た
い
」
と
い

う
布
石
に
も
な
る
。

四　

教
師
が
コ
メ
ン
ト
を
取
り
上

げ
て
褒
め
る

　

や
り
取
り
の
つ
な

げ
方
に
注
目
し
て
い

る
コ
メ
ン
ト
を
取
り

上
げ
て
褒
め
る
。
自

分
が
話
す
と
き
の
参

考
に
も
な
る
。

　

今
後
も
英
語
の
授

業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
つ
い
て
全
国
の
仲
間
と
研

究
・
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

活
用
し
て
い
る
。
端
末

に
つ
い
て
い
る
マ
イ
ク

で
は
、
音
声
を
ク
リ
ア

に
録
音
で
き
な
い
場
合

が
あ
る
。
ヘ
ッ
ド
セ
ッ

ト
が
あ
れ
ば
、
マ
イ
ク
代
わ
り
に
な

る
。

　

自
撮
り
で
も
録
画
は
可
能
だ
が
、

誰
か
に
録
画
を
し
て
も
ら
う
ほ
う
が

緊
張
感
が
増
し
、
即
興
の
や
り
取
り

も
撮
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

振
り
返
り
を
投
稿
す
る
前
に

す
べ
き
こ
と

　

勤
務
校
で
はT

eam
s

を
使
っ
て

い
る
。
投
稿
す
る
前
に
振
り
返
り
の

一　

録
画
機
能
の
活
用
で
話
せ
る

よ
う
に
な
っ
た
Ａ
子

　

今
年
度
異
動
し
、「
学
力
的
に
厳

し
い
」
と
引
き
継
い
だ
Ａ
子
に
出

会
っ
た
。
授
業
開
き
か
ら
二
時
間
目

の
授
業
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
英
会
話
の
指

導
に
よ
っ
て
、
五
往
復
の
会
話
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
か
月
半
後
、

一
分
三
〇
秒
で
一
二
往
復
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
Ａ
子
が
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、

や
り
取
り
の
録
画
と
共
有

を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
長
く
、

会
話
の
つ
な
げ
方
を
学
ん
だ
か
ら
だ

と
考
え
る
。

　

次
の
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
端
末
を

活
用
し
て
い
る
。

①
　
や
り
取
り
を
録
画
す
る
。

②
　
自
分
の
録
画
を
見
て
、
振

り
返
り
を
投
稿
す
る
。

③
　
友
達
の
録
画
を
見
て
、
コ

メ
ン
ト
を
す
る
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
友
達
の
や
り
取
り
を
真
似
し
て
、

会
話
の
つ
な
げ
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
。

二　

や
り
取
り
の
録
画
の
仕
方

　

ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
マ
イ
ク
と
し
て

英語のやり取り
の録画を活用し
た学び方
撮影した動画を共有し、
友達のやり取りの動画を
見て、やり取りの表現や
会話のつなげ方を学ぶこ
とができる。

長野県長野市立長野中学校

白
しら

鳥
とり

友
とも

樹
き

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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こ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
掌
に

パ
ン
チ
を
当
て
る
練
習
を
通
し
て
、

「
ち
ょ
っ
と
力
が
強
い
。
も
っ
と
優

し
く
」「
当
た
り
そ
う
で
当
た
ら
な

い
所
で
止
め
て
み
て
」

な
ど
言
い
な
が
ら
。
そ
こ
で
、
力
加

減
を
少
し
ず
つ
学
ん
で
い
っ
た
。

伝
え
る
た
め
の
文
字

　

ひ
ら
が
な
を
全
て
習
っ
た
後
、
Ａ

は
う
れ
し
く
な
っ
て
ク
ラ
ス
全
員
の

名
前
を
一
枚
の
紙
に
書
い
た
。
そ
れ

を
写
真
に
撮
り
、
テ
レ
ビ
に
投
影
し

て
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
紹
介
し
た
ら
、

Ａ
が
み
ん
な
の
事
を
考
え
て
い
る
の

が
伝
わ
り
、
拍
手
と
称
賛
を
浴
び
た
。

こ
の
件
か
ら
、
Ａ
は
臆
す
る
こ
と
が

な
く
な
り
、
授
業
中
も
、
積
極
的
に

発
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
周
り
の
仲

間
と
の
距
離
も
さ
ら
に
縮
ま
っ
て

い
っ
た
。
Ａ
の
件
か
ら
、
時
間
を
か

け
、
モ
デ
ル
を
示
し
、
教
え
、
褒
め

続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

伝
え
る
た
め
の
文
字

率
先
垂
範
と
し
て
の
謝
罪

Ａ
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
ら
、

一
緒
に
謝
っ
た
。
一
緒
に
謝
る
こ
と

で
、
相
手
も
納
得
し
た
し
、
Ａ
も
謝

り
や
す
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
大
上
段

か
ら
、
悪
い
も
の
は
悪
い
と
指
導
す

る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
受
け
皿
の
な
い
そ
の
当
時
の

Ａ
に
と
っ
て
、
指
摘
や
説
教
が
彼
自

身
の
存
在
拒
否
に
し
か
捉
え
ら
れ
ず
、

指
導
に
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
一
般
論

を
捨
て
、
Ａ
の
心
に
寄
り
添
い
、
心

を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
、
頑
な
な
Ａ

の
心
の
氷
を
溶
か
し
、
Ａ
も
周
り
も

幸
せ
に
な
る
こ
と
だ
と
信
じ
、
Ａ
と

一
緒
に
謝
り
続
け
た
。
二
か
月
近
く

経
っ
た
六
月
ご
ろ
、
Ａ
だ
け
で
謝
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

喧
嘩
ご
っ
こ

　

力
加
減
が
分
か
ら
な
い
Ａ
。
本
当

は
、
み
ん
な
と
仲
良
く
し
た
い
け
ど
、

力
が
強
す
ぎ
て
、
暴
力
だ
と
思
わ
れ

て
し
ま
う
。そ
こ
で
、私
と
喧
嘩
ご
っ

率
先
垂
範
と
し
て
の
謝
罪

喧
嘩
ご
っ
こ

課
題

　

Ａ
は
、
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難

し
く
、
距
離
感
の
難
し
さ
か
ら
毎
日
、

暴
言
・
暴
力
が
続
い
た
。

共
感
的
理
解

　

私
の
役
割
は
、
学
校
で
の
Ａ
の
頼

り
に
な
る
保
護
者
に
な
る
こ
と
と
考

え
た
。
例
え
ば
、鬼
ご
っ
こ
の
場
面
で
、

「
タ
ッ
チ
し
た
、
タ
ッ
チ
し
て
な
い
問

題
」
が
よ
く
起
こ
っ
た
。
夢
中
に
な

り
過
ぎ
て
、
タ
ッ
チ
さ
れ
た
こ
と
を

本
当
に
気
付
い
て
い
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
し
、
わ
ざ
と
タ
ッ
チ
さ
れ
た

こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
ふ
り
を
し

課
題

共
感
的
理
解

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は

本
人
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

重
い
心
の
扉
を
開
け
る
た
め
に
、
Ａ

が
困
っ
た
ら
、
寄
り
添
い
、
相
談
を

聞
い
た
。「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
思
っ
た

ん
や
な
」「
そ
れ
は
辛
か
っ
た
な
」

「
で
っ
、ど
う
し
た
か
っ
た
の
？
」「
今

度
、
ど
う
し
た
ら
い
い
と
思
う
？
」

「
じ
ゃ
あ
、そ
れ
を
伝
え
た
ら
ど
う
？
」

な
ど
共
感
的
理
解
を
示
し
な
が
ら
、

時
間
を
か
け
て
Ａ
の
話
を
じ
っ
く
り

聞
い
た
。
急
が
ば
回
れ
だ
と
思
っ
た

か
ら
だ
。
暴
力
場
面
を
極
力
減
ら
す

た
め
に
、
時
間
が
許
す
限
り
、
休
み

も
一
緒
に
い
続
け
た
。

有段者が教える！
学級経営の極意・
子供たちのドラマ

暴れん坊の心を開くため、
共感的理解・代理の謝罪・
モデルの提示（力加減の
練習）が鍵になる。

大阪府富田林市立大伴小学校

原
はら

田
だ

朋
とも

哉
や

学級経営の極意極意・
子供たちのドラマドラマ

有段者が教える！
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画
面
右
上
の
「
…
」
を
選
択
。

　「
テ
キ
ス
ト
を
抽
出
す
る
」
を
選
択
。

　
簡
単
に
か
つ
速
く
画
像
の
テ
キ
ス

ト
を
文
字
化
し
て
く
れ
る
。

２　

そ
の
ま
ま
所
見
に
使
え
る

　
日
々
の
様
子
を
細
か
く
記
録
し
て

お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
見
を
書
く

と
き
に
役
立
っ
て
く
れ
る
。
子
供
・

保
護
者
は
喜
び
、
自
分
の
仕
事
に
も

使
え
る
。
ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
あ
る
。

３　

テ
キ
ス
ト
抽
出
機
能

　
こ
の
機
能
は
、
島
根
の
太
田
政
男

氏
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
画
像
を
自
動
で
読
み
込
み
、
画
像

に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
を
抽
出
し
て
く

れ
る
。
つ
ま
り
、
所
見
で
使
う
と
き
に
、

コ
ピ
ペ
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
画
像
を
児
童
個
人
の
フ
ァ

イ
ル
を
選
択
す
る
。

　
次
に
、
テ
キ
ス
ト
抽
出
を
し
た
い

画
像
を
選
択
す
る
。

２　

そ
の
ま
ま
所
見
に
使
え
る

３　

テ
キ
ス
ト
抽
出
機
能

　
子
供
を
褒
め
る
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
私
は
、
メ
モ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
、
連
絡
帳
に
貼
っ
て
返
却
し
て

い
る
。
保
護
者
か
ら
も
感
謝
の
お
手

紙
を
い
た
だ
い
た
。

　
し
か
し
、
一
つ
一
つ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
渡
し
て
終
わ
り
で
は
も
っ
た
い

な
い
。
そ
こ
で
、
私
はGoogle 

keep

に
保
存
し
て
い
く
こ
と
に
し

た
。Google keep

は
山
口
県
の
林

健
広
氏
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　
次
に
、Google keep

の
良
い
と

こ
ろ
を
記
載
す
る
。

１　

あ
ま
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
渡
せ
て

い
な
い
児
童
が
分
か
る

　
や
は
り
勉
強
の
苦
手
な
児
童
、
気

に
な
る
児
童
に
ば
か
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
渡
し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
。
一
学

期
は
そ
の
差
が
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。Google keep

に
保
存
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
誰
に
何
枚
渡
し
た
の
か

が
分
か
る
た
め
、
大
き
な
差
が
生
じ

る
こ
と
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

１　

あ
ま
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
渡
せ
て

い
な
い
児
童
が
分
か
る

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

Google keep

子供たちを均等に褒め、
所見にも使える優れ技。

山口県周南市立富田東小学校

櫻
さくら

井
い

愛
あい

梨
り

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！
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こ
う
や
っ
て
見
る
と
、
一
つ
の
関

心
に
お
い
て
、
テ
ー
マ
が
「
芋
づ
る

式
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

４�　

自
分
の
関
心
の
地
続
き
に
あ
る

事
柄
を
テ
ー
マ
に　

２

　

実
は
、「
大
気
の
歴
史
」
の
後
の

検
定
の
テ
ー
マ
は
、「
環
境
」
で
は

な
い
。

　

そ
の
時
期
、
私
は
サ
ー
ク
ル
を
も

と
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
よ
う
と

し
て
お
り
、
そ
ち
ら
に
関
心
を
向
け

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

授
業
は
、
そ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
可
能

性
を
取
り
上
げ
た
も
の
だ
っ
た
。

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
『
社
会
貢
献
』

の
視
点
を
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
職
業
に
）」

で
あ
る
。

　

こ
れ
も
、
自
分
の
関
心
の
地
続
き

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
自
分
の
関
心
を
大
切
に
し

て
、
テ
ー
マ
設
定
を
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

３�　

自
分
の
関
心
の
地
続
き
に
あ
る

事
柄
を
テ
ー
マ
に　

１

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
テ
ー
マ
を
選

ん
で
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。

　

そ
れ
は
、
自
分
の
関
心
の
地
続
き

に
あ
る
事
柄
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と

だ
。
こ
れ
な
ら
、
無
理
な
く
、
自
然

に
、
息
長
く
追
究
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。

　

私
の
場
合
、
初
め
て
の
検
定
の

テ
ー
マ
決
め
の
際
に
最
も
関
心
が

あ
っ
た
の
は
、「
環
境
問
題
」
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
最
初
に
つ
く
り
上
げ
た

の
が
、

「
食
品
ゴ
ミ
と
リ
サ
イ
ク
ル
」

と
い
う
授
業
だ
っ
た
。

　

そ
の
授
業
を
皮
切
り
に
、
一
年
に

一
つ
授
業
を
つ
く
っ
て
い
っ
た
。

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
と
リ
サ
イ
ク

ル
」

「
豊
か
さ
を
維
持
す
る
知
恵
」（
江

戸
時
代
の
植
林
が
テ
ー
マ
）

「
大
気
の
歴
史
」（
二
酸
化
炭
素
と

地
球
温
暖
化
が
テ
ー
マ
）

で
あ
る
。

１�　

テ
ー
マ
が
宙
に
浮
い
て
い
な
い

か

　

授
業
技
量
検
定
で
し
だ
い
に
級
が

上
が
っ
て
い
く
と
、
テ
ー
マ
に
つ
い

て
悩
む
こ
と
に
な
る
。

「
現
代
的
な
課
題
」「
新
た
な
問
題

提
起
」、そ
ん
な
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ
っ

て
い
く
の
だ
。

　

す
る
と
、
目
新
し
い
事
柄
、
耳
目

を
集
め
る
事
柄
に
飛
び
つ
き
た
く
な

る
の
だ
が
、
そ
ん
な
テ
ー
マ
は
地
に

足
が
つ
い
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
が

ち
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
自
分
の
関
心
や
教
室
の

実
践
・
授
業
か
ら
離
れ
た
「
宙
に
浮

い
た
も
の
」
で
、
そ
の
場
限
り
の
も

の
な
の
だ
。

２�　

そ
も
そ
も
、
検
定
指
導
案
や
授

業
に
か
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

保
て
な
い

　

授
業
技
量
検
定
の
指
導
案
づ
く
り

や
授
業
づ
く
り
は
、
息
の
長
い
取
り

組
み
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
息
の
長
い
取
り
組
み
で
は
、

「
こ
れ
が
最
先
端
だ
」「
す
ご
い
ネ

タ
だ
」
と
い
っ
た
新
奇
さ
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
こ
と
な
ど
、
な

か
な
か
で
き
な
い
。

　

す
ぐ
に
息
切
れ
し
て
し
ま
う
。

TOSS授業技量検定

指　導　案

自分の関心の 
地続きにある 

事柄をテーマに
テーマが宙に浮かないために。

元横浜市小学校教諭 

渡
わた

辺
なべ

 喜
よし

男
お
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T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

子
供
を
学
校
に
来
さ
せ
な
い

保
護
者
へ
の
対
応

休
み
の
日
に
子
供
同
士
で
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
、
保
護
者
か
ら
「
解
決

す
る
ま
で
学
校
に
は
行
か
せ
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
学
校
に
来
さ

せ
て
く
だ
さ
い
」
と
連
絡
を
し
て
も
、

欠
席
す
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

学
校
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

し
て
学
校
に
行
か
せ
る
よ
う
要
求
す
る

権
利
を
も
っ
て
い
る
の
は
子
供
で
す
。

学
校
に
権
利
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
学
校
に
あ
る
の
は
、
あ
く
ま
で

も
、
子
供
が
学
校
に
来
た
と
き
に
き
ち

ん
と
学
習
で
き
る
よ
う
に
状
況
を
整
え

る
義
務
で
す
。
教
師
が
き
ち
ん
と
子
供

の
こ
と
を
見
る
、
教
室
に
本
人
の
席
が

き
ち
ん
と
あ
る
と
い
っ
た
状
況
を
整
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

教
育
の
主
役
は
子
供
で
す
。
こ
れ
に

応
じ
る
義
務
は
第
一
次
に
保
護
者
が
負

い
、第
二
次
と
し
て
学
校
側
が
負
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
保
護
者
に

対
し
て
何
も
働
き
か
け
を
し
な
く
て
い

い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
と
し

て
は
、
あ
く
ま
で
も
子
供
の
た
め
に
学

校
教
育
を
行
う
と
い
う
職
務
が
あ
り
ま

す
。
予
定
や
行
事
を
伝
え
、
お
子
さ
ん

を
学
校
に
来
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う

働
き
か
け
は
必
要
で
す
。

　

原
因
と
な
っ
て
い
る
子
供
同
士
の
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
、
本
当
に
メ
ン
タ
ル
を

や
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
別

室
を
用
意
す
る
な
ど
の
対
応
を
保
護
者

に
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
学
校
に
子
供
を
行

か
せ
な
い
場
合
は
、
育
児
自
体
を
放
棄

し
て
い
る
ネ
グ
レ
ク
ト
の
危
険
も
あ
り

ま
す
。
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
場
合
、
早
急
に
児
童
相
談
所
に
通
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

高
校
一
年
担
任
で
す
。
担
任
し
て
い

る
ク
ラ
ス
の
女
子
生
徒
が
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
相
手
は

交
際
し
て
い
る
同
じ
ク
ラ
ス
の
男
子
生

徒
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
が
起
き

た
場
合
、
学
校
と
し
て
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

学
校
に
行
か
せ
る
義
務
は
保
護
者
に

あ
り
ま
す
。
保
護
者
は
ど
の
よ
う
な
事

情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は

子
供
を
学
校
に
行
か
せ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、
保
護
者
に
対
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「
先
生
が
こ
れ
か
ら
す
る
動
作
を
作
文
に
し
な

さ
い
。
で
き
る
だ
け
長
く
書
き
な
さ
い
」
と
指

示
す
る
。

　

何
を
し
た
ら
良
い
か
を
シ
ン
プ
ル
に
伝
え
る
。

授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
の
一
つ
、「
簡
明
の
原
則
」

で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
「
こ
の
後
、
先
生
は
何

を
す
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
教
師
に
注
目
す
る
。

　

次
に
、
廊
下
に
出
た
り
、
戸
を
開
け
た
り
す

る
。
子
供
た
ち
は
教
師
の
行
動
を
不
思
議
そ
う

に
見
て
い
る
。

「
こ
れ
だ
け
で
す
。
さ
あ
、
書
き
な
さ
い
」
と

指
示
を
す
る
。
追
試
し
た
際
、「
こ
れ
だ
け
？
」

「
何
も
し
て
な
い
よ
！
」
な
ど
の
声
が
出
る
。

　

子
供
た
ち
の
言
葉
一
つ
一
つ
に
対
応
す
る
こ

と
は
し
な
い
。
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、「
書
き
な

さ
い
」
と
だ
け
言
う
。

　

書
け
た
ら
、
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
読
み
上
げ
、
評
定
を
す
る
。
読
み

上
げ
る
こ
と
で
、
ま
だ
書
け
て
い
な
い
子
供
た

ち
へ
の
例
示
に
な
る
。

　

お
そ
ら
く
、
原
稿
用
紙
一
〜
二
行
程
度
で
あ

る
。「
Ｄ
評
定
で
す
。」
と
言
い
、
ノ
ー
ト
に
Ｄ

と
書
く
。
特
に
説
明
を
す
る
こ
と
は
し
な
い
。

　

そ
の
後
も
Ｄ
評
定
が
続
く
。
子
供
た
ち
は
、

二
行
以
下
な
ら
ば
Ｄ
評
定
な
の
だ
と
い
う
評
定

基
準
を
徐
々
に
理
解
し
て
い
く
。

や
が
て
、
Ｃ
や
Ｂ
評
定
が
出
て
く
る
。
評
定

を
伝
え
た
後
、
読
み
上
げ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
や
テ
レ
ビ
に
映
し
て
も
よ
い
。

　

評
定
の
良
い
も
の
と
良
く
な
い
も
の
が
出
る

こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
何
を
し
た
ら
良
い
か
理

解
す
る
。
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
の
一
つ
、

「
個
別
評
定
の
原
則
」
で
あ
る
。

　

教
師
が
い
ち
い
ち
説
明
し
な
く
て
も
、

「
思
っ
た
こ
と
を
書
い
た
方
が
良
い
」
等
の
ポ

イ
ン
ト
が
子
供
た
ち
に
広
ま
っ
て
い
く
。

　

以
降
、
持
っ
て
く
る
文
章
の
レ
ベ
ル
が
激
変

す
る
。
大
い
に
驚
き
、
褒
め
る
と
よ
い
。

この向山実践を追試追試しよう
～誰でもできる追試手順

子供熱中 教室激変！

「
先
生
が
こ
れ
か
ら
す
る
動
作
を
作
文
に
し
な

さ
い
。
で
き
る
だ
け
長
く
書
き
な
さ
い
」
と
言
っ

て
廊
下
に
出
た
。

戸
を
開
け
て
、
教
室
の
中
央
で
子
ど
も
た
ち

を
み
た
。

「
こ
れ
だ
け
で
す
。
さ
あ
書
き
な
さ
い
」
と
言
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
エ
ッ
！
」
と
言
っ
て
ぽ

か
ん
と
し
て
い
た
。

　

島
崎
敬
子
「
先
生
が
ド
ア
を
あ
け
て
教
室
に

入
っ
て
来
て
、
電
気
を
つ
け
て
明
る
く
し
て
か
ら
、

み
ん
な
の
前
に
立
っ
て
か
ら
電
気
を
消
し
た
。」

　

こ
の
作
文
は
上
等
の
方
で
あ
っ
た
。
他
の
子

は
も
っ
と
短
か
っ
た
。
し
か
し
島
崎
の
ノ
ー
ト

に
私
は
Ｄ
を
つ
け
た
。
こ
ん
な
程
度
で
は
し
か

た
な
い
の
で
あ
る
。

（『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
22
』
明
治

図
書
）

北
海
道
浦
河
高
等
学
校

上う
え

田だ

浩ひ
ろ

人と

文
を
長
く
書
く

「
授
業
は
面
白
く
、
か
つ
知
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
つ
も
う
ま
く
い
く
も
の
で
は
な

い
が
、
勉
強
し
て
工
夫
す
れ
ば
、
今
ま
で
と
ち
が
っ
た
授
業
に
な
っ
て
く
る
。」
向
山
氏
の

言
葉
で
あ
る
。
向
山
実
践
に
は
、子
供
た
ち
を
熱
中
さ
せ
る
た
め
の
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
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「
や
れ
ば
で
き
る
」
で
な
く
「
や
っ
た
ら
で
き
た
」
で
あ
る

「
良
い
と
こ
ど
り
」
も
悪
く
は
な
い
。
悪
く
は
な
い
が
、
密
度
が
低
下
す
る
分
、
成
果
も
下
が
る
。

徹
底
的
に
実
践
す
る
に
は
勇
気
と
決
意
が
要
る
。
そ
の
分
、
向
上
的
変
容
の
事
実
が
生
ま
れ
る
。

「
徹
底
的
に
」
の
部
分
を
追
究
す
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
仕
事
で
あ
る
。

　

統
計
上
七
人
に
一
人
と
言
わ
れ
る
境
界
知
能

児
。
以
前
所
属
し
て
い
た
「
発
達
障
害
へ
の
対

応
委
員
会
」（
四
者
協
）
に
お
い
て
、ド
ク
タ
ー

の
何
人
か
は
「
境
界
知
能
は
発
達
障
害
よ
り
も

大
変
な
問
題
だ
」
と
述
べ
て
い
た
。

　

あ
く
ま
で
も
集
団
式
知
能
検
査
の
結
果
で
あ

る
が
、
某
中
学
校
の
我
が
学
年
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

の
子
供
た
ち
が
非
常
に
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
集
団
で
あ
っ
て
も
、
県
学
調
の
結
果
を

見
る
に
、
国
語
と
数
学
で
ど
の
学
力
層
（
埼
玉

県
学
調
は
一
人
一
人
の
学
力
の
変
化
を
小
四
か
ら

中
三
ま
で
追
い
続
け
る
）
も
例
外
な
く
向
上
し
た
。

　

入
学
後
の
授
業
に
よ
っ
て
、
で
あ
る
。
小
学

校
時
は
県
内
最
下
位
層
に
あ
っ
た
集
団
が
、
着

実
に
成
長
し
て
い
る
事
実
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

自
治
体
内
の
あ
る
会
議
で
私
は
堂
々
と
、「
ひ

と
え
に
授
業
の
成
果
で
す
」
と
述
べ
た
。

　

国
語
の
伸
び
の
秘
訣
は
何
か
。
幹
の
部
分
は
、

向
山
型
国
語
の
徹
底
実
施
で
あ
る
。
挑
め
ば
挑

む
ほ
ど
、
奥
の
深
さ
が
見
え
て
く
る
。
深し

ん

淵え
ん

を

の
ぞ
き
込
む
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
そ
れ
が

向
山
型
国
語
だ
。

　

そ
の
国
語
の
時
間
、
秋
口
に
な
る
と
次
々
と
ド

ラ
マ
が
生
ま
れ
た
。
た
と
え
ば
一
年
六
か
月
を
経

て
、
初
め
て
の
「
漢
字
ス
キ
ル
テ
ス
ト
一
〇
〇
点
」

を
取
っ
た
子
供
が
い
る
。
彼
の
日
記
は
入
学
後
八

か
月
間
平
仮
名
オ
ン
リ
ー
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
小

学
校
の
教
育
漢
字
が
ほ
と
ん
ど
書
け
な
い
の
だ
。

そ
れ
で
い
て
中
学
校
で
習
う
常
用
漢
字
で
一
〇
〇

点
満
点
を
取
る
。
し
か
も
、
連
続
で
取
る
。

　

例
え
ば
同
じ
月
日
を
経
て
、
初
め
て
の
「
単

元
テ
ス
ト
一
〇
〇
点
」
を
取
っ
た
子
供
が
い
た
。

あ
る
小
学
校
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
や
ん
ち
ゃ
坊
主

だ
。
入
学
後
も
授
業
妨
害
で
複
数
回
指
導
を
受

け
た
。
そ
の
彼
が
満
点
で
あ
る
。

　

例
え
ば「
指
名
な
し
発
表
」「
指
名
な
し
討
論
」

と
い
う
、
完
全
に
自
由
意
思
に
任
せ
ら
れ
た
空

間
の
中
で
、
初
め
て
自
ら
の
意
思
で
立
っ
て
発

言
し
た
子
供
が
い
た
。
そ
れ
こ
そ
何
人
も
い
た
。

　

入
学
時
か
ら
歩
み
を
共
に
し
て
き
た
者
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
に
心
底
感
動
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

成
果
が
上
が
る
ま
で
続
け
る
、
本
人
の
そ
の
努

力
を
支
え
、
励
ま
し
、
時
に
叱
り
、
喝
を
入
れ

…
…
そ
の
よ
う
な
絶
え
間
な
い
営
み
の
果
て
に
こ

そ
、
偽
り
の
な
い
感
動
が
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
を
慰
め
の
よ

う
に
、
あ
る
い
は
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、

何
万
遍
く
り
返
し
て
も
、
現
実
は
変
わ
ら
な
い
。

　

重
要
な
の
は
、「
や
っ
た
ら
で
き
た
」
と
い

う
人
間
の
事
実
を
、
ひ
と
つ
で
も
多
く
生
み
出

し
、
眼
前
に
示
し
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
我
々
指
導
者
の
仕
事
の
根
っ
こ
で

あ
る
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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三
　
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
な
る
の
か

『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』
の

「
ま
え
が
き
」
で
向
山
氏
は
語
る
。

　

ま
ず
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
。

次
に
ど
う
す
る
の
か
。
そ
れ
を
ど

の
く
ら
い
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

そ
の
結
果
、
ど
の
程
度
の
技
量

が
身
に
付
く
の
か
。

　

今
、「
探
究
型
」
と
い
わ
れ
る
授

業
方
法
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
私

も
そ
れ
は
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
教
師
の
専

門
職
と
し
て
の
「
授
業
技
術
」
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ

う
に
し
て
上
達
さ
せ
て
い
く
の
か
と

い
っ
た
基
本
的
な
専
門
性
の
向
上
が

等と
う

閑か
ん

に
な
っ
て
い
る
な
ら
問
題
で
あ

る
。
若
く
未
来
の
あ
る
教
師
た
ち
が

教
室
で
生
き
生
き
と
躍
動
し
て
ほ
し

い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
「
授
業

の
原
則
」
を
し
っ
か
り
と
学
び
身
に

付
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

二
　
授
業
技
術
論
と
授
業
上
達
論

こ
の
本
は
、
書
名
に
あ
る
と
お
り

「
授
業
の
腕
を
上
げ
る
」
こ
と
を
う

た
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
教
師
の

「
上
達
論
」
で
あ
る
。
上
達
論
に
つ

い
て
、
四
〇
年
前
に
語
っ
て
い
た
本

は
皆
無
で
あ
っ
た
。

か
つ
「
す
ぐ
に
役
立
つ
」「
即
効

性
の
あ
る
」
授
業
技
術
が
書
か
れ
て

い
る
本
で
も
あ
る
。「
技
術
」
を
そ

の
よ
う
に
紹
介
し
た
本
も
、
そ
れ
以

前
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

令
和
の
今
、
こ
う
し
た
教
育
技
術

や
原
則
的
な
考
え
方
は
、
ネ
ッ
ト
上

で
発
信
し
て
い
る
「
教
育
系
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
」
と
い
わ
れ
る
方
々
に

よ
っ
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
方
々
が
書
い
た
書
籍
も
出
版
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
多
く
は
、
源
流
を
た
ど
れ
ば

こ
の
『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』

等
の
向
山
洋
一
の
書
籍
群
の
影
響
を
、

た
と
え
間
接
的
に
で
も
受
け
て
い
る

よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

一
　
教
育
書
の
金
字
塔

「
授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
」
が

前
回
で
一
応
完
結
し
た
。

今
回
か
ら
は
「
授
業
の
原
則
一
〇

カ
条
」
の
解
説
を
始
め
る
。「
授
業

の
原
則
一
〇
カ
条
」
と
は
向
山
洋
一

著
『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』
の

第
一
章
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
〇
の

原
則
の
こ
と
で
あ
る
。

同
書
に
は
一
九
八
五
年
初
版
の
明

治
図
書
版
『
授
業
の
腕
を
あ
げ
る
法

則
』
と
、
二
〇
一
五
年
の
学
芸
み
ら

い
社
の
『
新
版
授
業
の
腕
を
上
げ

る
法
則
』
が
あ
る
。
内
容
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
が
、
新
版
で
は
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
た
修
正
や
加
筆
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
連
載
で
は
学

芸
み
ら
い
社
の
「
新
版
」
を
も
と
に

書
き
す
す
め
る
予
定
で
あ
る
。

『
授
業
の
腕
を
上
げ
る
法
則
』
は
日

本
の
教
育
出
版
界
に
お
け
る
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
で
あ
り
「
ロ
ン
ゲ
ス
ト
」
セ

ラ
ー
で
も
あ
る
。
出
版
か
ら
四
〇
年

近
い
が
、
す
で
に
一
〇
〇
版
を
は
る

か
に
超
え
、
今
も
読
ま
れ
続
け
て
い

る
。
教
育
書
の
ま
さ
に
金
字
塔
と

い
っ
て
よ
い
存
在
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
著
名
な
本
に
は
、
そ
の

本
の
内
容
に
対
し
て
賛
成
・
反
対
に

か
か
わ
ら
ず
、
教
職
に
就
く
者
は
目

を
通
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「まえがき」（1）

授業がうまくいかない。子供た
ちの反応が悪い。分かりやすい
授業をしたい。そうした声が若
い先生方から出ているという。
30名もの児童・生徒を上手に
教えるのは「思いつき」ではで
きない。その基盤としての「授
業の原則」を解説していく。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座
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▼
私
は
、
向
山
洋
一
氏
と
同
時
代
に
生
き
、
教

育
技
術
の
法
則
化
運
動
に
参
加
で
き
て
つ
く
づ

く
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

二
〇
代
、
向
山
著
作
、
法
則
化
関
連
書
籍
を

読
み
、数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
追
試
を
し
た
。サ
ー

ク
ル
通
信
、
法
則
化
論
文
、
学
級
通
信
を
量
産

し
た
。
再
現
し
、
書
く
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
力

に
な
っ
た
。
合
宿
に
参
加
し
、
盟
友
杉
山
裕

之
氏
は
じ
め
、
多
く
の
仲
間
と
語
り
合
っ
た
。

　

三
〇
代
、教
室
実
践
に
磨
き
を
か
け
た
。「
ま

ち
づ
く
り
教
育
」
に
没
頭
す
る
。

　

四
〇
代
、
授
業
技
量
検
定
に
次
々
と
挑
戦
。

一
方
で
、
学
校
づ
く
り
が
視
野
に
入
る
。
大
塚

の
教
育
と
吉
永
順
一
氏
の
海
浦
小
学
校
へ
の
強

烈
な
憧
れ
が
あ
っ
た
。

　

五
〇
代
、
教
頭
職
。
親
守
詩
、
子
ど
も
観
光

大
使
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
を
通
し
て
、
国
会

議
員
、
県
議
た
ち
と
連
携
。
補
助
教
材
問
題
、

教
材
採
択
の
正
常
化
・
公
正
化
に
も
動
く
。

　

五
九
歳
、
午
前
五
時
間
制
と
椿
原
正
和
氏
の

校
内
研
修
講
師
招
聘
に
道
筋
を
付
け
て
、
早
期

退
職
。
教
師
人
生
に
悔
い
は
な
い
。

▼
三
九
歳
。
私
の
生
き
方
を
変
え
た
大
き
な
出

来
事
が
あ
っ
た
。

　

私
は
、
向
山
氏
に
謝
罪
の
手
紙
を
認し

た
た

め
た
。

そ
れ
で
法
則
化
を
去
ろ
う
と
思
っ
た
。
ほ
ど
な

く
、
向
山
氏
か
ら
一
枚
の
葉
書
が
届
い
た
。

「
拝
見
し
ま
し
た
。
失
敗
や
間
違
い
は
、
誰
に

で
も
あ
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
こ
と
が
、
高
山

君
の
『
学
び
』
と
な
り
、
一
層
、
深
み
の
あ
る

教
育
実
践
を
つ
く
っ
て
い
く
糧
と
な
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

向
山
洋
一
」

　

一
枚
の
葉
書
が
私
を
救
っ
た
。
こ
の
四
年
後
、

「
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
実
践
」
を
冊
子
に

ま
と
め
た
。
こ
れ
が
向
山
氏
の
目
に
留
ま
り
、

浜
松
で
「
ま
ち
づ
く
り
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

全
国
イ
ベ
ン
ト
の
事
務
局
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。

　

向
山
氏
の
葉
書
の
言
葉
は
、
私
が
、
子
供
た

ち
に
も
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
も
、
か
か
わ
る

と
き
の
大
き
な
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

▼
四
八
歳
。「
庭
園
都
市
」
の
授
業
で
、
授
業

技
量
検
定
三
段
を
認
定
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
で

あ
る
。
懇
親
会
で
、「
私
は
も
っ
と
ま
ち
づ
く

り
教
育
を
全
国
に
広
め
て
い
き
た
い
」
と
ス

ピ
ー
チ
し
た
。
す
か
さ
ず
、
向
山
氏
が
言
っ
た
。

「
高
山
君
が
、
ま
ち
づ
く
り
教
育
以
外
の
授
業

を
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
広
ま
る
」

　

そ
う
な
の
だ
。
授
業
の
守
備
範
囲
の
キ
ャ
パ

を
広
げ
れ
ば
、
子
供
も
、
人
も
つ
い
て
く
る
。

　

現
在
、
六
五
歳
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ　

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
浜

松
き
ら
り
タ
ウ
ン
教
室
を
経
営
し
、
年
中
さ
ん

か
ら
中
三
ま
で
の
四
〇
人
の
指
導
。
今
も
な
お
、

鍛
え
ら
れ
充
実
し
た
道
を
歩
ん
で
い
る
。

　
法
則
化
を
去
ろ
う
と
思
っ
た
と
き

「
失
敗
や
間
違
い
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で
す
」

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

T
O
S
S

K
i
d
s
浜
松
き
ら
り
タ
ウ
ン
教
室

高た
か

山や
ま

佳よ
し

己み

私の
教師道
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一
　「
よ
く
見
付
け
た
ね
え
」

　

向
山
氏
は
冊
子
を
一
目
見
る
な
り
、
こ
の
よ
う

に
言
わ
れ
た
。
五
〇
ペ
ー
ジ
に
も
満
た
な
い
研
究

冊
子
で
あ
る
。
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
め
く
り
な
が
ら
も

懐
か
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

私
が
「
看
護
教
育
研
究
会
の
と
き
の
も
の
で
す
」

と
話
す
と
、
隣
の
師
尾
氏
が
、「
え
、
そ
の
研
究
会
、

私
も
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。
し

か
も
、
向
山
氏
が
話
さ
れ
た
内
容
も
覚
え
て
い
た
。

　

そ
の
抄
録
を
読
む
と
、
向
山
氏
は
病
床
で
も
仕

事
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

向
山
氏
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
抄
録
の
末
尾
に
「
１

９
８
９
年
６
月
24
日　

病
床
に
て
」
と
記
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

二
　
抄
録
の
タ
イ
ト
ル
の
理
由
を
確
認
す
る

　

向
山
氏
の
そ
の
抄
録
の
タ
イ
ト
ル
は
「
教
師
の

腕
を
あ
げ
る
」
で
あ
っ
た
。
冒
頭
は
概
略
、
次
の

よ
う
に
続
く
。

「
今
、
昭
和
医
大
外
科
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
。

入
院
し
て
一
か
月
目
。
腹
膜
炎
を
起
こ
し
、
手
術

は
四
時
間
に
及
ん
だ
。」

　

そ
し
て
本
文
で
は
、「
教
え
る
」
と
い
う
こ
と
を

考
え
直
し
、
三
つ
の
発
見
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

ア　

ご
め
ん
な
さ
い
と
い
う
言
葉
は
人
を
支
え
る
。

イ　

約
束
を
守
る
の
は
人
間
関
係
に
大
切
。

ウ　

科
学
的
な
見
直
し
は
人
を
や
る
気
に
さ
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
向
山
氏
は
病
床
で
学
ん
だ

と
い
う
。

　

こ
こ
で
述
べ
た
向
山
氏
の
学
び
は
、
教
育
技
術

的
な
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
人
間
力
の
よ

う
な
気
が
し
た
。
だ
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
が
「
教
師

の
腕
を
あ
げ
る
」
な
の
か
な
と
、
推
察
し
た
。
そ

の
点
を
向
山
氏
に
尋
ね
る
と
、
覚
え
て
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
師
尾
氏
も
「
そ
こ
ま
で
考
え

た
の
で
は
な
く
、
単
に
教
師
の
腕
と
し
た
の
で
は
」

と
い
う
こ
と
で
、
私
の
追
究
は
そ
こ
で
途
絶
え
た
。

三
　
向
山
氏
が
最
も
参
考
に
し
た
テ
ー
マ

　

冊
子
の
あ
る
一
ペ
ー
ジ
「
臨
場
感
を
持
た
せ
た

授
業
展
開
」
に
は
、
向
山
氏
の
大
量
の
書
き
込
み

が
見
ら
れ
た
。

　

と
く
に
、
授
業
分
析
の
内
容
の
小
見
出
し
四
つ

に
全
て
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
て
い
た
。

①　

看
護
上
の
問
題
状
況
を
示
す

②　

解
決
の
模
索
を
示
し
て
い
る
過
程

③　

解
決
策
の
結
果
を
示
し
て
い
る
過
程

④　

①
〜
③
の
過
程
を
解
決
す
る
過
程

　

こ
れ
ら
の
四
項
目
は
、
抄
録
執
筆
者
の
千
葉
大

看
護
学
部
助
教
授
の
、
自
身
の
授
業
分
析
で
あ
る
。

　

こ
の
筆
者
に
よ
れ
ば
、
看
護
教
育
と
は
、
看
護
に

必
要
な
医
学
的
・
薬
学
的
知
識
を
学
ぶ
場
と
人
の

気
持
ち
や
考
え
方
、
人
と
の
関
係
の
あ
り
方
を
学

ぶ
場
が
あ
る
と
い
う
。
臨
場
感
を
も
た
せ
た
授
業
と

は
、
後
者
の
学
び
に
必
要
な
指
導
過
程
を
指
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
向
山
氏
は
こ
の
筆
者
の
講
演

時
の
内
容
を
、
多
数
書
き
留
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
聞
い
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
他
の
ペ
ー

ジ
の
書
き
込
み
に
は
、
そ
の
時
に
着
想
し
た
こ
と

も
向
山
氏
は
書
き
加
え
て
い
る
。
例
え
ば
「
看
護

学
の
構
造
を
明
ら
か
に
」
の
部
分
で
は
「
教
育
技

術
の
構
造
・
上
達
論
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
」

や
「
討
議
を
通
し
て
解
決
す
る
」
の
言
葉
に
は
「
討

議
」「
通
し
て
解
決
」
に
〇
囲
み
が
さ
れ
て
い
た
。

入
院
中
の
病
床
で
も

仕
事
を
さ
れ
た
向
山
氏

看
護
師
の
教
育
研
究
会
に
講
師
の
一
人
と
し
て
招
か

れ
る
。

「1989年度学術集会　第39回夏
期研究会（ワークショップ）1989
年度総会　プログラム・抄録集」
（全国看護教育研究会）

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校



67 2024. 1

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

Q 子
供
の
心
に
響
く
語
り

「
努
力
す
る
人
と
し
な
い
人
の
分
か
れ
道
っ
て
？
」

　
と
こ
ろ
が
、
次
の
日
で
す
。

懐
奘
　「
お
師
匠
様
、
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
、
志
が
あ
る
人
と
志
の
な
い
人
に

分
か
れ
る
で
し
ょ
う
か
」

道
元
　「
そ
れ
は
ね
、
大
変
い
い
質
問
だ
。
そ

れ
は
自
分
が
い
つ
か
死
ぬ
と
分
か
っ
て
い

る
か
ど
う
か
な
ん
で
す
。
死
ぬ
と
分
か
っ
て

い
る
人
は
志
が
あ
り
、
死
ぬ
と
分
か
っ
て
い

な
い
人
は
志
が
な
い
の
で
す
。
死
ぬ
と
分

か
っ
て
い
る
か
ら
志
を
も
ち
、
志
あ
る
か
ら

努
力
し
、
努
力
す
る
か
ら
成
功
す
る
ん
で
す

よ
」

　
林
先
生
は
、
今
こ
う
や
っ
て
偉
そ
う
に
喋
っ

て
ま
す
け
ど
、
先
生
も
初
め
て
の
人
生
な
ん
だ
。

初
め
て
の
人
生
を
一
生
懸
命
生
き
て
る
ん
だ
よ
。

先
生
も
い
つ
か
死
ぬ
ん
だ
。
死
ぬ
と
分
か
っ
て

る
か
ら
志
を
も
ち
、
努
力
し
、
そ
し
て
人
生
死

ぬ
前
に
成
功
し
た
っ
て
思
い
た
い
ん
だ
。
じ
ゃ
、

み
ん
な
国
語
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
話
を
卒
業
式
前
に
し
ま
し
た
。

　
卒
業
式
や
同
窓
会
な
ど
で
、
子
供
た
ち
が
い

い
話
だ
っ
た
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
う
弟
子
が
お
り
ま
し
て
。
懐
奘
が
師
匠
の
道

元
に
聞
い
た
わ
け
で
す
ね
。

懐
奘
「
お
師
匠
様
、
仏
様
の
道
に
い
な
が
ら

も
、
ど
う
し
て
成
功
す
る
人
と
成
功
し
な
い

人
が
い
る
ん
で
す
か
」

道
元
　「
い
い
質
問
だ
な
。
そ
れ
は
ね
、
ど
う

し
て
か
な
。
努
力
す
る
か
努
力
し
な
い
か
な

ん
だ
」

懐
奘
　「
あ
ー
、
な
る
ほ
ど
。
師
匠
さ
ん
、
分

か
り
ま
し
た
」

　
と
こ
ろ
が
、
次
の
日
で
す
。
ま
た
弟
子
が
言

い
ま
し
た
。

懐
奘
　「
ど
う
し
て
師
匠
様
、
努
力
す
る
人
と

努
力
し
な
い
人
に
分
か
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
」

道
元
　「
そ
れ
は
ね
、
志
が
あ
る
か
な
い
か
な

ん
だ
。
志
が
あ
る
人
は
努
力
を
す
る
。
志
が

な
い
人
は
努
力
を
し
な
い
ん
だ
」

懐
奘
　「
分
か
り
ま
し
た
。
お
師
匠
様
」

子
供
た
ち
の
心
に
響
く
、
林
先
生
の
お

す
す
め
の
語
り
を
聞
き
た
い
で
す
。

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立

清
末
小
学
校

好
き
な
本
か
ら
自
分
の
言
葉
で
語
る

　
自
分
が
読
ん
だ
本
、
旅
行
の
話
、
宇
宙

の
話
、
脳
の
話
な
ど
を
子
供
た
ち
に
話
す
こ
と

が
多
い
で
す
。
そ
の
中
で
も
曹
洞
宗
の
道
元
が

大
変
好
き
で
す
。
道
元
の
本
「
随
聞
記
」
で
す
。

　
こ
の
本
の
内
容
は
、
よ
く
子
供
た
ち
に
話
し

ま
す
。

　
以
下
は
、
卒
業
間
近
に
子
供
た
ち
に
よ
く
話

し
た
語
り
で
す
。

【
語
り
】

　
道
元
の
弟
子
に
ね
、
懐
奘
（
え
じ
ょ
う
）
と

A

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

令
和
六
年
の
幕
開
け

人
々
の
印
象
に
あ
る
の
は
、
今
上
陛
下
と
皇

后
さ
ま
︵
注　

現
・
上
皇
上
皇
后
両
陛
下
︶

が
、
各
地
の
被
災
地
を
献
身
的
に
お
見
舞
い

に
行
幸
さ
れ
た
か
ら
だ
。も
う
一
つ
、メ
デ
ィ

ア
の
進
歩
に
よ
り
、
災
害
の
詳
細
が
津
々

浦
々
ま
で
、
繰
り
返
し
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
だ
。

　
百
年
後
の
人
々
は
、
平
成
の
時
代
は
戦
乱

も
殺
戮
も
疫
病
の
大
流
行
も
、
米
の
と
れ
ぬ

大
干
ば
つ
も
無
い
平
和
な
時
代
だ
っ
た
と
思

う
だ
ろ
う
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
、
疫
病
流
行
八
か
月
前
の
文

章
で
あ
る
。

二
　
注
目
の
台
湾
総
統
選
挙

　

今
年
は
台
湾
総
統
選
挙
。
中
国
は
、
米
国

と
台
湾
で
行
わ
れ
る
選
挙
動
向
や
国
内
の
治

安
を
虎
視
眈
々
と
分
析
し
て
い
る
。

　

習
近
平
は
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
一
日

　

昭
和
六
年
、
草
田
男
が
大
学
生
の
時
に
、

母
校
を
訪
ね
、
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
間
に
大

正
期
の
一
五
年
間
を
挟
み
つ
つ
、
若
い
感
性

は
、
見
も
し
な
か
っ
た
明
治
を
「
遠
い
昔
」

と
表
現
し
た
。

　

令
和
の
時
代
も
五
年
が
過
ぎ
た
。
前
の
御

代
「
平
成
」
も
、「
遠
く
な
り
に
け
り
」
の

実
感
を
も
つ
人
が
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

私
は
、
本
誌
二
〇
一
九
年
四
月
号
に
「
平

成
の
世
の
終
焉
」
と
し
て
文
章
を
寄
せ
た
。

「﹃
平
成
の
世
は
ど
う
だ
っ
た
？
﹄
と
い
う

問
い
に
、﹃
災
害
の
多
い
時
代
だ
っ
た
﹄
と

答
え
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
⋮
⋮
そ
の
答
え

を
否
定
し
な
い
。
確
か
に
、
地
震
、
津
波
、

洪
水
、火
山
噴
火
、大
雪
な
ど
の
災
害
は
あ
っ

た
。
未
だ
に
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
人
が
多
数
い
る
こ
と
も
事
実
だ
。

　

し
か
し
、
私
は
﹃
平
成
の
時
代
は
災
害
が

多
か
っ
た
﹄
と
い
う
印
象
は
違
う
と
思
う
。

一
　
平
成
の
時
代
も
遠
く
な
り
に
け
り

　

龍
安
寺
は
、
仁
和
寺
の
二
王
門
前
の
な
だ

ら
か
な
「
き
ぬ
か
け
の
路
」
を
上
り
、
金
閣

寺
へ
向
か
う
途
上
に
あ
る
。
一
四
五
〇
年
、

戦
国
大
名
細
川
勝
元
が
創
建
。
昨
年
、
そ
の

子
孫
の
細
川
護
熙
元
首
相
が
、
龍
の
ふ
す
ま

絵
を
完
成
さ
せ
た
。
禅
寺
に
、
龍
の
雄
姿
は

よ
く
似
合
う
。

　

二
〇
二
四
年
と
い
う
四
で
割
り
切
れ
る
年

は
、
閏
年
で
あ
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
、

そ
し
て
米
国
大
統
領
選
挙
が
あ
る
。
令
和
六

年
、
辰
年
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

港
区
南
青
山
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
街
に
、

名
門
港
区
立
青
南
小
学
校
が
あ
る
。
正
門
横

に
、
卒
業
生
中
村
草
田
男
の
句
碑
。

　

降
る
雪
や
明
治
も
遠
く
な
り
に
け
り

の

新
時
代

69
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例
と
し
て
、
例
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な

ど
「
武
力
に
よ
る
紛
争
」
を
ど
う
扱
う
べ
き

か
？

○
我
が
国
の
「
国
際
協
力
」
の
一
つ
と
し
て
、

「
日
米
安
全
保
障
条
約
」
を
扱
う
べ
き
か
？

○
自
衛
隊
に
よ
る
「
抑
止
力
」
を
扱
う
べ
き

か
？
　
小
学
生
に
は
必
要
な
い
か
？

　

政
府
は
、
二
〇
二
二
年
十
二
月
十
六
日
、

今
後
一
〇
年
間
程
度
の
外
交
・
防
衛
の
政
策

の
指
針
と
な
る
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
な

ど
の
三
文
書
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

文
書
の
一
つ
「
国
家
防
衛
戦
略
の
要
旨
」

の
「
防
衛
上
の
課
題
」
で
「
自
国
を
守
る
た

め
に
は
、
力
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
は

困
難
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
る
抑
止
力
が
必
要

で
、
相
手
に
侵
略
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
意

思
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
記
述
す
る
。

　

社
会
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
有
事
の
際
に

「
自
分
の
国
を
守
る
」
と
の
回
答
は
、
回
答

参
加
七
十
余
か
国
中
、
ダ
ン
ト
ツ
の
最
下
位
。

こ
の
調
査
結
果
を
、
周
辺
国
は
ほ
く
そ
笑
ん

で
分
析
し
て
い
る
。「
平
和
ぼ
け
」
の
日
本

人
の
意
識
を
覚
醒
さ
せ
な
い
と
、
子
供
や
孫

の
時
代
、
我
が
国
の
存
立
は
危
う
く
な
る
。

し
か
し
、
空
母
打
撃
軍
は
、
敵
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
の
大
き
な
射
的
目
標
に
な
り
や
す
い
。
そ

れ
を
避
け
る
た
め
に
、
ミ
サ
イ
ル
圏
外
の
後

方
か
ら
の
行
動
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

そ
の
際
に
、
我
が
国
の
沖
縄
か
ら
連
な
る

先
島
諸
島
防
衛
を
ど
う
構
築
す
る
か
、
日
本

国
民
は
大
き
な
試
練
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

三
　
未
曽
有
の
危
機
に
備
え
る

　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
、
小
学
校
社
会
六

年
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
と
日
本
」

「
我
が
国
は
、
平
和
な
世
界
の
実
現
の
た
め

に
国
際
連
合
の
一
員
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
り
、
諸
外
国
の
発
展
の
た
め
に
援

助
や
協
力
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
」
と
述
べ
る
。

　

こ
の
内
容
の
具
現
化
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
の
教
育
を
ど
う
実
践
す
べ
き
か
。
例

え
ば
次
の
よ
う
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
「
平
和
な
世
界
の
実
現
」
の
不
安
定
要
素

と
し
て
、
領
海
侵
犯
を
繰
り
返
す
中
国
や
ロ

シ
ア
の
動
き
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
？

○
日
本
領
海
を
目
が
け
て
ミ
サ
イ
ル
発
射
を

繰
り
返
す
北
朝
鮮
の
行
為
を
ど
う
扱
う
か
？

○
「
地
球
規
模
で
発
生
し
て
い
る
課
題
」
の

の
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
第
六
回
総
会
で

四
〇
年
ぶ
り
の
「
歴
史
認
識
」
を
発
表
し
た
。

そ
こ
で
、「
台
湾
問
題
を
解
決
し
、
祖
国
を

統
一
す
る
こ
と
は
、
我
が
党
の
代
え
る
こ
と

の
で
き
な
い
歴
史
的
任
務
」
と
し
て
、
台
湾

支
配
を
宣
言
し
た
。

　

二
〇
二
二
年
十
二
月
の
読
売
新
聞
社
と
米

国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社
の
日
米
共
同
調
査
。

○
中
国
が
今
後
、
台
湾
に
軍
事
侵
攻
す
る
か

「
思
う
」　　

日
本
六
一
％　

米
国
五
六
％

「
思
わ
な
い
」
日
本
三
一
％　

米
国
三
三
％

○
米
国
は
台
湾
を
防
衛
す
べ
き
か

「
思
う
」　　

日
本
七
二
％　

米
国
四
八
％

「
思
わ
な
い
」
日
本
一
八
％　

米
国
四
五
％

　

米
国
内
で
は
、
台
湾
支
援
に
つ
い
て
の
国

論
は
分
か
れ
る
。

　

日
本
最
東
端
の
与
那
国
島
と
台
湾
の
距
離

は
わ
ず
か
一
一
〇
㎞
。
東
京
か
ら
熱
海
、
東

京
か
ら
高
崎
、
東
京
か
ら
水
戸
と
ほ
ぼ
同
じ

距
離
だ
。

　

台
湾
有
事
に
な
っ
た
ら
、
横
須
賀
を
基
地

と
す
る
米
国
第
七
艦
隊
の
ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ

ン
を
旗
艦
と
す
る
空
母
打
撃
軍
が
行
動
す
る
。
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習
い
事
で
、
練
習
な
ど
が
大
変
つ
ら
く
や
め

た
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
仲
間
と
励

ま
し
あ
っ
て
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
た
こ

と
が
今
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
、
部
活
は
学
校
生
活
で

大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
教
員
の
働
き

方
改
革
の
観
点
か
ら
、
部
活
の
地
域
社
会
へ

の
移
行
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
生
徒
た
ち

の
多
様
な
活
動
を
推
進
す
る
面
で
は
、
部
活

を
学
校
か
ら
安
易
に
切
り
離
す
の
は
問
題
が

多
い
と
思
う
。
特
に
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
な

い
子
供
た
ち
の
活
動
が
狭
め
ら
れ
る
点
が
心

配
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
が
座
学
で
の
学
力

中
心
の
と
こ
ろ
と
い
う
意
識
が
よ
り
高
ま
り
、

「
学
校
が
楽
し
く
な
い
」
と
い
う
子
供
が
増

え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
議
論
は
慎
重
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他
は
、
大
学
受
験
を
頑
張
っ
た
こ
と

な
ど
を
あ
げ
る
学
生
も
い
る
が
、
大
学
で
の

今
が
一
番
輝
い
て
い
る
と
い
う
意
見
も
結
構

あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
決
め
ら
れ
た
勉
強
だ
っ

た
が
、
大
学
で
は
自
分
の
学
び
た
い
こ
と
を

自
分
で
選
び
学
べ
、
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
今
の
姿
が
い
い
と
い
う
こ
と
で

る
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

ま
た
、
私
の
両
親
は
と
も
に
認
知
症
を

患
っ
た
。
皆
い
つ
か
行
く
道
、
明
日
は
我
が

身
で
あ
る
が
、
じ
た
ば
た
し
て
も
し
よ
う
が

な
い
。

　

私
の
大
学
の
講
義
で
学
生
た
ち
に
「
私
が

一
番
輝
い
て
い
た
時
」
と
い
う
題
で
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
、
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ

る
。

　

自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
の
頑
張
り
な

ど
を
振
り
返
り
、
自
分
と
い
う
存
在
を
再
認

識
し
て
、
こ
れ
か
ら
歩
む
人
生
に
つ
い
て
考

え
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。

　

圧
倒
的
に
多
い
の
は
、「
中
高
の
部
活
や

二
　
あ
の
日
に
戻
り
た
い
か
？

　

半
年
ぶ
り
く
ら
い
に
会
っ
た
息
子
が
、
開

口
一
番
言
っ
た
言
葉
。

「
白
く
な
っ
た
な
ぁ
」

　

は
じ
め
、
何
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
あ
髪
の
毛
の
こ

と
か
と
分
か
り
、
少
し
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

自
分
で
は
そ
ん
な
に
感
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
息
子
に
は
よ
く
分
か
っ
た

よ
う
だ
。
後
で
、
撮
ら
れ
た
写
真
を
見
る
と
、

確
か
に
白
髪
が
目
に
付
く
。

　

そ
の
ほ
か
、
手
足
や
腰
が
定
期
的
に
痛
く

な
る
。
動
作
が
鈍
く
な
る
。
人
の
名
前
が
思

い
出
せ
な
い
。
同
じ
ミ
ス
を
ま
た
し
て
し
ま

う
、
な
ど
な
ど
。
人
生
の
黄
昏
を
感
じ
さ
せ

一
　
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
息
子
か
ら
の
一
言

老
い
の
効
用

私
が
一
番
輝
い
て
い
た
時
。
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全
肯
定
し
な
い
し
な
や
か
な
人
間
の
見
方
を

示
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
、
生
物
学
者
の
福
岡
伸
一
さ
ん
は
、

「
私
た
ち
人
間
は
、
個
体
レ
ベ
ル
で
み
れ
ば
、

生
か
ら
死
に
向
か
う
一
個
の
生
物
体
で
あ
る

が
、
細
胞
や
分
子
レ
ベ
ル
で
み
れ
ば
、
常
に

死
と
再
生
を
繰
り
返
し
て
変
わ
っ
て
い
る
動

的
な
存
在
で
、そ
の
意
味
で
は
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
動
い
て
い
る
こ
と
が
生
命
の
本
質
だ
」

と
論
じ
て
い
る
。

　

人
生
百
年
時
代
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
個

人
は
い
つ
か
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
人
類
と
い
う
種
、
あ
る
い
は

も
っ
と
大
き
く
地
球
の
生
命
体
と
い
う
レ
ベ

ル
で
は
、
常
に
生
命
は
引
き
継
が
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
そ
の
生
命
の
連
鎖
の
一
つ
に
私

た
ち
も
い
る
。

　

若
い
人
た
ち
に
バ
ト
ン
を
渡
し
つ
つ
、
今

し
ば
ら
く
は
伴

走
し
て
い
き
た

い
と
思
う
。

い
う
こ
と
で
あ
る
。
否
応
な
く
そ
の
よ
う
な

認
識
を
受
け
止
め
る
と
、
物
事
が
い
ろ
ん
な

面
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
そ
の
こ
と
で
何
事
に
も
寛
容
に
な
れ

る
。
あ
る
意
味
い
い
か
げ
ん
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
が
。
ま
た
、
自
分
と
い
う

存
在
が
、
他
者
と
は
異
な
る
一
個
の
確
立
し

た
個
人
と
い
う
よ
り
、
周
り
の
世
界
と
の
境

界
も
あ
い
ま
い
な
存
在
の
よ
う
に
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
。

　

自
分
中
心
の
見
方
、
考
え
方
か
ら
、
自
分

も
大
き
な
世
界
の
中
の
一
つ
の
存
在
と
い
う

観
点
か
ら
物
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

生
き
る
こ
と
の
息
苦
し
さ
も
楽
に
な
る
。

　

年
を
取
れ
ば
自
分
と
い
う
も
の
が
よ
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

た
が
、
自
分
の
こ
と
は
い
つ
ま
で
も
分
か
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。

　

作
家
の
平
野
啓
一
郎
さ
ん
は
、
近
代
西
洋

社
会
で
確
立
さ
れ
た
「
個
人
主
義
」
か
ら
、

対
人
関
係
や
環
境
ご
と
に
分
化
し
た
異
な
る

人
格
の
総
体
を
自
分
と
と
ら
え
る
「
分
人
主

義
」
を
唱
え
る
こ
と
で
、
自
分
を
全
否
定
や

四
　
自
分
と
い
う
存
在

あ
る
。

　

こ
の
授
業
の
最
後
に
、
松
山
千
春
さ
ん
の

「
物
語
」
と
い
う
楽
曲
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、
恋
人
と
け
ん
か
別

れ
し
て
し
ま
っ
た
過
去
を
振
り
返
る
女
性
が

主
人
公
の
歌
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
歌
詞

が
あ
る
。

　
「
あ
な
た
を
愛
し
て
過
ご
し
た
毎
日

私
が
一
番
輝
い
て
い
た
わ
」

　
「
あ
ん
な
に
誰
か
を
愛
し
た
こ
と
は
な
い

も
ち
ろ
ん
今
で
も
こ
の
先
も
多
分

　

け
れ
ど
も
あ
の
日
に
戻
り
た
く
は
な
い
」

　

学
生
た
ち
が
、
こ
の
歌
を
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
ろ
う
が
、そ
れ
も
受
け
止
め
、希
望
を
も
っ

て
輝
い
て
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

私
も
若
く
は
つ
ら
つ
と
し
た
頃
に
戻
り
た

い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
が
、
最
近
は
、
年

を
重
ね
た
今
の
自
分
が
落
ち
着
く
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

　

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

　

年
を
取
る
と
い
う
こ
と
は
死
に
近
づ
く
と

三
　
年
を
取
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と

イラスト：水川　勝利
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堀ほ
り

田た

和か
ず

秀ひ
で

兵
庫
県
洲
本
市
立
安
乎
小
学
校

な
ぜ
「
道
徳
」
が
必
要
な
の
か

ど
の
よ
う
な
「
内
容
」
を
授
業
す
べ

き
な
の
か

　

こ
の
よ
う
な
根
本
的
な
問
い
に
答
え
る

こ
と
こ
そ
、
最
重
要
な
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
は
「
教
育
」
の
根
幹
に

か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、日
本
と
い
う
「
国

家
の
あ
り
方
」
と
か
か
わ
る
問
題
な
の
で

あ
る
。

（
中
略　

堀
田
）

　

私
の
主
張
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
る
。

　

道
徳
の
授
業
で
は
何
よ
り
も
人
間

の
生
き
方
の
原
理
・
原
則
が
教
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

で
は
、「
原
理
・
原
則
と
は
何
か
」
と

い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。

　

そ
う
し
た
授
業
を
す
る
た
め
に
は
、
次

の
三
つ
は
不
可
欠
で
あ
る
。

Ａ　

力
の
あ
る
資
料

Ｂ　

力
の
あ
る
授
業

Ｃ　

体
験
、
知
見
に
支
え
ら
れ
た
語

り

　

人
間
の
生
き
方
の
原
理
・
原
則
と
は
何

か
。

　

そ
れ
を
く
わ
し
く
述
べ
る
と
一
冊
の
本

に
な
る
が
、
結
論
か
ら
い
う
と
次
の
五
つ

で
あ
る
。

一　

相
手
の
こ
と
を
真
剣
に
考
え
よ

う
二　

弱
い
も
の
を
大
切
に
し
よ
う

　

道
徳
が
教
科
に
な
っ
て
、
六
年
が
経
つ
。

「
考
え
、
議
論
す
る
」
道
徳
授
業
が
主
流
と
な

り
、
教
科
書
教
材
を
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
せ
る

の
か
が
、
教
材
研
究
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
も
、
教
科
書
を
活
用
し
た
議
論
型
の
授
業

を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
向
山
氏
の
次
の
主
張
を
忘
れ

た
こ
と
は
な
い
。

　

道
徳
の
授
業
で
は
何
よ
り
も
人
間
の
生

き
方
の
原
理
・
原
則
が
教
え
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。

　

み
ん
な
で
議
論
す
る
の
で
は
な
い
。
人
間
と

し
て
の
生
き
方
を
、
教
師
が
「
教
え
る
」
の
で

あ
る
。

　

し
か
も
、「
力
の
あ
る
資
料
」
を
教
師
の
「
体

験
・
知
見
に
支
え
ら
れ
た
語
り
」
で
進
行
す
る

と
い
う
授
業
ス
タ
イ
ル
は
、
向
山
氏
が
提
唱
し

た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
道
徳
以
外
に
は
な
い
。

　

向
山
氏
は
、
道
徳
の
指
導
法
だ
け
で
は
な
く
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

道
徳
と
い
う
の
は
何
と
何
で
ど
の
よ
う

な
区
切
り
を
つ
け
て
そ
の
内
容
は
基
本
的

に
ど
う
変
化
し
て
い
く
の
で
す
か
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの

人
間
の
原
理
・
原
則
を
教
え
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
道
徳
」

向
山
氏
の
目
は
、
授
業
の
向
こ
う
に
あ
る
「
国
家
の
あ
り
方
」
を
見
据
え
て
い
た
。
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（『「
社
会
的
規
範
」
を
考
え
る
道
徳
教
育

の
提
唱
』
向
山
洋
一　

明
治
図
書　

五
七

頁
）

　

こ
の
中
で
向
山
氏
は
、「
小
さ
い
時
に
こ
そ

正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と
教
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　

ピ
ア
ジ
ェ
や
コ
ー
ル
バ
ー
グ
の
発
達
理
論
に

よ
る
と
、「
他
者
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
一
〇
歳
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
」
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
う

ち
は
、
議
論
さ
せ
る
よ
り
も
「
正
し
い
こ
と
を

正
し
い
と
教
え
る
」
こ
と
を
優
先
さ
せ
る
ほ
う

が
、
効
果
的
な
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
小
さ
い
時
に
教
え
ら
れ
た
行
動
規

範
を
も
と
に
、
小
学
校
中
学
年
以
降
か
ら
徐
々

に
「
議
論
型
の
道
徳
」
を
増
や
し
て
い
く
。

　

こ
れ
は
、
道
徳
教
育
の
「
Ｋ
12
」
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
考
え
、
議
論
す
る
」
道
徳
が
主
流
に
な
っ
た

今
も
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
道
徳
が
提
案
し
て
き
た
授
業

群
は
決
し
て
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
い
。

「
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
」
と
教
え
る
。

　

そ
ん
な
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
道
徳
の
授
業
群
を
、
私
た

ち
は
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
て
い
く
。

三　

人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
よ

う
四　

ま
ず
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
し

よ
う

五　

人
の
生
き
方
に
学
ぼ
う

　

こ
の
五
つ
の
こ
と
は
、
く
り
返
し
く
り

返
し
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

　

小
さ
い
時
か
ら
、
教
育
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。

　

い
か
な
る
国
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う

な
「
人
間
と
し
て
の
生
き
方
」
は
、
教
え

ら
れ
て
育
つ
。

（
中
略　

堀
田
）

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
道
徳
が
提
起
す
る
の
は
、「
授

業
す
べ
き
こ
と
を
授
業
せ
よ
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

「
つ
ま
ら
な
い
道
徳
」
を
「
面
白
い
道
徳
」

に
し
よ
う
と
い
う
努
力
も
大
切
で
あ
る
が
、

私
個
人
は
全
く
関
心
が
な
い
。

　

そ
ん
な
こ
と
よ
り
「
子
ど
も
の
時
に
ぜ

ひ
と
も
授
業
す
べ
き
こ
と
」
を
「
授
業
す

る
」
こ
と
の
方
が
一
〇
〇
万
倍
も
関
心
が

あ
る
。

　

そ
れ
こ
そ
日
本
の
教
育
に
欠
落
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

で
は
、「
子
ど
も
の
時
に
ぜ
ひ
と
も
授

業
す
べ
き
こ
と
」
と
は
何
か
？　

そ
れ
こ

そ
が
大
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

適
当
に
内
容
を
見
つ
く
ろ
え
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

「
い
い
こ
と
」
を
全
部
入
れ
れ
ば
そ
れ
で

良
し
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

「
ぜ
ひ
と
も
授
業
す
べ
き
こ
と
」
は
何
か

な
の
で
あ
る
。

「
あ
ま
り
多
く
の
こ
と
を
教
え
る
こ
と
な

か
れ
。
し
か
も
教
え
る
か
ら
に
は
徹
底
し

て
教
え
よ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

私
は
山
の
よ
う
に
書
を
積
み
上
げ
、
自

分
の
体
験
を
整
理
、
よ
う
や
く
五
つ
の
原

則
に
整
理
し
た
。
今
の
私
に
で
き
る
せ
い

い
っ
ぱ
い
の
こ
と
で
あ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
明
治
図
書
、

二
〇
一
四
年
三
月
号
）
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郵
便
教
育
の
「
手
紙
の
書
き
方

体
験
授
業
」
に
関
わ
る
仕
事
を
一

五
年
前
か
ら
担
当
し
て
き
た
。
テ

キ
ス
ト
の
作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
の
運

営
を
し
、
郵
便
局
の
方
々
と
も
挨

拶
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
多
く

あ
っ
た
。

　

児
童
・
生
徒
に
「
手
紙
の
書
き

方
」
を
教
え
、
手
紙
文
化
を
継
承

し
た
い
と
教
育
現
場
や
日
本
郵
便

と
も
強
い
思
い
で
推
進
し
て
き
た
。

　

一
三
年
目
を
迎
え
た
昨
年
度
は

全
国
二
万
校
の
小
学
校
の
七
〇
％

が
こ
の
体
験
授
業
を
実
施
す
る
ま

で
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
教
育
を
進
め
る
た

め
に
、
郵
便
局
の
方
が
出
前
授
業

を
す
る
講
師
育
成
の
動
き
を
つ

く
っ
て
い
る
。

　

郵
便
教
育
だ
け
で
な
く
、
味
の

素
株
式
会
社
や
ヤ
マ
キ
株
式
会
社

な
ど
食
育
の
出
前
授
業
や
研
修
に

関
わ
っ
て
き
た
経
験
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
私
に
声
が
か
か
っ
た
。

　

出
前
授
業
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る

こ
と
に
は
興
味
が
あ
っ
た
。

　

指
導
コ
ン
テ
ン
ツ
と
演
習
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
や
指
導
案
、
台
本
が
あ

れ
ば
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
退
職
者
な
ら
だ

れ
で
も
指
導
で
き
る
と
想
定
し
て

「
講
師
育
成
指
導
セ
ッ
ト
」
を
つ

く
っ
た
。

　

講
習
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
退
職
者
が
担

当
す
る
と
い
う
こ
と
で
話
は
進
ん

で
い
た
が
、
社
内
で
講
師
育
成
を

し
て
い
き
た
い
と
方
針
が
変
わ
り
、

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
た
私
が
講
師

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

六
月
、
名
古
屋
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
で

の
六
時
間
の
「
出
前
授
業
講
師
育

成
研
修
会
」
に
つ
い
て
は
九
月
号

で
報
告
し
た
。

　

や
っ
と
涼
し
く
な
っ
た
十
月
、

旗
の
台
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ア
ネ
ッ
ク
ス
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
の
郵
便
局

の
支
部
の
方
一
八
名
が
希
望
し
、

講
師
を
育
成
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
育

成
研
修
会
の
二
回
目
を
実
施
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
研
修
会
で
、
模

擬
授
業
し
、
コ
メ
ン
ト
ま
で
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

だ
っ
た
。

　

さ
す
が
に
希
望
し
て
参
加
さ
れ

た
郵
便
局
の
方
々
は
、
そ
の
場
で

指
名
さ
れ
て
も
、
授
業
シ
ナ
リ
オ

を
手
に
子
供
に
話
す
よ
う
に
模
擬

授
業
を
し
、
コ
メ
ン
ト
も
様
々
な

視
点
で
発
言
し
て
く
れ
た
。
三
時

間
の
研
修
を
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

日
本
郵
便
の
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
使
っ
て
授
業
を
し
た
い

と
い
う
希
望
者
が
多
く
、
私
が
ど

の
よ
う
に
授
業
す
る
か
も
紹
介
し

た
。

　

地
域
の
学
校
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
指

導
法
で
、
郵
便
局
の
方
が
出
前
授

業
を
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
退
職
者
の
活
躍
を
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ−

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・Facebook

・

Y
ouT

ube

な
ど
で
目
に
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
た
。
私
も
騒
人
社

を
足
場
に
発
信
し
て
い
る
。

　

退
職
者
は
皆
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で

学
ん
で
い
た
か
ら
、
今
が
楽
し

い
」
と
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

ＴＯＳＳで学んでいたから、今が楽しい
郵便教育出前授業講師・トレーナー育成研
修会、がんばりました。
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

　

岩
切
洋
一
先
生
（
東
京
都
練
馬

区
立
大
泉
西
小
学
校
長
）
が
企
画

さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
。

　

林
四
郎
先
生
、
向
山
行
雄
先
生
、

谷
和
樹
先
生
が
登
壇
さ
れ
る
。

「
若
手
教
員
は
日
頃
か
ら
、
誠
実

な
姿
勢
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
ら
優
れ
た
実
践
を
創
造

し
よ
う
と
す
る
積
極
性
に
は
や
や

欠
け
る
面
も
あ
り
、
各
種
教
育
研

究
団
体
等
に
参
加
し
て
学
ぼ
う
と

す
る
姿
勢
が
乏
し
い
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
各
教
育
研

究
団
体
も
と
か
く
自
分
た
ち
の
枠

内
で
の
活
動
に
と
ど
ま
り
、
か
つ

て
の
よ
う
な
、
他
の
教
育
研
究
団

体
と
の
教
育
論
議
は
あ
ま
り
行
わ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

今
後
、
多
面
的
な
議
論
に
よ
り

優
れ
た
実
践
を
創
造
し
て
い
く
う

え
で
非
常
に
由
々
し
き
こ
と
だ
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を

ふ
ま
え
て
、
異
な
る
主
張
を
も
つ

実
践
家
が
集
い
、
令
和
の
時
代
に

在
る
べ
き
教
師
像
や
そ
の
た
め
の

授
業
力
の
向
上
に
つ
い
て
協
議
す

る
場
を
設
け
ま
し
た
。

　

是
非
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
」

と
、
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
意
図
を
岩

切
先
生
か
ら
お
聞
き
し
た
。

【
要
項
】

１　

開
催
日
時　

　

令
和
６
年
２
月
22
日
㈭

　

13
時
45
分
～
16
時
45
分

２　

会
場

　

練
馬
区
立
大
泉
西
小
学
校

　

練
馬
区
西
大
泉
４−

25−

１ 

３　

参
加
費　

無
料（
定
員
50
名
）

４　

講
師

林
四
郎
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
学

客
員
教
授
・
全
国
小
学
校
理
科
研

究
協
議
会
顧
問
）　

向
山
行
雄
氏
（
敬
愛
大
学
特
任
教

授
・
全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問
）

谷
和
樹
氏（
玉
川
大
学
教
職
大
学
院

教
授
・
日
本
教
育
技
術
学
会
会
長
）

５　

内
容

⑴
授
業
公
開

①
算
数
（
低
学
年
）
田
代
勝
氏

　

�

東
京
学
芸
大
学
付
属
大
泉
小
学

校
②
理
科
（
中
学
年
）
水
本
和
希
氏

　

横
浜
市
立
高
田
小
学
校

③
社
会
（
高
学
年
）
森
友
弥
氏

　

練
馬
区
立
大
泉
西
小
学
校

⑵
授
業
別
３
分
科
会

⑶�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
林
氏　

向
山

氏　

谷
氏　

進
行
・
岩
切
）

「『
令
和
の
教
師
』
の
授
業
力
向

上
の
た
め
に
」

６　

申
込
先

　

練
馬
区
立
大
泉
西
小
学
校

　
�

電
話
（
03
）
３
９
２
５−

５
８

３
２

　
〈
担
当
：
副
校
長 

和
歌
恭
子
〉

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

速報！「令和の教師」
の授業力向上のために
日本教育技術学会後援 授業力向上セミ
ナー東京ご案内（令和６年２月22日㈭）

【
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
郵
便
教
育
】

【
10
月
の
向
山
洋
一
先
生
】

20年を超えるTOSS郵便教育。毎年手紙の書き
方の動画撮影をしている。動画出演者の鈴木恭子
先生との撮影現場

散歩の途中で研究所に寄られた向山先
生と研究所メンバー

向山先生は新卒時代、学
期ごとに研究授業をされ
ていたそうだ
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〜私が出会った素敵な先生〜
　　　トークライン女性教師女性教師

１　

お
地
蔵
さ
ま
の
よ
う
な
存
在

　

二
四
歳
の
時
に
初
任
だ
っ
た
。

そ
の
時
、
か
っ
こ
い
い
な
あ
と

思
っ
た
先
生
は
五
〇
代
後
半
だ
っ

た
。

　

休
み
時
間
に
な
る
と
、
運
動
場

に
必
ず
そ
の
先
生
の
姿
が
あ
っ
た
。

運
動
場
に
置
い
て
あ
る
朝
礼
台
に

“
ち
ょ
こ
ん
”
と
座
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。
大
き
な
麦
わ
ら
帽
子

を
被
っ
て
、
ず
っ
と
に
こ
に
こ

笑
っ
て
鬼
ご
っ
こ
や
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
を
見
守
っ
て
い
た
。

　

そ
の
先
生
の
ク
ラ
ス
遊
び
を
見

守
る
だ
け
で
な
く
、
全
校
児
童
が

見
守
ら
れ
て
い
た
。
ま
る
で
お
地

蔵
さ
ま
の
よ
う
に
。
そ
の
先
生
は

六
年
生
の
担
任
で
あ
っ
た
が
、
一

年
生
の
子
供
た
ち
か
ら
も
頼
ら
れ

て
い
た
。
怪
我
を
し
た
り
、
喧
嘩

を
し
た
り
し
た
ら
、
朝
礼
台
の
と

こ
ろ
に
走
っ
て
い
け
ば
必
ず
そ
の

先
生
が
い
る
と
い
う
安
心
感
が

あ
っ
た
。

　

四
月
、
学
級
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
時
期
に
は
、
運
動
場
で
一
緒

に
遊
ぶ
担
任
の
姿
を
よ
く
見
る
。

し
か
し
二
学
期
に
な
り
、
行
事
や

生
徒
指
導
で
忙
し
く
な
っ
た
ら
、

運
動
場
か
ら
担
任
の
姿
が
消
え
る
。

そ
の
先
生
は
、
一
年
中
ず
っ
と
子

供
た
ち
の
そ
ば
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
本
当
に
い
つ
も
運
動
場
の
朝

礼
台
に
座
っ
て
、
に
こ
に
こ
し
て

い
る
姿
が
今
で
も
目
に
焼
き
付
い

て
い
る
。

２　

最
後
の
子
供
へ
の
寄
り
添
い

　

当
時
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
っ

た
。
学
校
の
外
ま
で
出
て
、
校
区

を
ぐ
る
っ
と
走
っ
て
戻
っ
て
く
る

行
事
で
あ
る
。
学
年
ご
と
に
行
っ

て
い
た
。

　

そ
の
先
生
は
、
学
年
で
最
後
に

走
る
児
童
に
寄
り
添
っ
て
、
ス

タ
ー
ト
か
ら
ゴ
ー
ル
ま
で
一
緒
に

走
っ
て
い
た
。

　

走
る
こ
と
が
大
嫌
い
な
私
は
、

「
先
生
す
ご
い
で
す
ね
。
し
ん
ど

く
な
い
で
す
か
」
と
聞
い
た
。
五

〇
代
後
半
の
先
生
が
走
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
し
か
な
か
っ
た
。
そ

の
先
生
は
、「
学
年
で
体
育
が
大

嫌
い
な
子
、
苦
手
な
子
に
寄
り
添

え
な
く
な
っ
た
ら
、
教
師
や
め
よ

う
と
思
っ
て
ん
ね
ん
。
歩
い
て
も

え
え
や
ん
。一
緒
に
歩
い
て
、ゴ
ー

ル
し
て
あ
げ
た
い
ね
ん
。
退
職
す

る
ま
で
こ
う
し
て
た
い
わ
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

私
が
見
た
の
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
の
姿
だ
け
。
で
も
お
そ
ら
く
そ

の
先
生
は
教
室
で
も
、
ど
ん
な
教

科
で
も
、
苦
手
な
子
供
に
寄
り
添

う
先
生
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

３　

若
手
教
員
の
お
母
さ
ん

　

当
時
、
そ
の
先
生
と
は
同
じ
学

年
で
は
な
か
っ
た
。
私
が
二
年
生

担
任
の
初
任
者
。
そ
の
先
生
は
六

年
生
担
任
。
ほ
と
ん
ど
仕
事
で
の

関
わ
り
は
な
か
っ
た
の
に
、
と
に

か
く
話
し
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

初
任
の
時
、
私
は
よ
く
体
調
を
崩

し
て
い
た
。
元
気
が
な
く
な
る
た

び
に
、
気
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
。
そ
の
先
生
に
「
大
丈
夫
。

大
丈
夫
。何
と
か
な
る
。安
江
ち
ゃ

ん
な
ら
大
丈
夫
」
と
笑
顔
で
言
わ

れ
る
と
、
何
も
か
も
大
丈
夫
な
気

が
し
て
救
わ
れ
た
。
若
手
を
優
し

く
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
た
。
職

場
の
お
母
さ
ん
的
な
存
在
だ
っ
た
。

　

そ
う
い
う
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
が

職
場
に
い
た
ら
、
辞
め
た
い
な
ん

て
思
う
若
手
教
員
は
少
な
く
な
る

だ
ろ
う
。

安
やす

江
え

 愛
あい京都府京都市立

深草小学校

お地蔵さまのような、お母さん
のようなベテラン女性教師
いつもにこにこ笑って朝礼台に
座ってみんなを見守っていた安
心感。
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た
く
さ
ん
の
講
座
の
中
か
ら
自

分
が
参
加
し
た
い
講
座
に
参
加

で
き
る
シ
ス
テ
ム

１　
愛
知
に
は
、
各
教
科
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
が
い
る
。
そ
の
先
生
方
に
冬

休
み
親
子
わ
く
わ
く
教
室
で
講
座
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
内
容
は

①
英
語
　
②
漢
字
文
化
　
③
工
作
　

④
音
楽
　
⑤
書
き
初
め
　
⑥
親
学

⑦
な
わ
跳
び
　
⑧
理
科
実
験
　

⑨
絵
画

で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
参
加
者
が
参

加
し
た
い
講
座
を
三
つ
選
ぶ
。

　
た
く
さ
ん
の
講
座
の
中
か
ら
選

べ
る
形
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

の
事
や
子
ど
も
観
光
大
使
講
座
の
取

り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
貴
重
な
機

会
に
な
っ
て
い
る
。

た
く
さ
ん
の
参
加
者
に
来
て
い

た
だ
く
計
画
的
な
プ
ラ
ン

３　
ど
ん
な
に
素
敵
な
内
容
の
子
ど
も

T
O
S
S
デ
ー
を
開
い
て
も
、
参
加

者
が
少
な
い
と
寂
し
い
。

　
私
の
冬
休
み
親
子
わ
く
わ
く
教
室

の
情
宣
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

八
月
　
講
師
を
募
集
し
て
、
講
座

決
定
。
チ
ラ
シ
作
成
完
了

九
月
　
後
援
申
請
書
類
を
提
出

十
月
　
後
援
申
請
許
可
書
が
届
き
、

各
学
校
に
チ
ラ
シ
を
郵
送

　
計
画
的
に
子
ど
も
T
O
S
S
デ
ー

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
開
催

す
る
二
か
月
前
に
チ
ラ
シ
を
郵
送
で

き
る
。
そ
の
結
果
、
た
く
さ
ん
の
参

加
者
に
来
て
い
た
だ
き
、
講
師
が
達

成
感
を
味
わ
え
る
。

　
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

「
で
き
た
」「
分
か
っ
た
」
と
い
う
か

わ
い
ら
し
い
笑
顔
に
出
会
う
た
め
に

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
続
け
る
。

と
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
に

も
喜
ば
れ
、
愛
知
の
先
生
方
が
活
躍

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

全
体
で
集
ま
る
講
座
を
入
れ
る

２　
全
体
で
集
ま
る
講
座
も
入
れ
て
い

る
。

「
英
語
を
楽
し
も
う
」
は
、
会
の
冒

頭
に
入
れ
て
い
る
。
児
童
同
士
が
初

め
て
会
っ
た
人
た
ち
と
楽
し
く
関
わ

れ
る
よ
う
に
ゲ
ー
ム
の
要
素
を
強
く

し
て
い
る
。

「
ご
当
地
観
光
チ
ャ
レ
ラ
ン
で
遊
ぼ

う
」
で
は
、
愛
知
の
子
ど
も
観
光
大

使
が
活
躍
す
る
。
実
際
に
、
子
ど
も

観
光
大
使
が
考
え
た
チ
ャ
レ
ラ
ン
を

体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
愛
知
県

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティ　１月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS キッズスクール日記……下川善史
２．学校でのビジネスマナー……大場寿子
３．子ども観光大使活動報告……許 鍾萬
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●TOSSの２大イベント　TOSS冬合宿！
今年の「TOSS冬合宿2024」について、申込方法や内容、
2023のようすなどをご紹介いたします。

■教育コミュニティ
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①PC・スマートフォンでアクセス
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②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！

社会貢献活動への取り組み

オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
参
加
で
き
る

冬
休
み
親
子
わ
く
わ
く
教
室

参
加
者
が
参
加
し
た
い
講
座
に
選
べ
る
形
に
な
っ
て
い
る
た
め
満
足
さ
れ
る
。

堂ど
う

前ま
え

貴き

美み

子こ

岐
阜
県
岐
南
町
立
西
小
学
校



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

場面緘黙の子供が活躍する学級
大人しく問題も起こさないため放っておかれることの多い場面緘黙の生徒が、学級で欠かせない存在となるための３つのアプローチ。

宮城県白石市立福岡中学校 川
かわ

村
むら

護
まもる

「
二
年
一
組
、
午
後
の
文
化
祭
も
頑
張

る
ぞ
ー
！
」

　

場
面
緘
黙
の
Ａ
子
が
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
後
の
指
名
な
し
発
表
で
ク
ラ
ス
に
対

し
て
檄
を
飛
ば
し
た
。

　

Ａ
子
は
四
月
、
道
徳
の
題
材
の
朗
読

も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

１　

日
記
指
導
と
学
級
通
信

　

Ａ
子
が
、
変
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
、
日
記
で
あ
る
。
自
己
表
現
を

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
日
記
は

最
適
で
あ
っ
た
。
時
間
を
か
け
て
文
章

を
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
自
己
開

示
が
始
ま
り
、「
発
表
で
き
な
い
悔
し

さ
」
や
「
も
っ
と
成
長
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
」
を
綴
っ
た
。

　

私
は
日
記
の
内
容
を
本
人
に
了
承
を

得
て
学
級
通
信
に
載
せ
る
。

　

そ
れ
ら
の
日
記
を
読
ん
だ
他
の
生
徒

が
Ａ
子
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
Ａ
子
が

発
表
す
る
時
に
温
か
い
雰
囲
気
が
つ
く

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２　

指
名
な
し
発
表
の
練
習

　

四
月
か
ら
、
帰
り
の
会
に
簡
単
な
指

名
な
し
発
表
の
場
を
つ
く
っ
て
き
た
。

テ
ー
マ
は
、「
好
き
な
動
物
と
そ
の
理

由
」
な
ど
で
あ
る
。

　

Ａ
子
に
は
、
昼
休
み
に
「
今
日
の

テ
ー
マ
は
○
○
だ
か
ら
、
考
え
て
お
い

て
ね
」
と
声
を
掛
け
て
お
く
。
Ａ
子
は
、

瞬
時
の
対
応
を
苦
手
と
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。

　

現
在
で
は
、
先
に
伝
え
て
お
か
な
く

と
も
、
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
Ａ
子
自
身
か
ら
「（
伝
え
な
く
て

も
）
大
丈
夫
で
す
」
と
言
っ
て
き
た
。

３　

意
図
的
な
席
替
え

　

Ａ
子
は
、
発
言
で
き
た
と
し
て
も
、

考
え
て
か
ら
言
葉
に
す
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
。
そ
れ
を
待
て
る
生
徒
の
存

在
が
最
初
は
必
要
だ
と
考
え
た
。
そ
の

た
め
Ａ
子
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
い
る
生
徒
を
意
図
的
に
隣
に
し
た
。

　

ま
ず
、
ペ
ア
で
の
意
見
交
換
が
で
き

な
け
れ
ば
、
全
体
へ
の
発
表
な
ど
で
き

な
い
の
で
あ
る
。

　

図
の
Ａ
の
働
き
か
け
が
、
Ｂ
の
自
己

表
現
に
つ
な
が
り
、
Ｃ
の
よ
う
な
事
実

に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

谷編集長の評定

場面緘黙の子の変化がすばらしい。この１
～３の手順がどの子にも適用できるとは限
らないとしても、参考にはなる。

A
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向
山
日
記

十
月
七
日
㈯	

品
川
「
く
ま
ざ
わ

書
店
」
で
本
を
買
い
、「
す
し

好
」
で
お
昼
。
そ
の
後
、ア
ネ
ッ

ク
ス
一
階
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

三
島
で
開
か
れ
た
社
会
科
セ
ミ

ナ
ー
の
挨
拶
。

十
月
八
日
㈰	
両
国
で
開
か
れ
た

算
数
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
挨
拶

を
し
た
。
楽
し
か
っ
た
。
懇
親

会
は
、
築
地
「
す
し
ざ
ん
ま

い
」。
恵
理
子
、ケ
ニ
ア
へ
出
発
。

十
月
十
一
日
㈬	

原
稿
チ
ェ
ッ
ク

と
向
山
日
記
の
執
筆
。

十
月
十
二
日
㈭	

夕
方
か
ら
中
央

事
務
局
会
議
。
全
国
か
ら
五
〇

名
参
加
。
会
議
後
、
リ
ア
ル
に

出
席
さ
れ
た
先
生
方
一
八
名
と

木
曽
路
で
懇
親
会
。

十
月
十
三
日
㈮	

広
尾
「
お
く
む

ら
」
で
昼
食
後
、「
明
治
屋
」

で
買
い
物
。「
明
治
屋
」
の
オ
ー

ナ
ー
は
中
学
の
友
人
。

十
月
十
四
日
㈯	

立
川
の
島
村
校

長
先
生
の
学
校
で
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
。
恵
理
子
、
ケ
ニ
ア
か
ら

帰
国
。

十
月
十
六
日
㈪	

夕
方
か
ら
ア

ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、
向
山
塾

「
わ
い
わ
い
」
に
参
加
。
楽
し

か
っ
た
。
ミ
ニ
定
規
に
つ
い
て

話
を
し
た
。

十
月
十
八
日
㈬	

青
年
事
務
局
、

一
五
人
。
懇
親
会
は
「
鵬
龍
」。

十
月
二
一
日
㈯	

理
科
セ
ミ
ナ
ー
、

オ
ン
ラ
イ
ン
。

十
月
二
三
日
㈪	

品
川
の
く
ま
ざ

わ
書
店
と
「
す
し
好
」。「
す
し

好
」
は
人
気
の
お
店
で
、
昼
一

時
な
の
に
満
席
。

十
月
二
六
日
㈭	
板
倉
先
生
、
師

尾
先
生
、
向
山
の
三
人
会
。
浅

草
「
み
よ
し
」
で
。
ゲ
ス
ト
は
、

元
サ
ン
ト
リ
ー
宣
伝
部
の
小
野

さ
ん
。
向
山
よ
り
は
る
か
に
年

上
だ
が
、
企
画
を
持
参
し
て
こ

ら
れ
た
。

十
月
二
八
日
㈯	

両
国
で
開
か
れ

た
英
語
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。
挨

拶
を
し
た
。
懇
親
会
は
、
築
地

「
ち
ゃ
ん
こ
江
戸
沢
」。

谷
日
記

十
月
一
日
㈰	

ず
っ
と
関
わ
っ
て

き
た
学
生
サ
ー
ク
ル
和
が
一
五

周
年
。
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
て
く
れ
た
。

一
つ
の
区
切
り
。

十
月
二
日
㈪	

谷
G
I
G
A
セ
ミ

ナ
ー
。
T
O
S
S
大
阪
主
催
。

十
月
三
日
㈫	

5m
in.

ア
ン
サ
ー

収
録
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
、

『W
edge

』
の
取
材
。
す
べ
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
三
連
続
。

十
月
四
日
㈬	

小
平
第
一
小
の
校

内
研
で
、
二
年
生
の
生
活
科
を

参
観
。
主
任
は
千
葉
教
諭
。
新

百
合
ヶ
丘
に
移
動
し
て
正
進
社

の
教
材
関
連
会
議
。

十
月
五
日
㈭	

米
ラ
ト
ガ
ー
ス
大

日
本
人
研
究
者
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
取
材
。
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

に
つ
い
て
。

十
月
七
日
㈯	

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社

会
セ
ミ
ナ
ー
静
岡
。
い
ず
れ
も

盛
況
。
社
会
で
は
向
山
氏
の
探

究
型
を
紹
介
し
た
。

十
月
八
日
㈰	
大
阪
に
移
動
し
て

向山・谷日記
2023年10月

谷
道
徳
セ
ミ
ナ
ー
。
教
科
書
教

材
介
入
が
毎
回
好
評
。

十
月
九
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

十
月
十
日
㈫	

大
学
実
習
指
導
後
、

熊
谷
で
長
谷
川
副
代
表
と
飲
む
。

話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
実
に

有
意
義
だ
っ
た
。

十
月
十
二
日
㈭	

中
央
事
務
局
会

議
。
対
面
一
八
名
の
参
加
。
全

国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
五
〇
以

上
の
案
件
を
検
討
。
一
時
間
で

終
え
、
現
地
は
向
山
最
高
顧
問

と
懇
親
会
。

十
月
十
四
日
㈯	

立
川
で
学
会
主

催
の
研
究
会
。
子
供
た
ち
へ
の

授
業
を
検
討
す
る
。
栃
木
の
稲

木
指
導
主
事
や
小
川
晋
氏
の
提

案
が
刺
激
的
。
佐
藤
和
紀
氏
と

の
対
談
も
学
び
が
大
き
か
っ
た
。

十
月
二
一
日
㈯	

広
島
エ
ネ
ル
ギ
ー・

理
科
セ
ミ
ナ
ー
。
C

	

h

	
a
	t	

G
P
T
関
連
に
つ
い
て
話
す
。

十
月
二
八
日
㈯	

英
語
セ
ミ
ナ
ー

両
国
。
玉
川
大
学
名
誉
教
授
の

佐
藤
久
美
子
氏
と
。



80

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

子供の心に響く語り発問を考えるための修業

『教育トークライン』２月号
予告　1月15日発行

子供たちが次々に発言する授業特集

谷　和樹　長谷川博之　松﨑　力　水本和希
許　鍾萬　太田政男　　桑田和彦　松島博昭
佐藤智彦　塩谷直大　　吉原尚寛　堀田和秀
林　健広　小嶋悠紀

編
集
後
記

▼
本
誌
六
五
ペ
ー
ジ
。
高
山
佳
己
氏
が
ま
ち

づ
く
り
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
姿

を
思
い
出
し
ま
す
。
高
山
氏
へ
の
向
山
氏
の

言
葉
が
衝
撃
的
で
し
た
。「
高
山
君
が
、
ま
ち

づ
く
り
教
育
以
外
の
授
業
を
す
れ
ば
い
い
。

そ
う
す
れ
ば
広
ま
る
」
高
山
氏
は
そ
の
言
葉

を
う
け
て
、
守
備
範
囲
の
キ
ャ
パ
を
広
げ
る

べ
く
様
々
な
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
も
数
々
の
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。（
手
塚
）

▼
教
師
は
、
日
々
、
創
意
工
夫
の
連
続
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
役
時
代
の
最
後
の
二
年

間
、
今
ま
で
と
全
く
性
質
の
違
う
子
供
た
ち

と
出
会
い
ま
し
た
。そ
の
子
た
ち
を
前
に
、「
今

ま
で
の
方
法
の
全
て
に
疑
問
を
も
ち
、
こ
の

子
た
ち
に
合
う
も
の
を
探
し
続
け
る
こ
と
」

を
重
要
視
し
ま
し
た
。
創
意
工
夫
は
、
ま
さ

に
「
子
供
の
姿
か
ら
出
発
す
る
」。
こ
れ
も
向

山
氏
か
ら
の
教
え
で
し
た
。（
小
嶋
）

▼
め
あ
て
や
掲
示
物
が
必
要
か
ど
う
か
、
太
田

学
級
の
子
供
の
事
実
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。
並

木
校
長
の
「
学
校
で
違
っ
て
い
い
こ
と
・
そ
ろ

え
た
い
こ
と
」
の
三
指
針
は
簡
潔
明
瞭
、
参
考

に
な
り
ま
す
。
堂
前
貴
美
子
氏
の
冬
休
み
親

子
わ
く
わ
く
教
室
は
、
シ
ス
テ
ム
に
工
夫
と
配

慮
が
見
ら
れ
ま
す
。
川
村
論
文
で
は
、
場
面
緘

黙
生
徒
の
変
容
が
実
に
見
事
で
し
た
。（
板
倉
）
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株式会社 学芸みらい社1月 新刊・既刊のご案内

1月 新刊
弊社オンラインショップはこちら➡

※定価はすべて税込表示です。

樋口万太郎（著・共著）　最新刊／好評既刊

中学受験のパイオニア・矢野耕平氏、国語教育研究の第一人
者・難波博孝氏が監修。教科書には学び方が掲載されていない
国語学習の核となる「真の論理的思考」が身につく国語ドリル！　
コピーすることで授業だけでなく自学プリントとしても使える１冊。

国
語
で「
論
理
的
思
考
」を
育
て
る

書
く・読
む
ド
リ
ル
小
学
５・６
年

「教師が教える」から「子供の学び」への転換にどう対応するか。
数々の研究結果・実践例と共に、自由進度学習やSTEAM、
けテぶれ、生成AI の授業活用についても紹介。
教育界を牽引する著者陣が、子供中心の学びにおける“教師の
立ち位置”を提案する。

教室ツーウェイNEXT 編集プロジェクト（編）
Ａ5判並製／144ページ／1,760円

難波博孝・矢野耕平(編著)
齊藤美琴・中本順也・福嶋淳(著)
B5判並製／120ページ／2,420円

教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
₂1
号

特
集
＝「
教
師
が
教
え
る
」か
ら「
子
供
の
学
び
」へ

─
─
ど
う
す
る
？
路
線
転
換

樋口万太郎（著）／モリジ（イラスト）
A5判並製／128P／2,530円
算数授業がグーンと面白くなるスゴ技を大公開！

樋口万太郎先生
（イラスト：モリジ）

樋口万太郎
葛原祥太       （著）
川人佑太
B5判並製／168P／2,750円
算数学力の土台づくりが
楽しく学べるワークシート。

石井英真 (監修）／樋口万太郎 (著)
A5判並製／144P／2,530円
「つまずく子ども」に目を向けた算数授業の樋口マジック！

樋口万太郎（著）／モリジ（イラスト）
学校組織の中でトラが吠える
最強の生き方改革
B6判並製／162P／2,530円
教師１人１人が組織の中でどう生きるかを問う。

タ
ブ
レ
ッ
ト
算
数
授
業
って

面
白
い
！

子
供
と
共
有
す
る

ス
キ
ル
１
０
５

学
習
者
端
末
活
用
事
例
付

算
数
教
科
書
の

わ
か
る
教
え
方

１
・２
年

４
つ
の
カ
ー
ド
で
思
考
力
が
育
つ
！

算
数
授
業
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
小
学
１
年

「
発
見
」→「
練
習
」→「
マ
ス
タ
ー
」

の
学
び
シ
ス
テ
ム



1月 新刊・既刊のご案内

1月 新刊

樋口万太郎（著・共著）　最新刊／好評既刊
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